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概要

本ガイドでは、Red Hat OpenStack Platform 環境における永続ストレージの使用/管理手順につい
て詳しく説明します。また、各永続ストレージの種別に対応する OpenStack サービスの設定およ
び管理の手順も記載しています。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、弊社の CTO、Chris Wright
のメッセージ を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform 16.2 ストレージガイド
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RED HAT ドキュメントへのフィードバックの提供
弊社ドキュメントに対するご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があればお知らせくださ
い。

ドキュメントへのダイレクトフィードバック (DDF) 機能の使用 (英語版のみ)

特定の文章、段落、またはコードブロックに対して直接コメントを送付するには、DDF の Add
Feedback 機能を使用してください。なお、この機能は英語版のドキュメントでのみご利用いただけま
す。

1. Multi-page HTML 形式でドキュメントを表示します。

2. ドキュメントの右上隅に Feedback ボタンが表示されていることを確認してください。

3. コメントするテキスト部分をハイライト表示します。

4. Add Feedback をクリックします。

5. Add Feedback フィールドにコメントを入力します。

6. (オプション) ドキュメントチームが連絡を取り問題についてお伺いできるように、ご自分の
メールアドレスを追加します。

7. Submit をクリックします。

RED HAT ドキュメントへのフィードバックの提供
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第1章 RED HAT OPENSTACK PLATFORM (RHOSP) での永続ス
トレージの概要

Red Hat OpenStack Platform では、ストレージは主に 3 つのサービスで提供されます。

Block Storage(openstack-cinder)

Object Storage(openstack-swift)

Shared File System Storage(openstack-manila)

これらのサービスは、異なる種別の永続ストレージを提供します。それぞれのストレージは、異なる
ユースケースで独自の利点があります。本ガイドでは、一般的なエンタープライズストレージ要件に対
する各ストレージの適合性について説明します。

RHOSP Dashboard またはコマンドラインクライアントのどちらかを使用して、クラウドストレージの
管理を行うことができます。どちらの方法を使用しても、ほとんどの操作を実施することができます。
ただし、一部のより高度な操作は、コマンドラインでのみ実施することができます。本ガイドでは、可
能な場合には Dashboard を使用する手順を記載しています。

注記

Red Hat OpenStack Platform の全ドキュメントスイートは Red Hat OpenStack
Platform Documentation で参照してください。

重要

本ガイドでは、crudini を使用してカスタムのサービス設定を適用する方法について説明
します。そのため、crudini パッケージを最初にインストールする必要があります。

# dnf install crudini -y

RHOSP は、一時 ストレージと 永続 ストレージの 2 種類を認識します。一時ストレージは、特定のコ
ンピュートインスタンスにのみ関連付けられるストレージです。インスタンスが終了されると、一時ス
トレージも終了します。この種別のストレージは、インスタンスのオペレーティングシステムの保存な
ど、ランタイム時の基本的要件に対応する際に役立ちます。

永続 ストレージは、実行中のインスタンスからは独立して存続 (永続) するように設計されています。
このストレージは、別のインスタンスまたは有効期間を超えた特定のインスタンスが再利用する必要の
あるデータに使用されます。RHOSP は以下の種別の永続ストレージを使用します。

ボリューム

OpenStack Block Storage サービス (openstack-cinder) により、ユーザーは ボリューム を使用し
てブロックストレージデバイスにアクセスすることができます。一時ストレージを汎用の永続スト
レージで拡張するために、インスタンスにボリュームを接続することができます。ボリュームは、
任意でインスタンスからデタッチすることも、再度接続することもできます。接続したインスタン
ス経由でないと、ボリュームにはアクセスできません。
ボリュームには、バックアップやスナップショットを使用することで冗長性と災害復旧機能も備
わっています。さらに、ボリュームを暗号化できるため、セキュリティーが強化されます。

注記
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注記

一時ストレージは絶対に使用しないように、インスタンスを設定することも可能で
す。このような場合は、Block Storage サービスによりボリュームにイメージが書き
込まれ、そのボリュームはインスタンスのブータブル root ボリュームとして利用す
ることができます。

コンテナー

OpenStack Object Storage サービス (openstack-swift) は、メディアファイル、大容量のデータ
セット、ディスクイメージなど、静的データやバイナリーオブジェクトを保存するために使用する
完全に分散されたストレージソリューションを提供します。Object Storage サービスは、コンテ
ナーを使用してこれらのオブジェクトを整理します。
ボリュームのコンテンツにはインスタンス経由でしかアクセスできませんが、コンテナーの中のオ
ブジェクトには Object Storage REST API 経由でアクセスすることができます。そのため、クラウ
ド内にあるほぼすべてのサービスが、Object Storage サービスをリポジトリーとして使用すること
ができます。

ファイル共有

OpenStack Shared File Systems サービス (openstack-manila) は、リモートにある共有可能なファ
イルシステムまたは ファイル共有 を簡単にプロビジョニングする手段を提供します。ファイル共有
により、クラウド内のプロジェクトはストレージをオープンに共有できます。また、ファイル共有
は、複数のインスタンスが同時に消費することが可能です。

各ストレージの種別は、特定のストレージ要件に対応するために設計されています。コンテナーは、幅
広いアクセスに対応できるように設計されているため、全ストレージ種別において最高レベルのスルー
プット、アクセス、フォールトトレランスが備えられています。コンテナーは主にサービスへの使用を
対象としています。

一方で、ボリュームは主にインスタンスの消費に使用されます。ボリュームは、コンテナーと同じレベ
ルのアクセスやパフォーマンスには対応しにくくなっていますが、コンテナーに比べ、機能セットが幅
広く、ネイティブのセキュリティー機能も多くなっています。この点では、ファイル共有はボリューム
とよく似ていますが、複数のインスタンスにより消費可能である点が異なります。

以下のセクションでは、具体的なストレージ基準との関連において、各ストレージ種別のアーキテク
チャーおよび機能セットについて考察します。

1.1. スケーラビリティーおよびバックエンドストレージ

一般的に、クラスターストレージソリューションは、バックエンドのスケーラビリティーが高くなって
います。Red Hat Ceph を Block Storage (cinder) のバックエンドとして使用する場合は、Ceph OSD
(Object Storage Daemon) ノードをさらに追加することで、ストレージの容量および冗長性をスケーリ
ングできます。Block Storage も Object Storage (swift) サービスも、バックエンドとして使用する Red
Hat Ceph Storage をサポートします。

Block Storage サービスは、個別のバックエンドとして複数のストレージソリューションを使用するこ
とができます。バックエンドレベルでは、バックエンドを追加してサービスを再起動することで、容量
をスケーリングすることができます。Block Storage サービスは、数多くのサポートバックエンドソ
リューションをサポートしており、その一部には追加のスケーラビリティー機能が備えられています。

デフォルトでは、Object Storage サービスは設定済みのストレージノードを使用しており、空き容量が
ある分だけ使用することができます。Object Storage サービスは、XFS および ext4 ファイルシステム
をサポートし、いずれのサービスもスケーリングして、下層にあるブロックストレージで利用可能な容
量を消費することができます。また、ストレージデバイスをストレージノードに追加して、容量をス
ケーリングすることも可能です。
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Shared File Systems (manila) サービスは、別のストレージプールからのストレージでバッキングされる
ファイル共有をプロビジョニングします。通常、サードパーティーのバックエンドサービスによって管
理されるこのプールは、ファイルシステムレベルでストレージをファイル共有に提供します。Shared
File Systems サービスは NetApp および CephFS の両方をサポートしており、事前作成済みのボリュー
ム（プロビジョニングしたファイル共有でストレージとして使用可能）のストレージプールを使用する
ように設定できます。いずれのデプロイメントにおいても、プールにボリュームを追加してスケーリン
グを行います。

1.2. ストレージへのアクセシビリティーと管理

ボリュームは、インスタンスによってのみ消費され、1 回に 1 つのインスタンスにしか接続できず、ま
たそのインスタンス内にしかマウントできません。ボリュームのスナップショットを作成して、クロー
ンを作成する際や以前の状態にボリュームをリストアする際に使用することができます (「ストレージ
の冗長性および災害復旧」を参照)。Block Storage サービスでは、新規ボリュームを作成する際にこれ
らの設定を簡単に呼び出すことができるようにボリュームの各種設定 (例: サイズおよびバックエンド)
をまとめた ボリューム種別 を作成することも可能です。これらの種別はさらに QoS スペックに関連付
けて、ユーザー向けに異なるストレージ階層を作成することができます。

ファイル共有は、ボリュームと同様にインスタンスにより消費されます。しかし、ファイル共有の場合
はインスタンス内に直接マウントすることができるので、ダッシュボードまたは CLI 経由で接続する必
要がありません。ファイル共有は、同時に複数のインスタンスによりマウントすることができます。
Shared File Systems サービスは、ファイル共有のスナップショットやクローン作成もサポートしてお
り、(ボリューム種別と同様に) 設定をまとめた 共有種別 を作成することも可能です。

コンテナー内のオブジェクトは、API 経由でアクセスすることができ、クラウド内のインスタンスや
サービスからアクセスすることができます。したがって、サービスのオブジェクトリポジトリーとして
理想的です。たとえば、Image サービス (openstack-glance) は Object Storage サービスで管理するコ
ンテナーにイメージを保存することができます。

1.3. ストレージのセキュリティー

Block Storage サービス (cinder) は、ボリュームの暗号化を使用して基本的なデータセキュリティーを
確保します。これにより、静的キーでボリューム種別を暗号化するように設定できます。このキーは設
定したボリュームの種別から作成するボリュームすべてを暗号化する際に使用されます。詳細
は、「Block Storage サービス (cinder) ボリュームの暗号化」を参照してください。

オブジェクトとコンテナーのセキュリティーは、サービスおよびノードレベルで設定されます。Object
Storage サービス (swift) は、コンテナーおよびオブジェクトに対するネイティブの暗号化を提供しま
せん。Object Storage サービスによりクラウド内のアクセス性の優先順位が付けられるため、オブジェ
クトデータの保護はクラウドのネットワークセキュリティーにのみ依存します。

Shared File Systems サービス (manila) では、インスタンスの IP アドレス、ユーザーもしくはグルー
プ、または TLS 証明書別にアクセス制限することでファイル共有のセキュリティーを確保することが
できます。さらに、一部の Shared File Systems サービスのデプロイメントは、別の共有用サーバーが
備えられているため、ファイル共有ネットワークとファイル共有間の関係を管理することができます。
共有用サーバーによっては追加のネットワークセキュリティーをサポートする、または必要とする場合
があります。たとえば、CIFS ファイル共有サーバーでは LDAP、Active Directory または Kerberos 認
証サービスのデプロイメントが必要です。

イメージの署名および検証ならびにメタデータ定義 (metadef) API の制限など、Image サービス
(glance) のセキュリティーを保護する方法についての詳細は、『Creating and Managing
Images』の「Image service」を参照してください。

1.4. ストレージの冗長性および災害復旧

Red Hat OpenStack Platform 16.2 ストレージガイド

10

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.2/html-single/creating_and_managing_images/index#ch-image-service


Block Storage サービスには、ボリュームのバックアップとリストア機能があり、ユーザーストレージ
の基本的な災害復旧を行います。バックアップで、ボリュームのコンテンツを保護することができま
す。それに加え、サービスはクローン作成以外にスナップショットもサポートしており、以前の状態に
ボリュームをリストアする際に役立ちます。

マルチバックエンドの環境では、バックエンド間でボリュームを移行することも可能です。この機能
は、メンテナンスでバックエンドをオフラインにする必要がある場合に役立ちます。バックアップは通
常、データが保護できるように、ソースのボリュームとは別のストレージバックエンドに保存されま
す。ただし、スナップショットはソースのボリュームに依存するため、この方法を用いることはできま
せん。

Block Storage サービスは、整合性グループ の作成もサポートしており、ボリュームをグループ化して
同時にスナップショットの作成ができます。これにより、複数のボリューム間のデータの整合性レベル
を向上することができます。詳しくは、「Block Storage サービス (cinder) の整合性グループ」を参照
してください。

Object Storage サービスには、ビルトインのバックアップ機能はありません。したがって、すべての
バックアップはファイルシステムまたはノードレベルで行う必要があります。ただし、このサービスに
はより強力な冗長機能とフォールトトレランスが備えられており、Object Storage サービスの最も基本
的なデプロイメントでさえ、複数回オブジェクトを複製します。dm-multipath などのフェイルオー
バー機能を使用して、冗長性を強化することができます。

Shared File Systems サービスには、ファイル共有向けのバックアップ機能は組み込まれていませんが、
スナップショットを作成してクローンを作成したり、リストアしたりすることができます。
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第2章 BLOCK STORAGE サービス (CINDER) の設定
Block Storage サービス (cinder) は、全ボリュームの管理タスク、セキュリティー、スケジューリン
グ、全体を管理します。コンピュートインスタンス用の永続ストレージとしては、ボリュームが主に使
用されます。

ボリュームのバックアップについての詳しい情報は、『Block Storage Backup Guide』を参照してく
ださい。

重要

Block Storage サービス (cinder) およびファイバーチャネル (FC) バックエンドを使用す
るすべてのデプロイメントにおいて、すべてのコントローラーノードおよびコンピュー
トノードにホストバスアダプター (HBA) をインストールする必要があります。

2.1. BLOCK STORAGE サービスのバックエンド

Red Hat OpenStack Platform は、OpenStack Platform director を使用してデプロイされます。director
を使用することで、Block Storage サービス (拡張でバックエンドも含む) など、各サービスが正しく設
定されるようにします。director には、複数のバックエンド設定が統合されています。

Red Hat OpenStack Platform は、Block Storage (cinder) バックエンドとして Red Hat Ceph Storage
および NFS をサポートします。デフォルトでは、Block Storage サービスは、ボリュームのリポジト
リーとして LVM バックエンドを使用します。このバックエンドはテスト環境に適しますが、LVM は実
稼働環境ではサポートされません。

OpenStack で Ceph をデプロイメントする方法は、『Deploying an Overcloud with Containerized
Red Hat Ceph』を参照してください。

オーバークラウドで NFS ストレージを設定する方法は、『オーバークラウドの高度 なカスタマイズ』
の「NFS ストレージの設定」を参照してください。

Block Storage サービスをサポート対象のサードパーティー製ストレージアプライアンスを使用するよ
うに設定することも可能です。director には、さまざまなバックエンドソリューションを簡単にデプロ
イするために必要なコンポーネントが含まれています。

サポートされるバックエンドアプライアンスおよびドライバーの完全な一覧は、「 Component, Plug-
In, and Driver Support in Red Hat OpenStack Platform 」を参照してください。すべてのサードパー
ティーのバックエンドアプライアンスおよびドライバーには、追加のデプロイメントガイドがありま
す。適切なデプロイメントガイドを確認し、バックエンドアプライアンスまたはドライバーにプラグイ
ンが必要かどうかを判断します。サードパーティーのストレージアプライアンスプラグインのデプロイ
に関する詳細は、『オーバークラウドの高度 なカスタマイズ』 の「ベンダープラグイン のデプロイ」
を参照してください。

2.2. 高可用性のためのアクティブ/アクティブ構成の BLOCK STORAGE

アクティブ/パッシブモードでは、Block Storage サービスがハイパーコンバージドデプロイメントで失
敗した場合、ノードのフェンシングは望ましくありません。これは、ノードのフェンシングがトリガー
となり、不要なストレージのリバランスが行われる場合があるためです。Pacemaker は制御サイトに存
在しますが、エッジサイトは Pacemaker をデプロイしません。その代わりに、エッジサイトは、高可
用性ハイパーコンバージドデプロイメントをサポートするために、アクティブ/アクティブ設定の Block
Storage サービスをデプロイします。

アクティブ/アクティブのデプロイメントでは、利用可能なすべてのノードに負荷をバランスさせるこ
とにより、スケーリング機能およびパフォーマンスが向上し、応答時間が短縮されます。アクティブ/
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アクティブ設定の Block Storage サービスをデプロイすると高可用性環境が構築され、ネットワークの
部分的な障害や単一または複数ノードでのハードウェア異常が発生している間に管理レイヤーが維持さ
れます。アクティブ/アクティブのデプロイメントにより、クラスターはノードに障害が発生している
間 Block Storage サービスの提供を続けることができます。

ただし、アクティブ/アクティブのデプロイメントでは、ワークフローが自動的に再開することはあり
ません。サービスが停止すると、障害が発生したノードで実行中の個々の操作も、障害が発生している
間は実施に失敗します。この場合は、サービスが停止していることを確認し、インフライトの操作に提
供されていたリソースのクリーンアップを開始します。

2.2.1. アクティブ/アクティブ構成の Block Storage の有効化

cinder-volume-active-active.yaml ファイルを使用すると、アクティブ/アクティブ設定で Block
Storage サービスをデプロイすることができます。このファイルにより、director は Pacemaker 以外の
cinder-volume heat テンプレートを使用し、etcd サービスを分散ロックマネージャー (DLM) としてデ
プロイメントに追加するようになります。

cinder-volume-active-active.yaml ファイルの CinderVolumeCluster パラメーターに値を割り当て
て、アクティブ/アクティブ設定のクラスターの名前も定義します。CinderVolumeCluster は、Block
Storage のグローバルパラメーターです。したがって、同じデプロイメントにクラスター化した (アク
ティブ/アクティブ) バックエンドとクラスター化していないバックエンドを含めることはできません。

重要

現在、アクティブ/アクティブ設定の Block Storage は、Ceph RADOS Block Device
(RBD) バックエンドでのみ機能します。複数のバックエンドを使用する場合、すべての
バックエンドがアクティブ/アクティブ設定をサポートする必要があります。アクティ
ブ/アクティブ設定をサポートしないバックエンドがデプロイメントに含まれている場合
には、そのバックエンドをストレージに使用することはできません。アクティブ/アク
ティブのデプロイメントでは、アクティブ/アクティブ設定をサポートしないバックエン
ドにデータを保存した場合、データ損失の危険性があります。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

手順

アクティブ/アクティブ設定の Block Storage サービスのボリュームを有効にするには、オーバークラウ
ドのデプロイメントに以下の環境ファイルを追加します。

-e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/cinder-volume-active-active.yaml

2.2.2. アクティブ/アクティブ Block Storage 構成のメンテナンスコマンド

API バージョン 3.17 以降を使用している場合、アクティブ/アクティブ設定のデプロイ後に、さまざま
なコマンドを使用して環境と対話することができます。

ユーザーのアクション コマンド
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クラスター名、ホスト、ゾーン、ステータス、状
態、無効にした理由、およびバックエンドの状態な
どの情報を含む、サービスの一覧を表示する。

注記: Ceph バックエンド用に director によりデプロ
イされた場合、デフォルトのクラスター名は 
tripleo@tripleo_ceph になります。

cinder service-list

個別サービスではなく、クラスター全体についての
詳細および概要情報を表示する。

cinder cluster-list

注記: このコマンドには、cinder API のマイクロバー
ジョン 3.7 以降が必要です。

特定クラスターについての詳細情報を表示する。 cinder cluster-show <cluster_name>

注記: このコマンドには、cinder API のマイクロバー
ジョン 3.7 以降が必要です。

無効にしたサービスを有効にする。 cinder cluster-enable <cluster_name>

注記: このコマンドには、cinder API のマイクロバー
ジョン 3.7 以降が必要です。

クラスター化したサービスを無効にする。 cinder cluster-disable <cluster_name>

注記: このコマンドには、cinder API のマイクロバー
ジョン 3.7 以降が必要です。

2.2.3. ボリュームの管理と管理解除

管理解除および管理のメカニズムにより、バージョン X を使用するあるサービスからバージョン X+1 を
使用する別のサービスに、ボリュームを容易に移行することができます。このプロセス中、どちらの
サービスも稼働を続けます。

API バージョン 3.17 以降では、Block Storage クラスター内の管理に使用できるボリュームおよびス
ナップショットの一覧を確認することができます。これらの一覧を表示するには、cinder 
manageable-list または cinder snapshot-manageable-list で --cluster 引数を使用します。

API バージョン 3.16 以降では、cinder manage コマンドにもオプションの --cluster 引数を指定できる
ので、以前に管理解除したボリュームを Block Storage クラスターに追加することができます。

2.2.4. クラスター化したサービスでのボリュームの移行

API バージョン 3.16 以降を使用すると、cinder migrate および cinder-manage コマンドに --cluster
引数を指定して、アクティブ/アクティブデプロイメントのデプロイ先を定義することができます。

Block Storage クラスター化サービスのボリュームを移行する場合、オプションの --cluster 引数を渡
し、位置に関する host 引数を省略します。これは、引数が互いに排他的であるためです。

2.2.5. Block Storage サービスのメンテナンスの開始

すべての Block Storage ボリュームサービスは、起動時に独自のメンテナンスを実行します。複数のボ
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すべての Block Storage ボリュームサービスは、起動時に独自のメンテナンスを実行します。複数のボ
リュームサービスがクラスターにグループ化されている環境では、現在実行されていないサービスをク
リーンアップすることができます。

コマンド work-cleanup により、サーバーのクリーンアップがトリガーされます。このコマンドは以下
の出力を返します。

コマンドでクリーンアップすることのできるサービスの一覧

現在クラスター内で実行されていないため、コマンドでクリーンアップすることのできない
サービスの一覧

注記

work-cleanup コマンドは、API バージョン 3.24 以降を実行しているサーバーでのみ機
能します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

手順

1. 以下のコマンドを実行して、クラスターのすべてのサービスが実行中かどうかを確認します。

$ cinder cluster-list --detailed

あるいは、cluster show コマンドを実行します。

2. いずれかのサービスが実行されていない場合は、以下のコマンドを実行してそのサービスを特
定します。

$ cinder service-list

3. 以下のコマンドを実行してサーバーのクリーンアップを開始します。

$ cinder work-cleanup [--cluster <cluster-name>] [--host <hostname>] [--binary <binary>] [--
is-up <True|true|False|false>] [--disabled <True|true|False|false>] [--resource-id <resource-
id>] [--resource-type <Volume|Snapshot>]

注記

--cluster、--host、--binary 等のフィルターで、コマンドでクリーンアップする
対象を定義します。特定のリソースを含め、クラスター名、ホスト名、サービス
の種別、およびリソースの種別で絞り込むことができます。フィルターを適用し
ない場合、コマンドはクリーンアップ可能なすべてを対象に処理を試みます。

クラスター名で絞り込む例を以下に示します。

$ cinder work-cleanup --cluster tripleo@tripleo_ceph

2.3. ボリューム種別によるボリューム設定のグループ化
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Red Hat OpenStack Platform では、ボリューム種別を作成することができ、関連する設定をボリュー
ム種別に適用することができます。ボリュームの作成時に設定を適用することができます。「Block
Storage ボリュームの作成」を参照してください。ボリュームの作成後に設定を適用することもできま
す。「Block Storage のボリューム種別の変更」を参照してください。ボリューム種別に適用すること
ができる関連設定の一部を、一覧にして以下に示します。

ボリュームの暗号化。詳細は、「CLI を使用した Block Storage サービスボリューム暗号化の設
定」を参照してください。

ボリュームが使用するバックエンド。詳しい情報は、「ボリュームを作成するバックエンドの
指定」および「CLI を使用したバックエンド間でのボリュームの移行」を参照してください。

Quality-of-Service (QoS) スペック

設定は、「追加スペック」と呼ばれるキーと値のペアを使用してボリューム種別に関連付けられます。
ボリュームの作成時にボリューム種別を指定する際には、Block Storage のスケジューラーがこれらの
キーと値のペアを設定として適用します。また、複数のキーと値のペアを同じボリューム種別に関連付
けることができます。

ボリューム種別は、異なるユーザーにストレージ階層を使用できるようにする機能をします。特定のパ
フォーマンス、耐障害性、およびその他の設定をキーと値のペアとしてボリューム種別に関連付けるこ
とにより、階層固有の設定を異なるボリューム種別にマッピングすることができます。マッピングされ
た階層固有の設定は、ボリュームの作成時に対応するボリューム種別を指定することによって適用が可
能です。

2.3.1. バックエンドドライバー機能の一覧表示

利用可能な追加スペックやサポートされている追加スペックは、バックエンドのドライバーにより異な
ります。有効な追加スペックの一覧については、ボリュームドライバーのマニュアルを参照してくださ
い。

または、Block Storage ホストに直接クエリーを送信して、そのドライバーがサポートしている、明確
に定義された標準の追加スペックを確認することができます。まず、コマンドラインから Block
Storage サービスをホストするノードにログインします。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

手順

# cinder service-list

このコマンドは、各 Block Storage サービス (cinder-backup、cinder-scheduler、および cinder-
volume) のホストが含まれる一覧を返します。以下に例を示します。

+------------------+---------------------------+------+---------
|      Binary      |            Host           | Zone |  Status ...
+------------------+---------------------------+------+---------
|  cinder-backup   |   localhost.localdomain   | nova | enabled ...
| cinder-scheduler |   localhost.localdomain   | nova | enabled ...
|  cinder-volume   | *localhost.localdomain@lvm* | nova | enabled ...
+------------------+---------------------------+------+---------

Block Storage サービスのドライバーの機能を表示するには (これによりサポートされる追加スペックを
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Block Storage サービスのドライバーの機能を表示するには (これによりサポートされる追加スペックを
判断)、以下のコマンドを実行します。

# cinder get-capabilities _VOLSVCHOST_

VOLSVCHOST は cinder-volume のホストの完全な名前に置き換えます。以下に例を示します。

# cinder get-capabilities localhost.localdomain@lvm
    +---------------------+-----------------------------------------+
    |     Volume stats    |                        Value            |
    +---------------------+-----------------------------------------+
    |     description     |                         None            |
    |     display_name    |                         None            |
    |    driver_version   |                        3.0.0            |
    |      namespace      | OS::Storage::Capabilities::localhost.loc...
    |      pool_name      |                         None            |
    |   storage_protocol  |                        iSCSI            |
    |     vendor_name     |                     Open Source         |
    |      visibility     |                         None            |
    | volume_backend_name |                         lvm             |
    +---------------------+-----------------------------------------+
    +--------------------+------------------------------------------+
    | Backend properties |                        Value             |
    +--------------------+------------------------------------------+
    |    compression     |      {u'type': u'boolean', u'description'...
    |        qos         |              {u'type': u'boolean', u'des ...
    |    replication     |      {u'type': u'boolean', u'description'...
    | thin_provisioning  | {u'type': u'boolean', u'description': u'S...
    +--------------------+------------------------------------------+

Backend properties のコラムには設定可能な追加スペックキーの一覧が、Value のコラムには、
Backend properties に対する有効な値が表示されます。

注記

利用可能な追加スペックやサポートされている追加スペックは、バックエンドのドライ
バーにより異なります。有効な追加スペックの一覧については、ボリュームドライバー
のマニュアルを参照してください。

または、Block Storage ホストに直接クエリーを送信して、そのドライバーがサポートしている、明確
に定義された標準の追加スペックを確認することができます。まず、コマンドラインから Block
Storage サービスをホストするノードにログインします。次に、以下のコマンドを実行します。

# cinder service-list

このコマンドは、各 Block Storage サービス (cinder-backup、cinder-scheduler、および cinder-
volume) のホストが含まれる一覧を返します。以下に例を示します。

+------------------+---------------------------+------+---------
|      Binary      |            Host           | Zone |  Status ...
+------------------+---------------------------+------+---------
|  cinder-backup   |   localhost.localdomain   | nova | enabled ...
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| cinder-scheduler |   localhost.localdomain   | nova | enabled ...
|  cinder-volume   | *localhost.localdomain@lvm* | nova | enabled ...
+------------------+---------------------------+------+---------

Block Storage サービスのドライバーの機能を表示するには (これによりサポートされる追加スペックを
判断)、以下のコマンドを実行します。

# cinder get-capabilities _VOLSVCHOST_

VOLSVCHOST は cinder-volume のホストの完全な名前に置き換えます。以下に例を示します。

# cinder get-capabilities localhost.localdomain@lvm
    +---------------------+-----------------------------------------+
    |     Volume stats    |                        Value            |
    +---------------------+-----------------------------------------+
    |     description     |                         None            |
    |     display_name    |                         None            |
    |    driver_version   |                        3.0.0            |
    |      namespace      | OS::Storage::Capabilities::localhost.loc...
    |      pool_name      |                         None            |
    |   storage_protocol  |                        iSCSI            |
    |     vendor_name     |                     Open Source         |
    |      visibility     |                         None            |
    | volume_backend_name |                         lvm             |
    +---------------------+-----------------------------------------+
    +--------------------+------------------------------------------+
    | Backend properties |                        Value             |
    +--------------------+------------------------------------------+
    |    compression     |      {u'type': u'boolean', u'description'...
    |        qos         |              {u'type': u'boolean', u'des ...
    |    replication     |      {u'type': u'boolean', u'description'...
    | thin_provisioning  | {u'type': u'boolean', u'description': u'S...
    +--------------------+------------------------------------------+

Backend properties のコラムには設定可能な追加スペックキーの一覧が、Value のコラムには、
Backend properties に対する有効な値が表示されます。

2.3.2. ボリューム種別の作成および設定

関連する設定をボリューム種別に適用できるように、ボリューム種別を作成します。ボリューム種別
は、異なるユーザーにストレージ階層を使用できるようにする機能をします。特定のパフォーマンス、
耐障害性、およびその他の設定をキーと値のペアとしてボリューム種別に関連付けることにより、階層
固有の設定を異なるボリューム種別にマッピングすることができます。マッピングされた階層固有の設
定は、ボリュームの作成時に対応するボリューム種別を指定することによって適用が可能です。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、『director のインストール と使用方法』
の「CLI ツールを使用した基本的なオーバークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しい情報
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Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しい情報
は、『Director Installation and Usage』の「Overcloud deployment output」を参照してくだ
さい。

手順

1. Dashboard に管理ユーザーとしてログインして 管理 > ボリューム > ボリューム種別 を選択しま
す。

2. ボリューム種別の作成 をクリックします。

3. 名前 フィールドにボリューム種別の名前を入力します。

4. ボリューム種別の作成 をクリックします。ボリューム種別 の表に新しい種別が表示されます。

5. ボリューム種別の 追加スペックの表示 のアクションを選択します。

6. 作成 をクリックして キー と 値 を指定します。キーと値のペアは有効である必要があります。
有効でない場合には、ボリュームの作成時にそのボリューム種別を指定するとエラーが発生し
てしまいます。

7. 作成 をクリックします。関連付けられた設定 (キー/値のペア) が 追加スペック の表に表示され
ます。

デフォルトでは、OpenStack の全プロジェクトがすべてのボリューム種別にアクセス可能です。アクセ
スが制限されたボリューム種別を作成する必要がある場合は、CLI から作成する必要があります。その
方法は、「プライベートボリューム種別の作成および設定」を参照してください。

注記

QoS スペックをボリューム種別に関連付けることも可能です。詳細は、「Quality-of-
Service 仕様とボリューム種別の関連付け」を参照してください。

2.3.3. ボリューム種別の編集

Dashboard でボリューム種別を編集して、ボリューム種別の 追加スペック 設定を変更します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard に管理ユーザーとしてログインして 管理 > ボリューム > ボリューム種別 を選択しま
す。

2. ボリューム種別 の表で、ボリューム種別の 追加スペックの表示 のアクションを選択します。

3. このページの 追加スペック の表では、以下のような操作を行うことができます。
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ボリューム種別への新規設定の追加。そのためには、作成 をクリックして、ボリューム種
別に関連付ける新規設定のキー/値ペアを指定します。

ボリューム種別に関連付けられている既存の設定の編集。そのためには、設定の 編集 アク
ションを選択します。

ボリューム種別に関連付けられている既存の設定の削除。そのためには、追加スペックの
チェックボックスを選択して、表示中のダイアログ画面と次の画面で 追加スペックの削除
をクリックします。

ボリューム種別を削除するには、ボリューム種別 の表でそのボリューム種別のチェックボックスを選択
して ボリューム種別の削除 をクリックします。

2.3.4. プライベートボリューム種別の作成および設定

デフォルトでは、全プロジェクトですべてのボリューム種別を使用することができます。アクセスが制
限されたボリューム種別を作成するには、ボリューム種別を プライベート に指定します。そのために
は、ボリューム種別の is-public フラグを false に設定します。

プライベートのボリューム種別は、特定の属性を持つボリュームへのアクセスを制限するのに役立ちま
す。これは通常は、特定のプロジェクトのみが使用可能とする必要のある設定です。たとえば、テスト
中の新規バックエンドや超ハイパフォーマンスの設定などが例としてあげられます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、『director のインストール と使用方法』
の「CLI ツールを使用した基本的なオーバークラウド の作成」を参照してください。

手順

$ cinder type-create --is-public false  <TYPE-NAME>

デフォルトでは、プライベートのボリューム種別には作成者のみがアクセスできます。ただし、管理
ユーザーは、以下のコマンドを使用してプライベートボリューム種別を特定/表示することができま
す。

$ cinder type-list --all

このコマンドは、パブリックとプライベートの両方のボリューム種別を一覧表示します。一覧には、各
ボリューム種別の名前と ID も表示されます。ボリューム種別にアクセスするには、そのボリューム種
別の ID が必要となります。

プライベートのボリューム種別へのアクセスは、プロジェクトレベルで許可されます。プロジェクトが
プライベートのボリューム種別にアクセスできるようにするには、以下のコマンドを実行します。

$ cinder  type-access-add --volume-type <TYPE-ID> --project-id <TENANT-ID>

プライベートのボリューム種別にアクセス可能なプロジェクトを確認するには、以下のコマンドを実行
します。

$ cinder  type-access-list --volume-type <TYPE-ID>
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プライベートのボリューム種別のアクセスリストからプロジェクトを削除するには、以下のコマンドを
実行します。

$ cinder  type-access-remove --volume-type <TYPE-ID> --project-id <TENANT-ID>

注記

プライベートのボリューム種別へのアクセスは、デフォルトでは管理権限のあるユー
ザーのみが作成、表示、設定することが可能です。

2.4. BLOCK STORAGE サービス (CINDER) の内部プロジェクトの作成およ
び設定

Block Storage 機能の一部 (例: Image-Volume キャッシュ) では、内部テナント の設定を必要としま
す。Block Storage サービスは、このテナント/プロジェクトを使用して、通常のユーザーに公開する必
要のないブロックストレージアイテムを管理します。このようなアイテムの例として、ボリュームの頻
繁なクローン作成のためにキャッシュされたイメージや、移行中のボリュームの一時コピーなどが挙げ
られます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、『director のインストール と使用方法』
の「CLI ツールを使用した基本的なオーバークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. 内部プロジェクトを設定するには、まず cinder-internal という名前の一般プロジェクトとユー
ザーを作成します。そのためには、コントローラーノードにログインして以下のコマンドを実
行します。

# openstack project create --enable --description "Block Storage Internal Project" cinder-internal
    +-------------+----------------------------------+
    |   Property  |              Value               |
    +-------------+----------------------------------+
    | description |  Block Storage Internal Tenant   |
    |   enabled   |               True               |
    |      id     | cb91e1fe446a45628bb2b139d7dccaef |
    |     name    |         cinder-internal          |
    +-------------+----------------------------------+
# openstack user create --project cinder-internal cinder-internal
    +----------+----------------------------------+
    | Property |              Value               |
    +----------+----------------------------------+
    |  email   |               None               |
    | enabled  |               True               |
    |    id    | 84e9672c64f041d6bfa7a930f558d946 |
    |   name   |         cinder-internal          |
    |project_id| cb91e1fe446a45628bb2b139d7dccaef |
    | username |         cinder-internal          |
    +----------+----------------------------------+
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1

2

新たな設定オプションを追加する手順により、内部プロジェクトが作成されます。「image-volume
キャッシュの設定」を参照してください。

2.5. IMAGE-VOLUME キャッシュの設定

Block Storage サービスには、任意の Image-Volume キャッシュ が含まれており、イメージからボ
リュームを作成する際にこのキャッシュを使用できます。このキャッシュは、頻繁に使用するイメージ
からボリュームを作成する際の時間を短縮するように設計されています。イメージからボリュームを作
成する方法は、「Block Storage ボリュームの作成」を参照してください。

Image-Volume のキャッシュを有効化すると、ボリュームの初回作成時にベースとなったイメージのコ
ピーが保存されます。この保存されたイメージは、Block Storage バックエンドのローカルにキャッ
シュされ、次回このイメージを使用してボリュームを作成する際のパフォーマンス向上に役立ちます。
Image-Volume キャッシュは、サイズ (GB)、イメージ数、または両方を指定して上限を設定すること
ができます。

Image-Volume キャッシュは、複数のバックエンドでサポートされます。サードパーティーのバックエ
ンドを使用する場合は、Image-Volume キャッシュサポートに関する情報については、サードパー
ティーのドキュメントを参照してください。

注記

Image-Volume キャッシュでは、内部テナント を Block Storage サービスに設定する必
要があります。その方法は、「Block Storage サービス (cinder) の内部プロジェクトの作
成および設定」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

手順

バックエンド (BACKEND) で Image-Volume キャッシュを有効にして設定するには、アンダークラウ
ドの環境ファイルの ExtraConfig セクションに値を追加します。以下は例になります。

parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    cinder::config::cinder_config:
      DEFAULT/cinder_internal_tenant_project_id:
        value: TENANTID
      DEFAULT/cinder_internal_tenant_user_id:
        value: USERID
      BACKEND/image_volume_cache_enabled: 1
        value: True
      BACKEND/image_volume_cache_max_size_gb:
        value: MAXSIZE 2
      BACKEND/image_volume_cache_max_count:
        value: MAXNUMBER 3

BACKEND は、ターゲットのバックエンドの名前に置き換えてください (具体的には、その
volume_backend_name の値)。

デフォルトでは、Image-Volume キャッシュサイズはバックエンドによってのみ制限されま
す。MAXSIZE を GB 単位の数値に変更します。
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3 MAXNUMBER を使用して、イメージの最大値を設定することもできます。

Block Storage サービスのデータベースは、タイムスタンプを使用して、キャッシュされた各イメージ
の最終使用日時をトラッキングします。MAXSIZE と MAXNUMBER のいずれか一方または両方が設定
されている場合は、Block Storage サービスは必要に応じてキャッシュされたイメージを削除し、新た
にイメージをキャッシュするためのスペースを解放します。Image-Volume キャッシュが上限に達する
と、最も古いタイムスタンプが付いたキャッシュイメージが最初に削除されます。

/home/stack/templates/ に環境ファイルを作成したら、stack ユーザーとしてログインして、以下のコ
マンドを実行して設定をデプロイします。

$ openstack overcloud deploy --templates \
-e /home/stack/templates/<ENV_FILE>.yaml

ここで、ENV_FILE.yaml は、前のステップで ExtraConfig 設定を追加したファイルの名前です。

重要

オーバークラウドの作成時に追加の環境ファイルを渡した場合には、予定外の変更が
オーバークラウドに加えられないように、ここで -e オプションを使用して環境ファイル
を再度渡します。

openstack overcloud deploy コマンドについての詳細は、Director Installation and Usage の
Deployment command を参照してください。

2.6. BLOCK STORAGE サービス (CINDER) の QUALITY-OF-SERVICE

複数のパフォーマンス設定を単一の Quality-of-Service の仕様 (QoS スペック) にマッピングすること
ができます。これにより、ユーザータイプ別のパフォーマンス階層を提供することができます。

パフォーマンス設定はキーと値のペアとして QoS スペックにマッピングされます。これは、ボリュー
ムの設定がボリューム種別に関連付けられる方法と似ています。ただし、QoS スペックの場合は以下の
面でボリューム種別の場合とは異なります。

QoS スペックは、ディスクの読み取り/書き込み操作を制限するなどのパフォーマンス設定を
適用するのに使用されます。利用可能かつサポートされているパフォーマンス設定はストレー
ジドライバーによって異なります。
バックエンドがサポートしている QoS スペックを確認するには、そのバックエンドデバイスの
ボリュームドライバーのマニュアルを参照してください。

QoS スペックとは異なり、ボリューム種別はボリュームに直接適用されます。QoS スペック
は、ボリューム種別に関連付けられます。また、ボリュームの作成時にボリューム種別を指定
すると、そのボリューム種別に関連付けられた QoS スペックにマッピングされたパフォーマン
ス設定も適用されます。

ボリュームの基本 QoS 値を使用して、ボリュームごとにボリュームのパフォーマンス制限を定義する
ことができます。Block Storage サービスでは、以下のオプションがサポートされます。

read_iops_sec

write_iops_sec

total_iops_sec

第2章 BLOCK STORAGE サービス (CINDER) の設定

23

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.2/html-single/director_installation_and_usage/index#deployment-command


read_bytes_sec

write_bytes_sec

total_bytes_sec

read_iops_sec_max

write_iops_sec_max

total_iops_sec_max

read_bytes_sec_max

write_bytes_sec_max

total_bytes_sec_max

size_iops_sec

2.6.1. Quality-of-Service 仕様の作成および設定

管理者は、「QoS スペック」の表で QoS スペックの作成および設定を行うことができます。同じ QoS
スペックには、複数のキー/値のペアを関連付けることができます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard に管理ユーザーとしてログインして 管理 > ボリューム > ボリューム種別 を選択しま
す。

2. QoS スペック の表で QoS スペックの作成 をクリックします。

3. QoS スペック の名前を入力します。

4. 使用者 フィールドで、QoS ポリシーを適用する対象を指定します。

表2.1 使用者の種別

種別 説明

back-end QoS ポリシーが Block Storage バックエンドに適用されます。

front-end QoS ポリシーが Compute に適用されます。

Red Hat OpenStack Platform 16.2 ストレージガイド

24

https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.2/html-single/director_installation_and_usage/index#assembly_installing-director-on-the-undercloud
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.2/html-single/director_installation_and_usage/index#assembly_configuring-a-basic-overcloud
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openstack_platform/16.2/html-single/director_installation_and_usage/index#overcloud-deployment-output-basic


both QoS ポリシーが Block Storage と Compute の両方に適用されます。

種別 説明

5. 作成 をクリックします。新規 QoS スペックが QoS スペック の表に表示されるはずです。

6. QoS スペック の表で、新規スペックの スペックの管理 アクションを選択します。

7. 作成 をクリックして キー と 値 を指定します。キーと値のペアは有効である必要があります。
有効でない場合には、ボリュームの作成時に、この QoS スペックに関連付けられたボリューム
種別を指定するとエラーが発生してしまいます。
たとえば、読み取りの IOPS 上限を 500 に設定するには、以下のキー/値のペアを使用します。

read_iops_sec=500

8. Create をクリックします。関連付けられた設定 (キー/値のペア) が キーと値のペア の表に表
示されます。

2.6.2. 容量ベースの Quality-of-Service 上限の設定

ボリュームの種別を使用して、容量ベースの Quality-of-Service (QoS) 上限をボリュームに実装するこ
とができます。これにより、プロビジョニングされるボリュームのサイズに基づいて、確定的な IOPS
スループットを設定することができます。このように設定すると、ストレージリソースがユーザーにプ
ロビジョニングされる方法が簡素化され、プロビジョニングされるボリュームのサイズに基づいて、事
前に決定された (最終的には高度に予測可能な) スループット速度が提供されます。

特に、Block Storage サービスでは、実際にプロビジョニングされるサイズに基づいてボリュームに割
り当てる IOPS を設定することができます。このスループットは、以下の QoS キーを使用して、1 GB
あたりの IOPS で設定されます。

read_iops_sec_per_gb
write_iops_sec_per_gb
total_iops_sec_per_gb

これらのキーにより、プロビジョニングされるボリュームのサイズに応じてスケーリングするための読
み取り、書き込み、IOPS 合計を設定することができます。たとえば、ボリューム種別に 
read_iops_sec_per_gb=500 を指定した場合には、プロビジョニングされる 3 GB のボリュームには、
読み取り IOPS が 1500 に自動設定されます。

容量ベースの QoS 上限はボリューム種別ごとに設定され、通常の QoS スペックと同様に構成されま
す。また、これらの上限は配下の Block Storage サービスにより直接サポートされており、特定のドラ
イバーに依存しません。

ボリューム種別に関する詳しい情報は、「ボリューム種別によるボリューム設定のグループ化」およ
び「ボリューム種別の作成および設定」を参照してください。QoS スペックの設定方法について
は、「Block Storage サービス (cinder) の Quality-of-Service」を参照してください。
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警告

容量ベースの QoS 上限を使用して、接続済みのボリュームにボリューム種別を適
用した場合 (またはボリューム種別を変更した場合) には、上限は適用されません。
この上限は、そのボリュームをインスタンスから接続解除した後にのみ適用されま
す。

ボリューム種別の変更に関する情報は、「Block Storage のボリューム種別の変更」を参照してくださ
い。

2.6.3. Quality-of-Service 仕様とボリューム種別の関連付け

管理者は、ボリューム種別 の表で QoS スペックを既存のボリューム種別に関連付ける事ができます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard に管理者としてログインして 管理 > ボリューム > ボリューム種別 を選択します。

2. ボリューム種別 の表で、その種別の QoS スペックの関連付けの管理 のアクションを選択しま
す。

3. 関連付ける QoS スペック のリストから QoS スペックを選択します。既存のボリューム種別か
ら QoS 仕様の関連付けを解除するには、None を選択します。

4. 割り当て をクリックします。選択した QoS スペックが、編集したボリューム種別の QoS ス
ペックの関連付け のコラムに表示されるようになります。

2.7. BLOCK STORAGE サービス (CINDER) ボリュームの暗号化

ボリュームの暗号化は、ボリュームのバックエンドのセキュリティーを侵害されたり、完全に盗難され
たりした場合に、基本的なデータ保護を提供します。Compute および Block Storage サービスを両方統
合して、インスタンスがアクセスを読み込み、暗号化されたボリュームを使用できるようにします。ボ
リュームの暗号化を活用するには、Barbican をデプロイする必要があります。

重要


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重要

ボリュームの暗号化は、ファイルベースのボリューム (例: NFS) ではサポートさ
れていません。

暗号化されていないボリュームを同じサイズの暗号化されたボリュームに種別変
更する操作はサポートされません。暗号化したボリュームには、暗号化データを
格納するための追加領域が必要なためです。暗号化されていないボリュームを暗
号化する方法は、「暗号化されて いないボリュームの暗号 化」を参照してくだ
さい。

ボリュームの暗号化は、ボリューム種別を使用して適用されます。暗号化されたボリューム種別に関す
る情報は、「CLI を使用した Block Storage サービスボリューム暗号化の設定」を参照してください。

2.7.1. Dashboard を使用した Block Storage サービスボリューム暗号化の設定

暗号化されたボリュームを作成するには、まず 暗号化されたボリューム種別 が必要です。ボリューム
種別を暗号化するには、使用すべきプロバイダークラス、暗号、キーサイズを設定する必要がありま
す。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』 の
「Installing director」を 参照してください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳しい情報は、『director のインストール と使用
方法』 の「CLI ツールを使用した基本的なオーバークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しい情報
は、『Director Installation and Usage』の「Overcloud deployment output」を参照してくだ
さい。

手順

1. Dashboard に管理ユーザーとしてログインして 管理 > ボリューム > ボリューム種別 を選択しま
す。

2. 暗号化するボリューム種別の アクション コラムで 暗号化設定の作成 を選択して、ボリューム
種別の暗号化設定の作成 ウィザードを開きます。

3. このウィザードで、ボリューム種別の暗号化の プロバイダー、制御場所、暗号、および キーサ
イズ を設定します。説明 のコラムで各設定について説明されています。

重要

プロバイダー、暗号、および キーサイズ のオプションとしてサポートされる
は、以下に示す値だけです。

a. プロバイダー に luks と入力します。

b. 暗号 に aes-xts-plain64 と入力します。

c. キーサイズ に 256 と入力します。

4. ボリューム種別の暗号化設定の作成 をクリックします。
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ボリューム種別の暗号化設定が完了したら、その設定を使用して、暗号化されたボリュームを自動的に
作成することができます。ボリューム種別の作成に関する詳しい情報は、「ボリューム種別の作成およ
び設定」を参照してください。具体的には、ボリュームの作成 ウィンドウの 種別 のドロップダウンか
ら暗号化されたボリューム種別を選択します。

CLI を使用して暗号化されたボリューム種別を設定するには、「CLI を使用した Block Storage サービ
スボリューム暗号化の設定」を参照してください。

暗号化されたボリューム種別の暗号化設定を再構成することも可能です。

1. ボリューム種別の アクション コラムから 暗号化設定の更新 を選択して、ボリューム種別の暗
号化設定の更新 ウィザードを開きます。

2. ボリュームが暗号化されているかどうかを判断するには、プロジェクト > コンピュート > ボ
リューム にある ボリューム テーブルの 暗号化 コラムを確認します。

3. ボリュームが暗号化されている場合には、暗号化のコラムの はい をクリックすると暗号化設定
が表示されます。

2.7.2. CLI を使用した Block Storage サービスボリューム暗号化の設定

暗号化されたボリュームを作成するには、まず 暗号化されたボリューム種別 が必要です。ボリューム
種別を暗号化するには、使用すべきプロバイダークラス、暗号、キーサイズを設定する必要がありま
す。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. ボリューム種別を作成します。

$ cinder type-create encrypt-type

2. 暗号、キーサイズ、制御場所、およびプロバイダー設定を定義します。

$ cinder encryption-type-create --cipher aes-xts-plain64 --key-size 256 --control-location 
front-end encrypt-type luks

3. 暗号化されたボリュームを作成します。

$ cinder --debug create 1 --volume-type encrypt-type --name DemoEncVol

詳しい情報は、『Manage secrets with the OpenStack Key Manager』を参照してください。

2.7.3. ボリュームイメージ暗号化キーの自動削除

Block Storage サービス (cinder) が暗号化されたボリュームを Image サービス (glance) にアップロード
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Block Storage サービス (cinder) が暗号化されたボリュームを Image サービス (glance) にアップロード
する際に、Key Management サービス (barbican) に暗号鍵を作成します。これにより、暗号鍵と保存さ
れるイメージに 1 対 1 の関係が形成されます。

暗号鍵を削除することで、Key Management サービスがリソースを無制限に消費するのを防ぐことがで
きます。Block Storage サービス、Key Management サービス、および Image サービスは、暗号化され
たボリュームの鍵を自動的に管理します。これには、鍵の削除が含まれます。

Block Storage サービスは、自動的に 2 つの属性をボリュームイメージに追加します。

cinder_encryption_key_id: Key Management サービスが特定のイメージ用に保存する暗号鍵
の識別子

cinder_encryption_key_deletion_policy: Image サービスはこのポリシーにしたがって、この
イメージに関連付けられた鍵を削除するかどうかを Key Management サービスに指示します。

重要

これらの属性の値は、自動的に割り当てられます。意図しないデータ損失を避けるた
め、これらの値を調整しないでください。

ボリュームイメージを作成すると、Block Storage サービスは 
cinder_encryption_key_deletion_policy 属性を on_image_deletion に設定しま
す。cinder_encryption_key_deletion_policy が on_image_deletion に設定されている場合、ボ
リュームイメージを削除すると、Image サービスは対応する暗号鍵を削除します。

重要

Red Hat では、cinder_encryption_key_id または 
cinder_encryption_key_deletion_policy 属性を手動で操作することを推奨しませ
ん。cinder_encryption_key_id の値で識別される暗号鍵を他の目的で使用すると、デー
タが失われる危険性があります。

2.8. BLOCK STORAGE ボリュームのバックエンド用のアベイラビリティー
ゾーンのデプロイ

アベイラビリティーゾーンは、クラウドインスタンスおよびサービスをグループ化するためのプロバイ
ダー固有の方法です。director は CinderXXXAvailabilityZone パラメーターを使用して、Block
Storage ボリュームのバックエンドごとに異なるアベイラビリティーゾーンを設定します (XXX は特定
のバックエンドに対応する値です)。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

手順

1. 以下のパラメーターを環境ファイルに追加して、2 つのアベイラビリティーゾーンを作成しま
す。

parameter_defaults:
 CinderXXXAvailabilityZone: zone1
 CinderYYYAvailabilityZone: zone2
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以下に示す例のように、XXX および YYY を、サポートされるバックエンドの値に置き換えま
す。

CinderISCSIAvailabilityZone
CinderNfsAvailabilityZone
CinderRbdAvailabilityZone

注記

/usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/deployment/cinder/ ディレクト
リーでバックエンドに関連付けられた heat テンプレートを検索し、正しいバッ
クエンドの値を確認します。

2 つのバックエンドをデプロイする例を以下に示します。ここでは、rbd がゾーン 1 で iSCSI
がゾーン 2 です。

parameter_defaults:
 CinderRbdAvailabilityZone: zone1
 CinderISCSIAvailabilityZone: zone2

2. 更新された環境ファイルを追加して、オーバークラウドをデプロイします。

2.9. BLOCK STORAGE サービス (CINDER) の整合性グループ

Block Storage (cinder) サービスを使用して、整合性グループを設定して複数のボリュームを単一のエ
ンティティーとしてグループ化することができます。つまり、複数のボリュームに対して個別に操作を
実行するのではなく、同時に複数のボリュームに対して操作を実行することができます。整合性グルー
プを使用して、複数ボリュームのスナップショットを同時に作成することができます。また、これらの
ボリュームを同時にリストアまたはクローン作成することも可能です。

1 つのボリュームを複数の整合性グループのメンバーにすることができます。ただし、ボリュームを整
合性グループに追加した後に、そのボリュームを削除、種別変更、移行することはできません。

2.9.1. Block Storage サービスの整合性グループの設定

デフォルトでは、整合性グループの API は Block Storage のセキュリティーポリシーにより無効にされ
ています。この機能を使用するには、ここで有効にする必要があります。Block StorageAPI サービスを
ホストするノードの /etc/cinder/policy.json ファイルの関連する整合性グループエントリ openstack-
cinder-api にデフォルト設定がリストされています。

"consistencygroup:create" : "group:nobody",
"consistencygroup:delete": "group:nobody",
"consistencygroup:update": "group:nobody",
"consistencygroup:get": "group:nobody",
"consistencygroup:get_all": "group:nobody",
"consistencygroup:create_cgsnapshot" : "group:nobody",
"consistencygroup:delete_cgsnapshot": "group:nobody",
"consistencygroup:get_cgsnapshot": "group:nobody",
"consistencygroup:get_all_cgsnapshots": "group:nobody",

環境ファイルでこれらの設定を変更してから、openstack overcloud deploy コマンドを使用してオー
バークラウドにデプロイする必要があります。JSON ファイルを直接編集しないでください。次回オー
バークラウドがデプロイされる際に変更が上書きされてしまうためです。
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前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

手順

1. 環境ファイルを編集し、parameter_defaults セクションに新しいエントリを追加します。これ
により、openstack overcloud deploy コマンドを使用して環境が再デプロイされるたびに、
エントリーがコンテナーで更新され保持されるようになります。

2. CinderApiPolicies を使用して環境ファイルに新規セクションを追加し、整合性グループの設
定を定義します。JSON ファイルのデフォルト設定を持つ同等の parameter_defaults セク
ションは、次のように表示されます。

parameter_defaults:
  CinderApiPolicies: { \
     cinder-consistencygroup_create: { key: 'consistencygroup:create', value: 'group:nobody' }, 
\
     cinder-consistencygroup_delete: { key: 'consistencygroup:delete', value: 'group:nobody' },  
\
     cinder-consistencygroup_update: { key: 'consistencygroup:update', value: 'group:nobody' 
}, \
     cinder-consistencygroup_get: { key: 'consistencygroup:get', value: 'group:nobody' }, \
     cinder-consistencygroup_get_all: { key: 'consistencygroup:get_all', value: 'group:nobody' }, 
\
     cinder-consistencygroup_create_cgsnapshot: { key: 
'consistencygroup:create_cgsnapshot', value: 'group:nobody' }, \
     cinder-consistencygroup_delete_cgsnapshot: { key: 
'consistencygroup:delete_cgsnapshot', value: 'group:nobody' }, \
     cinder-consistencygroup_get_cgsnapshot: { key: 'consistencygroup:get_cgsnapshot', 
value: 'group:nobody' }, \
     cinder-consistencygroup_get_all_cgsnapshots: { key: 
'consistencygroup:get_all_cgsnapshots', value: 'group:nobody' }, \
 }

3. 値 'group:nobody' は、この機能を使用できるグループがないことを決定するため、効果的に
無効になります。これを有効にするには、グループを別の値に変更します。

4. セキュリティーを強化するためには、整合性グループの API とボリューム種別管理の API の両
方に、同じアクセス権限を設定します。デフォルトでは、ボリューム種別管理の API は (同じ 
/etc/cinder/policy.json_ file) で"rule:admin_or_owner" に設定されています。

"volume_extension:types_manage": "rule:admin_or_owner",

5. 整合性グループの機能をすべてのユーザーが利用できるようにするには、API ポリシーのエン
トリーを設定して、ユーザーが専用の整合性グループを作成、使用、および管理できるように
します。そのためには、rule:admin_or_owner を使用します。

CinderApiPolicies: { \
     cinder-consistencygroup_create: { key: 'consistencygroup:create', value: 
'rule:admin_or_owner' }, \
     cinder-consistencygroup_delete: { key: 'consistencygroup:delete', value: 
'rule:admin_or_owner' },  \
     cinder-consistencygroup_update: { key: 'consistencygroup:update', value: 
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'rule:admin_or_owner' }, \
     cinder-consistencygroup_get: { key: 'consistencygroup:get', value: 'rule:admin_or_owner' 
}, \
     cinder-consistencygroup_get_all: { key: 'consistencygroup:get_all', value: 
'rule:admin_or_owner' }, \
     cinder-consistencygroup_create_cgsnapshot: { key: 
'consistencygroup:create_cgsnapshot', value: 'rule:admin_or_owner' }, \
     cinder-consistencygroup_delete_cgsnapshot: { key: 
'consistencygroup:delete_cgsnapshot', value: 'rule:admin_or_owner' }, \
     cinder-consistencygroup_get_cgsnapshot: { key: 'consistencygroup:get_cgsnapshot', 
value: 'rule:admin_or_owner' }, \
     cinder-consistencygroup_get_all_cgsnapshots: { key: 
'consistencygroup:get_all_cgsnapshots', value: 'rule:admin_or_owner’ }, \
 }

6. /home/stack/templates/ に環境ファイルを作成したら、スタックユーザーとしてログインし、
構成をデプロイします。

$ openstack overcloud deploy --templates \
-e /home/stack/templates/<ENV_FILE>.yaml

<ENV_FILE.yaml> を、追加した ExtraConfig 設定のファイル名に置き換えます。

重要

オーバークラウドの作成時に追加の環境ファイルを渡した場合には、予定外の変
更がオーバークラウドに加えられないように、ここで -e オプションを使用して
環境ファイルを再度渡します。

openstack overcloud deploy コマンドについての詳しい情報は、『Director Installation and
Usage』の「Deployment command」を参照してください。

2.9.2. Dashboard を使用した Block Storage 整合性グループの作成

整合性グループの API を有効にしたら、整合性グループの作成を開始することができます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で管理者ユーザーとして プロジェクト > コンピュート > ボリューム > ボリュームの
整合性グループ を選択します。

2. 整合性グループの作成 をクリックします。

3. ウィザードの 整合性グループの情報 タブで、整合性グループの名前と説明を入力します。次に
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3. ウィザードの 整合性グループの情報 タブで、整合性グループの名前と説明を入力します。次に
アベイラビリティーゾーン を指定します。

4. 整合性グループにボリューム種別を追加することもできます。整合性グループにボリュームを
作成する際には、Block Storage サービスにより、これらのボリューム種別から互換性のある設
定が適用されます。ボリューム種別を追加するには、利用可能な全ボリューム種別 一覧から追
加するボリューム種別の + ボタンをクリックします。

5. 整合性グループの作成 をクリックします。次回、作成した整合性グループが ボリュームの整合
性グループ テーブルに表示されます。

2.9.3. Dashboard を使用した Block Storage サービスの整合性グループの管理

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard を使用して、Block Storage ボリュームの整合性グ
ループを管理します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『 Director Installation and Usage 』の
「 Installing director on the undercloud  」を参照してください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、『director のインストール と使用方法』
の「CLI ツールを使用した基本的なオーバークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しい情報
は、『Director Installation and Usage』の「Overcloud deployment output」を参照してくだ
さい。

手順

1. (オプション) アクション コラムから 整合性グループの編集 を選択して、整合性グループの名
前または説明を変更することができます。

2. 整合性グループから直接にボリュームを追加または削除するには、Dashboard で管理者ユー
ザーとして プロジェクト > コンピュート > ボリューム > ボリュームの整合性グループ を選択し
ます。

3. 設定する整合性グループを特定します。その整合性グループの アクション コラムで、ボリュー
ムの管理 を選択します。これにより、整合性グループボリュームの追加/削除 ウィザードが起
動します。

a. 整合性グループにボリュームを追加するには、利用可能な全ボリューム 一覧から追加する
ボリュームの + ボタンをクリックします。

b. 整合性グループからボリュームを削除するには、選択済みのボリューム 一覧から削除する
ボリュームの - ボタンをクリックします。

4. 整合性グループの編集 をクリックします。

2.9.4. Block Storage サービス用の整合性グループのスナップショットの作成および管
理

整合性グループにボリュームを追加したら、そこからスナップショットを作成することができます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
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アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

手順

1. openstack-cinder-api をホストするノードのコマンドラインから admin ユーザーとしてログ
インし、次のように入力します。

# export OS_VOLUME_API_VERSION=2

これにより、openstack-cinder-api のバージョン 2 を使用するようにクライアントが構成され
ます。

2. 利用可能な整合性グループおよびその ID をすべて表示します。

# cinder consisgroup-list

3. 整合性グループを使用してスナップショットを作成します。

# cinder cgsnapshot-create --name <CGSNAPNAME> --description "<DESCRIPTION>" 
<CGNAMEID>

以下を置き換えます。

<CGSNAPNAME> とスナップショットの名前 (オプション)。

スナップショットの説明を含む <DESCRIPTION> (オプション)。

<CGNAMEID> と整合性グループの名前または ID。

4. 利用可能な整合性グループのスナップショットの全一覧を表示します。

# cinder cgsnapshot-list

2.9.5. Block Storage サービスの整合性グループのクローン作成

整合性グループを使用して、事前に設定されたボリューム群を一括で同時に作成することもできます。
この操作は、既存の整合性グループをクローンするか、整合性グループのスナップショットをリストア
することによって実行できます。いずれのプロセスも同じコマンドを使用します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. 既存の整合性グループのクローンを作成するには、以下のコマンドを実行します。

# cinder consisgroup-create-from-src --source-cg <CGNAMEID> --name <CGNAME> --
description "<DESCRIPTION>"
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以下を置き換えます。

<CGNAMEID> は、複製する整合性グループの名前または ID です。

<CGNAME> は、整合性グループの名前です (オプション)。

<DESCRIPTION> は、整合性グループの説明です (オプション)。

2. 整合性グループのスナップショットから整合性グループを作成するには、以下のコマンドを実
行します。

# cinder consisgroup-create-from-src --cgsnapshot <CGSNAPNAME> --name <CGNAME> -
-description "<DESCRIPTION>

<CGSNAPNAME> は、整合性グループの作成に使用するスナップショットの名前または ID に
置き換えてください。

2.10. ボリュームを作成するバックエンドの指定

複数の Block Storage (cinder) バックエンドが設定された場合には、必ず、バックエンドごとにボ
リューム種別も作成する必要があります。その種別を使用して、作成したボリュームに、どのバックエ
ンドを使用するかを指定することができます。ボリューム種別の詳しい情報は、「ボリューム種別によ
るボリューム設定のグループ化」を参照してください。

ボリュームの作成時にバックエンドを指定するには、種別 の一覧から適切なボリューム種別を選択しま
す (「Block Storage ボリュームの作成」を参照)。

ボリュームの作成時にバックエンドを指定しない場合には、Block Storage サービスにより自動的に選
択されます。デフォルトでは、このサービスは、最も空き容量の多いバックエンドを選択します。ま
た、Block Storage サービスが利用可能な全バックエンドから無作為に選択するように設定することも
可能です。詳細は、「複数バックエンドへのボリュームの割り当て」を参照してください。

2.11. オーバークラウドノードでの LVM2 フィルターの有効化

特定のBlockStorage Service (cinder) バックエンドでLVM2 (Logical Volume Management) ボリューム
を使用する場合、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) ゲスト内で作成したボリュームが、cinder-
volume または nova-compute をホストするオーバークラウドノードに表示される場合があります。こ
の場合、ホスト上の LVM2 ツールは、OpenStack ゲストが作成する LVM2 ボリュームをスキャンしま
す。これにより、コンピュートノードまたはコントローラノードで次の問題が 1 つ以上発生する可能性
があります。

LVM がゲストからのボリュームグループを表示するように見える

LVM が重複するボリュームグループ名を報告する

LVM がストレージにアクセスしているため、ボリュームの切り離しが失敗する

LVM の問題が原因でゲストがブートに失敗する

ゲストマシン上の LVM は、実際に存在するディスクが見つからないため、部分的な状態にある

LVM を持つデバイスで Block Storage サービス (cinder) のアクションが失敗する

Block Storage サービス (cinder) のスナップショットが正しく削除されない

ライブマイグレーション中のエラー: /etc/multipath.conf が存在しない
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この誤ったスキャンを防ぎ、ゲスト LVM2 ボリュームをホストノードから分離するために、オーバーク
ラウドのデプロイまたは更新時にLVMFilterEnabled heat パラメーターを使用してフィルターを有効に
し、設定できます。このフィルターは、アクティブな LVM2 ボリュームをホストする物理デバイスの一
覧から計算されます。LVMFilterAllowlist および LVMFilterDenylist パラメーターを使用して、ブロッ
クデバイスを明示的に許可および拒否することもできます。このフィルタリングは、グローバルに、特
定のノードロールに、または特定のデバイスに適用できます。

注記

この機能は、本リリースでは テクノロジープレビュー として提供しているため、Red
Hat では全面的にはサポートしていません。これは、テスト用途にのみご利用いただく
機能で、実稼働環境にデプロイすべきではありません。テクノロジープレビュー機能に
ついての詳しい情報は、「対象範囲の詳細」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、「Installing the undercloud」を参照して
ください。

手順

1. アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。

2. source コマンドでアンダークラウドの認証情報ファイルを読み込みます。

$ source ~/stackrc

3. 新しい環境ファイルを作成するか、既存の環境ファイルを変更します。この例では、新しい
ファイル lvm2-filtering.yaml を作成します。

$ touch ~/lvm2-filtering.yaml

4. 環境ファイルに以下のパラメーターを追加します。

parameter_defaults:
  LVMFilterEnabled: true

LVM2 フィルターの実装はさらにカスタマイズできます。たとえば、コンピュートノードでの
みフィルタリングを有効にするには、次の設定を使用します。

parameter_defaults:
  ComputeParameters:
    LVMFilterEnabled: true

これらのパラメーターは、正規表現もサポートしています。計算ノードでのみフィルタリング
を有効にし、/dev/sdで始まるすべてのデバイスを無視するには、次の設定を使用します。

parameter_defaults:
  ComputeParameters:
    LVMFilterEnabled: true
    LVMFilterDenylist:
      - /dev/sd.*

5. openstack overcloud deploy コマンドを実行し、LVM2フィルタリング構成を含む環境ファイ
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5. openstack overcloud deploy コマンドを実行し、LVM2フィルタリング構成を含む環境ファイ
ルと、オーバークラウドデプロイメントに関連するその他の環境ファイルを含めます。

$ openstack overcloud deploy --templates \
<environment-files> \
-e lvm2-filtering.yaml

2.12. マルチパス設定

マルチパスを使用してサーバーノードおよびストレージアレイ間の複数の I/O パスを単一のデバイスに
設定することで、冗長性が得られると共にパフォーマンスが向上します。マルチパスは、新規および既
存のオーバークラウドデプロイメントに設定することができます。

2.12.1. 新規デプロイメントでのマルチパス設定

新規オーバークラウドデプロイメントでマルチパスを設定するには、以下の手順を実施します。

既存のオーバークラウドデプロイメントでマルチパスを設定する方法は、「既存デプロイメントでのマ
ルチパス設定」を参照してください。
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前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。オーバークラウドのコントローラーノードおよび
コンピュートノードは、Red Hat Enterprise Linux Server のリポジトリーにアクセスできる必要
があります。詳しくは、『Director Installation and Usage』の「Downloading the base cloud
image」を参照してください。

手順

1. オーバークラウドを設定します。

注記

詳細は、『 director のインストールと 使用方法』 の「CLI ツールを使用した基
本的なオーバークラウド の設定」を参照してください。

2. heat テンプレートを更新してマルチパスを有効にします。

parameter_defaults:
  NovaLibvirtVolumeUseMultipath:  true
  NovaComputeOptVolumes:
    - /etc/multipath.conf:/etc/multipath.conf:ro
    - /etc/multipath/:/etc/multipath/:rw
  CinderVolumeOptVolumes:
    - /etc/multipath.conf:/etc/multipath.conf:ro
    - /etc/multipath/:/etc/multipath/:rw

3. (オプション) Block Storage (cinder) を Image サービス (glance) のバックエンドとして使用す
る場合には、以下の手順も完了する必要があります。

a. 次のGlanceApiOptVolumes 構成をヒートテンプレートに追加します。

parameter_defaults:
  GlanceApiOptVolumes:
    - /etc/multipath.conf:/etc/multipath.conf:ro
    - /etc/multipath/:/etc/multipath/:rw

b. 次の方法でControllerExtraConfig パラメーターを設定します。

parameter_defaults:
  ControllerExtraConfig:
    glance::config::api_config:
      default_backend/cinder_use_multipath:
        value: true

注記

default_backend とGlanceBackendID ヒートテンプレートのデフォルト値
の両方が一致していることを確認してください。

4. 設定したすべてのバックエンドについて、use_multipath_for_image_xfer を trueに設定しま
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4. 設定したすべてのバックエンドについて、use_multipath_for_image_xfer を trueに設定しま
す。

parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    cinder::config::cinder_config:
      <backend>/use_multipath_for_image_xfer:
        value: true

5. オーバークラウドをデプロイします。

$ openstack overcloud deploy

注記

オーバークラウドパラメーターを使用してオーバークラウドを作成する方法
は、『Director Installation and Usage』の「Creating the Overcloud with the
CLI Tools」を参照してください。

6. コンテナーを実行する前に、すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードにマル
チパスをインストールします。

$ sudo dnf install -y device-mapper-multipath

注記

director にはフックのセットが用意されており、初回のブートが完了してコア設
定が開始する前に、特定ノードロールのカスタム設定を行うことができます。
オーバークラウドのカスタム設定についての詳しい情報は、『Advanced
Overcloud Customization』の「Pre-Configuration: Customizing Specific
Overcloud Roles」を参照してください。

7. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードでマルチパスデーモンを設定しま
す。

$ mpathconf --enable --with_multipathd y --user_friendly_names n --find_multipaths y

注記

このコード例により、ほとんどの環境で機能する基本的なマルチパス設定が作成
されます。ただし、一部のストレージベンダーはハードウェア固有の最適化した
設定を使用しているので、ベンダーに推奨事項を問い合わせてください。マルチ
パスについての詳細は、『Device Mapper Multipath の設定』を参照してくださ
い。

8. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードで以下のコマンドを実行して、パー
ティションが作成されないようにします。

$ sed -i "s/^defaults {/defaults {\n\tskip_kpartx yes/" /etc/multipath.conf

注記
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注記

skip_kpartx を yes に設定すると、コンピュートノード上の kpartx がデバイス
上に自動的にパーティションを作成しなくなり、不要なデバイスマッパーエント
リーを避けることができます。設定属性の詳細は、『Device Mapper Multipath
の設定』の「DM Multipath 設定ファイルの編集」を参照してください。

9. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードでマルチパスデーモンを起動しま
す。

$ systemctl enable --now multipathd

2.12.2. 既存デプロイメントでのマルチパス設定

ワークロードがマルチパス機能を使用できるように、既存のデプロイメントでマルチパスを設定しま
す。

注記

既存のデプロイメントでマルチパスを設定した後に作成する新しいワークロードは、デ
フォルトでマルチパスに対応しています。既存のワークロードがある場合は、これらの
インスタンスでマルチパスを有効にするには、インスタンスを退避して復元する必要が
あります。

新規オーバークラウドデプロイメントでマルチパスを設定する方法は、「新規デプロイメントでのマル
チパス設定」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。オーバークラウドのコントローラーノードおよび
コンピュートノードは、Red Hat Enterprise Linux Server のリポジトリーにアクセスできる必要
があります。詳しくは、『Director Installation and Usage』の「Downloading the base cloud
image」を参照してください。

手順

1. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードにマルチパスがインストールされて
いることを確認します。

$ rpm -qa | grep device-mapper-multipath

device-mapper-multipath-0.4.9-127.el8.x86_64
device-mapper-multipath-libs-0.4.9-127.el8.x86_64

マルチパスがインストールされていない場合は、すべてのコントローラーノードおよびコン
ピュートノードにインストールします。

$ sudo dnf install -y device-mapper-multipath

2. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードでマルチパスデーモンを設定しま
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2. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードでマルチパスデーモンを設定しま
す。

$ mpathconf --enable --with_multipathd y --user_friendly_names n --find_multipaths y

注記

このコード例により、ほとんどの環境で機能する基本的なマルチパス設定が作成
されます。ただし、一部のストレージベンダーはハードウェア固有の最適化した
設定を使用しているので、ベンダーに推奨事項を問い合わせてください。マルチ
パスについての詳細は、『Device Mapper Multipath の設定』を参照してくださ
い。

3. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードで以下のコマンドを実行して、パー
ティションが作成されないようにします。

$ sed -i "s/^defaults {/defaults {\n\tskip_kpartx yes/" /etc/multipath.conf

注記

skip_kpartx を yes に設定すると、コンピュートノード上の kpartx がデバイス
上に自動的にパーティションを作成しなくなり、不要なデバイスマッパーエント
リーを避けることができます。設定属性の詳細は、『Configuring device mapper
multipath』を参照してください。

4. すべてのコントローラーノードおよびコンピュートノードでマルチパスデーモンを起動しま
す。

$ systemctl enable --now multipathd

5. heat テンプレートを更新してマルチパスを有効にします。

parameter_defaults:
  NovaLibvirtVolumeUseMultipath:  true
  NovaComputeOptVolumes:
    - /etc/multipath.conf:/etc/multipath.conf:ro
    - /etc/multipath/:/etc/multipath/:rw
  CinderVolumeOptVolumes:
    - /etc/multipath.conf:/etc/multipath.conf:ro
    - /etc/multipath/:/etc/multipath/:rw

6. (オプション) Block Storage (cinder) を Image サービス (glance) のバックエンドとして使用す
る場合には、以下の手順も完了する必要があります。

a. 次のGlanceApiOptVolumes 構成をヒートテンプレートに追加します。

parameter_defaults:
  GlanceApiOptVolumes:
    - /etc/multipath.conf:/etc/multipath.conf:ro
    - /etc/multipath/:/etc/multipath/:rw

b. 次の方法でControllerExtraConfig パラメーターを設定します。
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parameter_defaults:
  ControllerExtraConfig:
    glance::config::api_config:
      default_backend/cinder_use_multipath:
        value: true

注記

default_backend とGlanceBackendID ヒートテンプレートのデフォルト値
の両方が一致していることを確認してください。

7. 設定したすべてのバックエンドについて、use_multipath_for_image_xfer を trueに設定しま
す。

parameter_defaults:
  ExtraConfig:
    cinder::config::cinder_config:
      <backend>/use_multipath_for_image_xfer:
        value: true

8. 以下のコマンドを実行してオーバークラウドを更新します。

$ openstack overcloud deploy

注記

openstack overcloud deploy コマンドを実行してマルチパスをインストールお
よび設定する場合、--templates、--roles-file、-e (すべての環境ファイル用)、
および --timeout など、オーバークラウドのデプロイに使用した以前のロール
ファイルおよび環境ファイルをすべて渡す必要があります。以前のロールファイ
ルおよび環境ファイルをすべて渡さないと、オーバークラウドのデプロイメント
で問題が発生する可能性があります。オーバークラウドパラメーターの使用につ
いての詳細は、『Director Installation and Usage』の「Creating the Overcloud
with the CLI Tools」を参照してください。

9. (オプション) マルチパス機能を使用するデプロイメントのインスタンスに既存のワークロード
がある場合は、これらのインスタンスを退避および復元する必要があります。

$ nova shelve <instance>
$ nova unshelve <instance>

<instance> を、退避および破棄するインスタンスの ID に置き換えます。

注記

インスタンスを再起動すると、マルチパスが有効になりません。インスタン
スを退避して復元する必要があります。

2.12.3. マルチパス設定の確認

以下の手順で、新規または既存のオーバークラウドデプロイメントのマルチパス設定を確認する方法を
説明します。
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前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. 仮想マシンを作成します。

2. 暗号化されていないボリュームを仮想マシンに割り当てます。

3. インスタンスが含まれるコンピュートノードの名前を取得します。

$ nova show INSTANCE | grep OS-EXT-SRV-ATTR:host

INSTANCE をブートした仮想マシンの名前に置き換えます。

4. インスタンスの virsh 名を取得します。

$ nova show INSTANCE | grep instance_name

INSTANCE をブートした仮想マシンの名前に置き換えます。

5. コンピュートノードの IP アドレスを取得します。

$ . stackrc
$ nova list | grep compute_name

compute_name を nova show INSTANCE コマンドの出力に表示される名前に置き換えます。

6. 仮想マシンを実行するコンピュートノードに SSH 接続します。

$ ssh heat-admin@COMPUTE_NODE_IP

COMPUTE_NODE_IP をコンピュートノードの IP アドレスに置き換えます。

7. virsh を実行するコンテナーにログインします。

$ podman exec -it nova_libvirt /bin/bash

8. コンピュートノードインスタンスで以下のコマンドを入力し、cinder ボリュームホストの場所
でマルチパスが使用されていることを確認します。

virsh domblklist VIRSH_INSTANCE_NAME | grep /dev/dm

VIRSH_INSTANCE_NAME を nova show INSTANCE | grep instance_name コマンドの出力
に置き換えます。

インスタンスに /dev/dm- 以外の値が表示されている場合、接続は非マルチパスであるた
め、nova shelve および nova unshelve コマンドを使用して接続情報を更新する必要がありま
す。
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$ nova shelve <instance>
$ nova unshelve <instance>

注記

複数の種別のバックエンドがある場合には、すべてのバックエンド上のインスタ
ンスおよびボリュームを検証する必要があります。これは、各バックエンドが返
す接続情報が異なる可能性があるためです。
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第3章 BLOCK STORAGE サービス (CINDER) を使用した基本的な
操作の実行

オーバークラウド内のコンピュートインスタンスのプライマリー永続ストレージとして Block Storage
ボリュームを作成して設定します。ボリュームを作成し、ボリュームをインスタンスにアタッチし、ボ
リュームの編集およびサイズ変更を行い、ボリュームの所有権を変更します。

3.1. BLOCK STORAGE ボリュームの作成

ボリュームを作成して、オーバークラウドの Compute サービス (nova) を使用して起動するインスタン
スの永続ストレージを提供します。

重要

デフォルトでは、1 つのプロジェクトで作成可能な最大のボリューム数は 10 です。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. ボリュームの作成 をクリックして、以下のフィールドを編集します。

フィールド 説明

ボリューム名 ボリュームの名前

説明 ボリュームの簡単な説明 (オプション)

型 オプションのボリューム種別 (「ボリューム種別によるボリューム設定
のグループ化」を参照）

複数の Block Storage バックエンドがある場合には、このフィールドを
使用して特定のバックエンドを選択します。「ボリュームを作成する
バックエンドの指定」を参照してください。

容量 (GB) ボリュームの容量 (ギガバイト単位)暗号化されていないイメージから
暗号化されたボリュームを作成する場合は、暗号化データがボリュー
ムデータを切り捨てないように、ボリュームのサイズがイメージサイ
ズより大きいようにする必要があります。
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アベイラビリティーゾー
ン

アベイラビリティーゾーン (論理サーバーグループ) は、ホストアグリ
ゲートと併せて、OpenStack 内のリソースを分離する一般的な方法で
す。アベイラビリティーゾーンは、インストール中に定義されます。
アベイラビリティーゾーンとホストアグリゲートについての詳しい説
明は、『 インスタンス作成のための Compute サービスの設定』の「
ホストアグリゲートの作成および管理 」を参照し てください。

フィールド 説明

3. ボリュームソース を指定します。

ソース 説明

ソースの指定なし (空のボリューム) ボリュームは空で、ファイルシステムやパー
ティションテーブルは含まれません。

スナップショット 既存のスナップショットをボリュームソースと
して使用します。このオプションを選択する
と、スナップショットをソースとして使用する
の一覧が新たに表示され、スナップショットを
選択できるようになります。暗号化されたボ
リュームのスナップショットから新規ボリュー
ムを作成する場合は、新規ボリュームが古いボ
リュームより 1 GB 以上大きいようにする必要が
あります。ボリュームのスナップショットにつ
いての詳しい情報は、「ボリュームスナップ
ショットの作成、使用、削除」を参照してくだ
さい。

Image 既存のイメージをボリュームソースとして使用
します。このオプションを選択すると、スナッ
プショットをソースとして使用する の一覧が新
たに表示され、イメージを選択できるようにな
ります。

ボリューム 既存のボリュームをボリュームソースとして使
用します。このオプションを選択すると、ス
ナップショットをソースとして使用する の一覧
が新たに表示され、ボリュームを選択できるよ
うになります。

4. ボリュームの作成 をクリックします。ボリュームが作成されると、ボリューム の表に名前が表
示されます。

後ほどボリュームの種別を変更することも可能です。詳細は、「Block Storage のボリューム種別の変
更」を参照してください。

3.2. ボリュームの名前と説明の編集

Dashboard (horizon) でボリューム名および説明を編集します。

前提条件
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前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. 対象のボリュームの ボリュームの編集 ボタンをクリックします。

3. 必要に応じて、ボリュームの名前または説明を編集します。

4. ボリュームの編集 をクリックして、変更を保存します。

注記

暗号化ボリュームを作成するには、最初にボリュームの暗号化専用に設定されたボ
リューム種別を使用する必要があります。また、Compute サービスと Block Storage
サービスの両方で、同じ静的キーを使用するように設定しておく必要があります。ボ
リュームの暗号化に必要な設定の方法についての説明は、「Block Storage サービス
(cinder) ボリュームの暗号化」を参照してください。

3.3. BLOCK STORAGE サービスボリュームのサイズ変更 (拡張)

ボリュームのサイズを変更して、ボリュームのストレージ容量を増やします。

注記

使用中のボリュームのサイズを変更する機能はサポートされていますが、ドライバーに
依存します。RBD がサポートされています。使用中のマルチ接続ボリュームを拡張する
ことはできません。この機能のサポートについての詳細は、Red Hat のサポートにお問
い合わせください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

手順

1. ボリュームを一覧表示し、拡張するボリュームの ID を取得します。

$ cinder list

2. ボリュームのサイズを変更するには、以下のコマンドを実行して正しい API マイクロバージョ
ンを指定し、ボリューム ID および新しいサイズ (現在のサイズより大きい値) をパラメーター
として渡します。
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$ OS_VOLUME_API_VERSION=<API microversion>
$ cinder extend <volume ID> <size>

<API microversion>、<volume ID>、および <size> を適切な値に置き換えます。以下の例を目安
にしてください。

$ OS_VOLUME_API_VERSION=3.42
$ cinder extend 573e024d-5235-49ce-8332-be1576d323f8 10

3.4. BLOCK STORAGE サービスボリュームの削除

Dashboard を使用して、不要になったボリュームを削除します。

注記

スナップショットが存在する場合には、ボリュームは削除できません。スナップショッ
トの削除手順については、「ボリュームスナップショットの作成、使用、削除」を参照
してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. ボリューム の表で、削除するボリュームを選択します。

3. ボリュームの削除 をクリックします。

3.5. 複数バックエンドへのボリュームの割り当て

Block Storage サービスが複数のバックエンドを使用するように設定されている場合には、設定済みの
ボリューム種別を使用して、ボリュームの作成先を指定することができます。詳しくは、「ボリューム
を作成するバックエンドの指定」を参照してください。

ボリュームの作成時にバックエンドを指定していない場合には、Block Storage サービスにより、自動
的に選択されます。Block Storage は、最初に定義したバックエンドをデフォルトとして設定します。
このバックエンドは、容量がなくなるまで使用されます。容量がなくなった時点で、Block Storage は
2 番目に定義されたバックエンドをデフォルトに設定し、その容量がなくなるとさらに次のバックエン
ドがデフォルトに設定されるようになっています。

このメカニズムが必要な条件を満たさない場合には、フィルタースケジューラーを使用して、Block
Storage がバックエンドを選択する方法を制御することができます。このスケジューラーは、以下の例
に示したような異なるフィルターを使用して適切なバックエンドをトリアージすることができます。
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1

AvailabilityZoneFilter

要求されたボリュームのアベイラビリティーゾーン要件を満たさないバックエンドを除外します。

CapacityFilter

ボリュームを収容するのに十分な容量のあるバックエンドのみを選択します。

CapabilitiesFilter

ボリュームで指定した設定に対応可能なバックエンドのみを選択します。

InstanceLocality

クラスターが、同じノードに対してローカルのボリュームを使用するように設定します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しくは、『Director Installation and Usage』を参
照してください。

手順

1. 以下のパラメーターが含まれる環境ファイルをデプロイメントコマンドに追加します。

parameter_defaults:
  ControllerExtraConfig: # 1
    cinder::config::cinder_config:
      DEFAULT/scheduler_default_filters:
        value: 'AvailabilityZoneFilter,CapacityFilter,CapabilitiesFilter,InstanceLocality'

ControllerExtraConfig: フックとそのネストされているセクションを、既存の環境ファイルの 
parameter_defaults: セクションに追加することもできます。

3.6. インスタンスへのボリュームの接続

インスタンスでは永続ストレージにボリュームを使用することができます。ボリュームは、1 度に 1 つ
のインスタンスにしか接続できません。インスタンスに関する詳細は、『Creating and Managing
Images』の「Image service」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. 接続の編集 アクションを選択します。ボリュームがインスタンスに接続されていない場合に
は、インスタンスへの接続 のドロップダウンリストが表示されます。
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3. インスタンスへの接続 の一覧から、ボリュームの接続先となるインスタンスを選択します。

4. ボリュームの接続 をクリックします。

3.7. インスタンスからのボリュームの切断

インスタンスでは永続ストレージにボリュームを使用することができます。ボリュームは、1 度に 1 つ
のインスタンスにしか接続できません。インスタンスに関する詳細は、『Creating and Managing
Images』の「Image service」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. 対象のボリュームの 接続の管理 アクションを選択します。ボリュームがインスタンスに接続さ
れている場合には、そのインスタンスの名前が 接続状況 の表に表示されます。

3. 表示中のダイアログ画面と次の画面で ボリュームの切断 をクリックします。

3.8. 読み取り専用ボリュームの設定

データが誤って上書きまたは削除されないように、ボリュームを読み取り専用に指定することができま
す。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

ボリュームを読み取り専用に設定します。

# cinder readonly-mode-update <VOLUME-ID> true

読み取り専用ボリュームを読み取り/読み書きに戻します。

# cinder readonly-mode-update <VOLUME-ID> false
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3.9. CLI を使用したボリューム所有者の変更

ボリュームの所有者を変更するには、ボリュームの譲渡を行います。ボリュームの譲渡は、ボリューム
の所有者が開始し、ボリュームの新しい所有者が譲渡を承認すると、そのボリュームの所有権の変更が
完了します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. コマンドラインから、ボリュームの現在の所有者としてログインします。

2. 利用可能なボリュームを一覧表示します。

# cinder list

3. 以下のコマンドを実行して、ボリュームの譲渡を開始します。

# cinder transfer-create VOLUME

VOLUME は譲渡するボリュームの名前または ID に置き換えます。以下に例を示します。

  +------------+--------------------------------------+
  |  Property  |                Value                 |
  +------------+--------------------------------------+
  |  auth_key  |           f03bf51ce7ead189           |
  | created_at |      2014-12-08T03:46:31.884066      |
  |     id     | 3f5dc551-c675-4205-a13a-d30f88527490 |
  |    name    |                 None                 |
  | volume_id  | bcf7d015-4843-464c-880d-7376851ca728 |
  +------------+--------------------------------------+

cinder transfer-create コマンドはボリュームの所有権を消去し、譲渡用の id と auth_key を
作成します。この値は別のユーザーに渡すことができます。受け取ったユーザーは、その値を
使用して譲渡を承認し、ボリュームの新しい所有者となります。

4. 新規ユーザーがボリュームの所有権を宣言できる状態となりました。所有権を宣言するには、
ユーザーは最初にコマンドラインからログインして以下のコマンドを実行する必要がありま
す。

# cinder transfer-accept TRANSFERID TRANSFERKEY

TRANSFERID と TRANSFERKEY はそれぞれ、cinder transfer-create コマンドで返された id
と auth_key の値に置き換えます。以下に例を示します。

# cinder transfer-accept 3f5dc551-c675-4205-a13a-d30f88527490 f03bf51ce7ead189

注記
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注記

利用可能なボリュームの譲渡をすべて表示するには、以下のコマンドを実行します。

# cinder transfer-list

3.10. DASHBOARD を使用したボリューム所有者の変更

ボリュームの所有者を変更するには、ボリュームの譲渡を行います。ボリュームの譲渡は、ボリューム
の所有者が開始し、ボリュームの新しい所有者が譲渡を承認すると、そのボリュームの所有権の変更が
完了します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard にボリュームの所有者としてログインして プロジェクト > ボリューム を選択しま
す。

2. 譲渡するボリュームの アクション のコラムで、譲渡の作成 を選択します。

3. ボリュームの譲渡の作成 ダイアログボックスで、譲渡名を入力して ボリュームの譲渡の作成
をクリックします。
ボリュームの譲渡が作成され、ボリュームの譲渡 の画面で 譲渡 ID と 認証キー を取得して譲渡
先のプロジェクトに送信することができます。

譲渡認証情報のダウンロード ボタンをクリックして transfer name、transfer 
ID、authorization key が記載されている .txt ファイルをダウンロードします。

注記

認証キーは ボリュームの譲渡 の画面にしか表示されません。この認証キーをな
くした場合には、譲渡をキャンセルし、別の譲渡を作成して新たな認証キーを生
成する必要があります。

4. ボリュームの譲渡 の画面を閉じて、ボリュームの一覧に戻ります。
譲渡先のプロジェクトが譲渡を受理するまで、ボリュームのステータスは awaiting-transfer と
表示されます。

Dashboard を使用したボリューム譲渡の受理

1. Dashboard にボリュームの譲渡先としてログインして プロジェクト > ボリューム を選択しま
す。

2. 譲渡の受理 をクリックします。
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3. ボリュームの譲渡の受理 のダイアログボックスで、ボリュームの所有者から受け取った 譲渡 
ID と 認証キー を入力して、ボリュームの譲渡の受理 をクリックします。
譲渡先のプロジェクトのボリューム一覧に、そのボリュームが表示されるようになります。
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第4章 BLOCK STORAGE サービス (CINDER) を使用した高度な操
作の実行

Block Storage ボリュームは、オーバークラウド内のコンピュートインスタンス用の永続ストレージを
形成します。ボリュームのスナップショットの使用、ボリュームの移行、ボリューム種別の変更、マル
チパスの設定など、ボリュームの高度な機能を設定します。

4.1. ボリュームスナップショットの作成、使用、削除

ボリュームのスナップショットを作成することによって、ある特定の時点のボリュームの状態を保持す
ることができます。そのスナップショットを使用して、新規ボリュームをクローン作成することが可能
です。

注記

ボリュームのバックアップはスナップショットとは異なります。バックアップはボ
リューム内のデータを保持するのに対して、スナップショットはある特定の時点におけ
るボリュームの状態を保持します。スナップショットが存在している場合にはボリュー
ムを削除することはできません。ボリュームのバックアップはデータ損失を防ぎます。
一方、スナップショットはクローン作成を円滑化します。

このため、スナップショットのバックエンドは、クローン作成中のレイテンシーを最小
限に抑えるように、通常ボリュームのバックエンドと同じ場所に配置されます。一方、
バックアップのリポジトリーは通常、一般的なエンタープライズデプロイメント内の別
の場所に配置されます (例: 異なるノード、物理ストレージ、あるいは別の地理的ロケー
ションの場合もあり)。これは、ボリュームのバックエンドが一切ダメージを受けないよ
うに保護することを目的とします。

ボリュームのバックアップについての詳しい情報は、『Block Storage Backup
Guide』を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. 対象のボリュームの スナップショットの作成 アクションを選択します。

3. 作成するスナップショッットの スナップショット名 を指定して ボリュームのスナップショッ
トの作成 をクリックします。ボリュームのスナップショット タブに全スナップショットが表示
されます。

ボリュームのスナップショット の表にスナップショットが表示されたら、そのスナップショットから新
規ボリュームをクローン作成することができます。この操作を行うには、対象のスナップショットの ボ
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リュームの作成 アクションを選択します。ボリュームの作成に関する詳しい説明は、「Block Storage
ボリュームの作成」を参照してください。

重要

暗号化されたボリュームのスナップショットから新規ボリュームを作成する場合は、新
規ボリュームが古いボリュームより 1 GB 以上大きいようにします。

スナップショットを削除するには、ボリュームスナップショットの削除 アクションを選択します。

OpenStack デプロイメントで Red Hat Ceph バックエンドを使用している場合には、「Red Hat Ceph
Storage バックエンドにおけるスナップショットの保護と保護解除」でスナップショットのセキュリ
ティーとトラブルシューティングについての詳しい情報を参照してください。

注記

スナップショットから作成される Block Storage サービス (cinder) の RADOS ブロック
デバイス (RBD) ボリュームの場合は、CinderRbdFlattenVolumeFromSnapshot heat
パラメーターを使用してフラット化し、スナップショットの依存関係を削除することが
できます。CinderRbdFlattenVolumeFromSnapshot を true に設定すると、Block
Storage サービスは RBD ボリュームをフラット化してスナップショットの依存関係を削
除すると共に、それ以降のスナップショットもすべてフラット化します。デフォルト値
は false で、cinder RBD ドライバーのデフォルト値も false です。

スナップショットをフラット化すると、親との潜在的なブロック共有が削除され、バッ
クエンドでのスナップショットサイズが大きくなり、スナップショット作成の時間が長
くなることに注意してください。

4.2. スナップショットからのボリュームの復元

ボリュームの最新スナップショットの状態に復元することができます。つまり、インプレースでボ
リュームデータをその最新スナップショットの状態に戻すことができます。

警告

ボリュームの最新スナップショットの状態に復元する機能はサポート対象ですが、
ドライバーに依存します。この機能を正しく実装するには、ドライバー側の支援が
必要です。この機能に対するサポートの詳細は、ドライバーのベンダーにお問い合
わせください。

制限

マルチ接続のボリュームの場合、スナップショットの状態に戻す機能の使用には制限が適用さ
れる可能性があります。この機能を使用する前に、このような制限が適用されるかどうかを確
認してください。

スナップショットの作成後にサイズを変更 (拡張) したボリュームを元に戻すことはできませ
ん。

接続済みまたは使用中のボリュームに対して、スナップショットの状態に戻す機能を使用する


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接続済みまたは使用中のボリュームに対して、スナップショットの状態に戻す機能を使用する
ことはできません。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

Block Storage (cinder) API マイクロバージョン 3.40 またはそれ以降

ボリュームのスナップショットを少なくとも 1 つ作成していること。

手順

1. アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインします。

2. source コマンドで overcloudrc ファイルを読み込みます。

[stack@undercloud ~] $ source overcloudrc

3. ボリュームを切断します。

$ nova volume-detach <instance_id> <vol_id>

<instance_id> および <vol_id> を、元に戻すインスタンスおよびボリュームの ID に置き換えてく
ださい。

4. 元に戻すスナップショットの ID または名前を探します。元に戻すことができるのは最新のス
ナップショットだけです。

$ cinder snapshot-list

5. スナップショットの状態に戻します。

$ cinder --os-volume-api-version=3.40 revert-to-snapshot  <snapshot_id or snapshot_name>

<snapshot_id or snapshot_name> をスナップショットの ID または名前に置き換えてください。

6. オプション: cinder snapshot-list コマンドを使用して、元に戻しているボリュームが reverting
の状態にあることを確認することができます。

$  cinder snapshot-list

7. ボリュームを再接続します。

$  nova volume-attach <instance_id> <vol_id>

<instance_id> および <vol_id> を、元に戻したインスタンスおよびボリュームの ID に置き換えて
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<instance_id> および <vol_id> を、元に戻したインスタンスおよびボリュームの ID に置き換えて
ください。

検証

手順が正常に行われたことを確認するには、cinder list コマンドを使用して、元に戻したボ
リュームが available の状態にあることを検証します。

$ cinder list

注記

Block Storage (cinder) をブート可能なルートボリュームとして使用した場合、ボリュー
ムは available の状態にないため、そのボリュームでスナップショットの状態に戻す機能
を使用することはできません。この機能を使用するには、インスタンスが終了した場合
にブートボリュームを保持するために、delete_on_termination=false (デフォルト) の
属性を設定してインスタンスをブートしている必要があります。スナップショットの状
態に戻す場合は、ボリュームが利用可能になるように、まず初期インスタンスを削除す
る必要があります。その後、元に戻してボリュームから新規インスタンスを作成するこ
とができます。

4.3. IMAGE サービス (GLANCE) へのボリュームのアップロード

イメージとして既存のボリュームを Image サービスに直接アップロードすることができます。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. 対象のボリュームの イメージにアップロード アクションを選択します。

3. ボリュームの イメージ名 を指定して、一覧から ディスク形式 を選択します。

4. アップロード をクリックします。

アップロードしたイメージを表示するには、プロジェクト > コンピュート > イメージ を選択します。新
しいイメージが イメージ の表に表示されます。イメージの使用方法と設定方法について
は、『Creating and Managing Images』の「Image service」を参照してください。

4.4. バックエンド間でのボリュームの移動

ボリュームをあるストレージバックエンドから別のストレージバックエンドに移動する理由には、以下
のような理由があります。
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サポートされなくなったストレージシステムの使用を停止するため。

ボリュームのストレージクラスまたは階層を変更するため。

ボリュームのアベイラビリティーゾーンを変更するため。

Block Storage サービス (cinder) を使用すると、以下の方法でバックエンド間でボリュームを移動する
ことができます。

種別の変更: デフォルトのポリシーにより、ボリュームの所有者と管理者はボリューム種別を変
更することができます。種別変更の操作は、バックエンド間でボリュームを移動する最も一般
的な方法です。

移行: デフォルトのポリシーでは、管理者のみがボリュームを移行することができます。ボ
リュームの移行は特定のユースケース用に制限されます。これは、移行に制約があるため、ま
たデプロイメントの動作について明確に理解する必要があるためです。詳細は、「CLI を使用
したバックエンド間でのボリュームの移行」を参照してください。

制約

Red Hat は、同一または異なるアベイラビリティーゾーン (AZ) にあるバックエンド間のボリュームの
移動をサポートしますが、以下の制約があります。

移行するボリュームは、利用可能な状態または使用中の状態のいずれかでなければなりませ
ん。

使用中のボリュームのサポートはドライバーに依存します。

ボリュームにはスナップショットを含めることができません。

ボリュームは、グループまたは整合性グループに所属させることはできません。

4.4.1. 利用可能なボリュームの移動

すべてのバックエンド間で利用可能なボリュームを移動できますが、パフォーマンスは使用するバック
エンドにより異なります。多くのバックエンドは、アシスト付き移行をサポートします。バックエンド
のアシスト付き移行のサポートについての詳細は、ベンダーにお問い合わせください。

アシスト付き移行は、ボリューム種別変更およびボリュームの移行の両方で機能します。アシスト付き
移行により、バックエンドはソースバックエンドから移行先バックエンドへのデータの移動を最適化し
ますが、両方のバックエンドが同じベンダーから取得されている必要があります。

注記

Red Hat は、マルチプールバックエンドを使用する場合、または RBD などのシングル
プールバックエンドに cinder の移行操作を使用する場合のみ、バックエンドアシスト付
き移行をサポートしています。

バックエンド間のアシスト付き移行ができない場合には、Block Storage サービスは通常のボリューム
移行を実行します。

通常のボリューム移行では、Block Storage (cinder) サービスが移行元ボリュームからコントローラー
ノードに、およびコントローラーノードから移行先ボリュームにデータを移動する前に、両方のバック
エンド上のボリュームを接続する必要があります。Block Storage サービスは、ソースおよび宛先の
バックエンドのストレージの種類に関わらず、プロセスをシームレスに実行します。

重要
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重要

通常のボリューム移行を実行する前に、十分な帯域幅を確保してください。通常のボ
リューム移行にかかる時間は、ボリュームのサイズと直接比例するため、操作はアシス
ト付き移行よりも遅くなります。

4.4.2. 使用中のボリュームの移動

使用中のボリュームを移動する場合、最適化のオプションまたはアシスト付きのオプションはありませ
ん。使用中のボリュームを移行する場合には、Compute サービス (nova) がハイパーバイザーを使用し
て、移行元バックエンドのボリュームから移行先バックエンドのボリュームにデータを転送する必要が
あります。これには、ボリュームが使用されているインスタンスを実行するハイパーバイザーとの連携
が必要です。

Block Storage サービス (cinder) と Compute サービスは、連携してこの操作を実施します。データが
コンピュートノードを介してあるボリュームから別のボリュームにコピーされるため、Compute サー
ビスがほとんどの作業を管理します。

重要

使用中のボリュームを移動する前に、十分な帯域幅を確保してください。この操作にか
かる時間は、ボリュームのサイズと直接比例するため、操作はアシスト付き移行よりも
遅くなります。

制約

使用中のマルチ接続ボリュームは、複数の nova インスタンスに接続している間は移動できませ
ん。

ターゲットバックエンドのストレージプロトコルを iSCSI、ファイバーチャネル (FC)、および
RBD に制限する、非ブロックデバイスはサポートされません。

4.5. BLOCK STORAGE のボリューム種別の変更

ボリューム種別の変更は、あるバックエンドから別のバックエンドにボリュームを移動する標準的な方
法です。操作を実行するには、管理者はそれぞれのバックエンドに適切なボリューム種別を定義する必
要があります。デフォルトのポリシーにより、ボリュームの所有者と管理者はボリューム種別を変更す
ることができます。

ボリューム種別を変更する際には、ボリューム種別とその設定を既存のボリュームに適用します。ボ
リューム種別の詳しい情報は、「ボリューム種別によるボリューム設定のグループ化」を参照してくだ
さい。

新規ボリューム種別の追加スペックを既存のボリュームに適用できる場合、ボリューム種別を変更する
ことができます。ボリューム種別を変更して、事前定義の設定やストレージ属性を既存ボリュームに適
用することができます。以下に例を示します。

異なるバックエンドへボリュームを移行する場合

ボリュームのストレージクラスまたは階層を変更する場合

レプリケーションなどの機能を有効または無効にする場合

ボリューム種別を変更したからといって、そのボリュームをあるバックエンドから別のバックエンドに
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ボリューム種別を変更したからといって、そのボリュームをあるバックエンドから別のバックエンドに
移動しなければならない訳ではありません。ただし、種別変更を完了するのにボリュームを移動しなけ
ればならない場合があります。

新しいボリュームタイプには、異なる volume_backend_name 定義されています。

現在のボリュームタイプの volume_backend_name は未定義であり、ボリュームは新しいボ
リュームタイプの volume_backend_name で指定されたものとは異なるバックエンドに格納
されます。

ボリュームをあるバックエンドから別のバックエンドに移動するには、非常に多くの時間とリソースが
必要になる場合があります。したがって、種別の変更でデータを移動する必要がある場合には、Block
Storage サービスはデフォルトではデータを移動しません。種別変更の要求の一部として移行ポリシー
を指定して移動を明示的に許可しない限り、操作は失敗します。詳細は、「コマンドラインを使用した
ボリューム種別の変更」を参照してください。

制約

すべてのボリューム種別を変更することはできません。バックエンド間のボリュームの移動に
関する詳細は、「バックエンド間でのボリュームの移動」を参照してください。

暗号化されていないボリュームは、暗号化されたボリューム種別に変更することはできません
が、暗号化されたボリュームは暗号化されていないボリューム種別に変更できます。

暗号化されていないボリュームを同じサイズの暗号化されたボリュームに種別変更する操作は
サポートされません。暗号化したボリュームには、暗号化データを格納するための追加領域が
必要なためです。暗号化されていないボリュームを暗号化する方法は、「暗号化されて いない
ボリュームの暗号 化」を参照してください。

管理者権限のないユーザーは、自分が所有するボリュームの種別しか変更できません。

4.5.1. Dashboard UI を使用したボリューム種別の変更

Dashboard UI を使用してボリューム種別を変更します。

重要

暗号化されていないボリュームを同じサイズの暗号化されたボリュームに種別変更する
操作はサポートされません。暗号化したボリュームには、暗号化データを格納するため
の追加領域が必要なためです。暗号化されていないボリュームを暗号化する方法は、
「暗号化されて いないボリュームの暗号 化」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。

手順
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1. Dashboard で プロジェクト > コンピュート > ボリューム を選択します。

2. 移行するボリュームの アクション のコラムで、ボリューム種別の変更 を選択します。

3. ボリューム種別の変更 ダイアログで、対象のボリューム種別を選択し、種別 の一覧から新しい
バックエンドを定義します。

4. 別のバックエンドにボリュームを移行する場合は、移行ポリシー の一覧から 要求時 を選択し
ます。詳細は、「バックエンド間でのボリュームの移動」を参照してください。

5. ボリューム種別の変更 をクリックして移行を開始します。

4.5.2. コマンドラインを使用したボリューム種別の変更

Dashboard UI の手順と同様に、コマンドラインからボリューム種別を変更することができます。

重要

暗号化されていないボリュームを同じサイズの暗号化されたボリュームに種別変更する
操作はサポートされません。暗号化したボリュームには、暗号化データを格納するため
の追加領域が必要なためです。暗号化されていないボリュームを暗号化する方法は、
「暗号化されて いないボリュームの暗号 化」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. 以下のコマンドを入力してボリューム種別を変更します。

$ cinder retype <volume name or id> <new volume type name>

2. 種別変更の操作で、あるバックエンドから別のバックエンドにボリュームを移動する必要があ
る場合は、Block Storage サービスには特定のフラグが必要です。

$ cinder retype --migration-policy on-demand <volume name or id> <new volume type 
name>

4.6. 複数インスタンスへのボリュームの接続

ボリュームのマルチ接続により、複数のインスタンスが Block Storage ボリュームに同時に読み取り/書
き込みアクセスを行うことができます。Ceph RBD ドライバーがサポートされます。
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警告

複数インスタンスからの書き込み操作を管理するには、マルチ接続またはクラス
ター対応のファイルシステムを使用する必要があります。それ以外の構成では、
データの破損が生じます。

マルチ接続ボリュームの制限

Block Storage(cinder)バックエンドは、マルチ接続ボリュームをサポートする必要がありま
す。サポートされるバックエンドについての情報は、Red Hat のサポートにお問い合わせくだ
さい。

Block Storage(cinder)ドライバーは、マルチ接続ボリュームをサポートする必要があります。
ベンダープラグインでマルチ接続がサポートされることを確認するには、Red Hat のサポート
にお問い合わせください。ベンダープラグインの認定についての詳しい情報は、以下のアー
ティクルおよび Web サイトを参照してください。

https://access.redhat.com/articles/1535373#Cinder

https://access.redhat.com/ecosystem/search/#/category/Software?
sort=sortTitle%20asc&softwareCategories=Storage&ecosystem=Red%20Hat%20OpenStack%20Platform

読み取り専用のマルチ接続ボリュームはサポートされません。

マルチ接続ボリュームのライブマイグレーションは利用できません。

マルチ接続ボリュームの暗号化はサポートされていません。

マルチ接続のボリュームは、Bare Metal Provisioning サービス(ironic)の virt ドライバーではサ
ポートされません。マルチ接続のボリュームは、libvirt 仮想ドライバーでのみサポートされま
す。

アタッチされたボリューム種別をマルチ接続タイプから非マルチ接続タイプに変更することは
できません。マルチ接続以外のタイプを再入力することはできません。

割り当て済みのボリュームの移行時に、複数の読み取り書き込み接続を持つマルチ接続ボ
リュームを移行元または移行先ボリュームとして使用することはできません。

マルチ接続のボリュームを退避オフロードインスタンスに割り当てることはできません。

4.6.1. マルチ接続ボリューム種別の作成

複数のインスタンスにボリュームを接続するには、ボリュームの追加スペックで multiattach フラグを 
<is> True に設定します。マルチ接続のボリューム種別を作成すると、ボリュームはフラグを継承し、
マルチ接続のボリュームになります。

注記

デフォルトでは、新規ボリューム種別の作成は管理者だけができる操作です。

前提条件


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アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. 以下のコマンドを実行し、マルチ接続のボリューム種別を作成します。

$ cinder type-create multiattach
$ cinder type-key multiattach set multiattach="<is> True"

注記

この手順では、マルチ接続をサポートする任意のバックエンドにボリュームを作
成します。したがって、マルチ接続をサポートするバックエンドが 2 つある場
合、スケジューラーは、ボリューム作成時に利用可能な領域に基づいて使用する
バックエンドを決定します。

2. バックエンドを指定するには、以下のコマンドを実行します。

$ cinder type-key multiattach set volume_backend_name=<backend_name>

4.6.2. マルチ接続ボリューム種別の変更

ボリュームをマルチ接続可能な種別に変更することや、マルチ接続可能なボリュームを複数インスタン
スに接続できない種別に変更することが可能です。ただし、ボリューム種別を変更することができるの
は、ボリュームが使用中ではなくそのステータスが available の場合に限られます。

マルチ接続のボリュームを接続する場合、一部のハイパーバイザーでは、キャッシュを無効にする場合
など、特別な考慮が必要になります。現在、接続済みのボリュームを接続したまま安全に更新する方法
はありません。複数のインスタンスに接続されているボリュームの種別変更を試みると、変更に失敗し
ます。

4.6.3. マルチ接続ボリュームの作成

マルチ接続のボリューム種別を作成したら、マルチ接続のボリュームを作成します。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

手順

1. 以下のコマンドを実行し、マルチ接続のボリュームを作成します。

$ cinder create <volume_size> --name <volume_name> --volume-type multiattach

2. 以下のコマンドを実行して、ボリュームがマルチ接続に対応していることを確認します。ボ
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2. 以下のコマンドを実行して、ボリュームがマルチ接続に対応していることを確認します。ボ
リュームがマルチ接続に対応している場合、multiattach フィールドは True と表示されます。

$ cinder show <vol_id> | grep multiattach

| multiattach | True |

これで、複数のインスタンスにボリュームを接続できるようになりました。詳しくは、「インスタンス
へのボリュームの接続」を参照してください。

4.7. DASHBOARD を使用したバックエンド間でのボリュームの移行

Block Storage サービス (cinder) を使用して、同一または異なるアベイラビリティーゾーン (AZ) にある
バックエンド間で、ボリュームを移行することができます。これは、あるバックエンドから別のバック
エンドにボリュームを移行する方法としては、まったく一般的ではありません。デフォルトのポリシー
では、管理者のみがボリュームを移行することができます。デフォルトのポリシーは変更しないでくだ
さい。

高度にカスタマイズされたデプロイメントの場合や、ストレージシステムを廃止する必要のある状況で
は、管理者はボリュームを移行できます。どちらのユースケースでも、複数のストレージシステムが同
じ volume_backend_nameを共有しているか、未定義です。

制約

ボリュームは複製できません。

移行先バックエンドは、ボリュームの現在のバックエンドとは異なる必要があります。

既存のボリューム種別は、新規バックエンドに対して有効である必要があります。つまり、以
下の状況でなければなりません。

ボリュームタイプの追加仕様で backend_volume_name を定義することはできません。ま
たは、両方のブロックストレージバックエンドを同じ backend_volume_name で設定する
必要があります。

どちらのバックエンドも、シンプロビジョニングのサポート、シックプロビジョニングの
サポート、またはその他の機能設定など、ボリューム種別で設定した同じ機能をサポート
する。

注記

ボリュームをあるバックエンドから別のバックエンドに移動するには、非常に多くの時
間とリソースが必要になる場合があります。詳細は、「バックエンド間でのボリューム
の移動」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

オーバークラウドの正常なデプロイメント。詳細は、「CLI ツールを使用した基本的なオー
バークラウド の作成」を参照してください。

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) Dashboard (horizon) へのアクセス。詳しく
は、「Overcloud deployment output」を参照してください。
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手順

1. Dashboard で 管理 > ボリューム を選択します。

2. 移行するボリュームの アクション のコラムで、ボリュームのマイグレーション を選択しま
す。

3. ボリュームのマイグレーション ダイアログで、移行先ホスト ドロップダウンリストからボ
リュームを移行する先のホストを選択します。

注記

ホストの移行でドライバーの最適化をスキップするには、強制ホストコピー の
チェックボックスを選択します。

4. マイグレーション をクリックして移行を開始します。

4.8. CLI を使用したバックエンド間でのボリュームの移行

Block Storage サービス (cinder) を使用して、同一または異なるアベイラビリティーゾーン (AZ) にある
バックエンド間で、ボリュームを移行することができます。これは、あるバックエンドから別のバック
エンドにボリュームを移行する方法としては、まったく一般的ではありません。デフォルトのポリシー
では、管理者のみがボリュームを移行することができます。デフォルトのポリシーは変更しないでくだ
さい。

高度にカスタマイズされたデプロイメントの場合や、ストレージシステムを廃止する必要のある状況で
は、管理者はボリュームを移行できます。どちらのユースケースでも、複数のストレージシステムが同
じ volume_backend_nameを共有しているか、未定義です。

制約

ボリュームは複製できません。

移行先バックエンドは、ボリュームの現在のバックエンドとは異なる必要があります。

既存のボリューム種別は、新規バックエンドに対して有効である必要があります。つまり、以
下の状況でなければなりません。

ボリュームタイプの追加仕様で backend_volume_name を定義することはできません。ま
たは、両方のブロックストレージバックエンドを同じ backend_volume_name で設定する
必要があります。

どちらのバックエンドも、シンプロビジョニングのサポート、シックプロビジョニングの
サポート、またはその他の機能設定など、ボリューム種別で設定した同じ機能をサポート
する。

注記

ボリュームをあるバックエンドから別のバックエンドに移動するには、非常に多くの時
間とリソースが必要になる場合があります。詳細は、「バックエンド間でのボリューム
の移動」を参照してください。

前提条件

アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
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アンダークラウドの正常なインストール。詳しい情報は、『Director Installation and Usage』
の「Installing director」を参照して  ください。

手順

1. 以下のコマンドを入力して、宛先のバックエンドの名前を取得します。

$ cinder get-pools --detail

Property                      | Value

...

| name                        | localdomain@lvmdriver-1#lvmdriver-1
| pool_name                   | lvmdriver-1

...

| volume_backend_name         | lvmdriver-1

...

Property                      | Value

...
                                                      |
| name                        | localdomain@lvmdriver-2#lvmdriver-1
| pool_name                   | lvmdriver-1

...

| volume_backend_name         | lvmdriver-1

...

バックエンド名は、host @ volume_backend_name＃pool の形式を取ります。

出力例では、BlockStorageサービスで公開されている2つのLVMバックエンドがありま
す。localdomain@lvmdriver-1#lvmdriver-1 と localdomain@lvmdriver-2#lvmdriver-1 で
す。両方のバックエンドが同じ volume_backend_name、lvmdriver-1 を共有していることに
注意してください。

2. 以下のコマンドを入力して、ボリュームをあるバックエンドから別のバックエンドに移行しま
す。

$ cinder migrate <volume id or name> <new host>

4.9. 暗号化されていないボリュームの暗号化

暗号化されていないボリュームを暗号化するには、暗号化されていないボリュームをバックアップし、
それを暗号化された新しいボリュームに復元するか、暗号化されていないボリュームから glance のイ
メージを作成し、そのイメージから暗号化された新しいボリュームを作成する必要があります。

前提条件
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暗号化する暗号化されていないボリューム

手順

1. cinder-backup サービスが利用可能な場合は、現在の暗号化されていないボリュームをバック
アップします。

cinder backup-create <unencrypted_volume>

<unencrypted_volume> を、暗号化されていないボリュームの名前または ID に置き換え
ます。

2. 暗号化された新しいボリュームを作成します。

cinder create <encrypted_volume_size> --volume-type <encrypted_volume_type>

<encrypted_volume_size> を新しいボリュームのサイズ (GB) に置き換えます。暗号化メ
タデータに対応するために、この値は暗号化されていないボリュームのサイズよりも 1 GB
大きくする必要があります。

<encrypted_volume_type> を必要な暗号化タイプに置き換えます。

3. 暗号化されていないボリュームのバックアップを暗号化された新しいボリュームに復元しま
す。

cinder backup-restore <backup> --volume <encrypted_volume>

<backup> を、暗号化されていないボリュームバックアップの名前または ID に置き換えま
す。

<encrypted_volume> を新しい暗号化ボリュームの ID に置き換えます。

cinder-backup サービスが利用できない場合は、upload-to-image コマンドを使用して、暗号化されて
いないボリュームのイメージを作成してから、そのイメージから新しい暗号化されたボリュームを作成
します。

1. 暗号化されていないボリュームの glance イメージを作成します。

cinder upload-to-image <unencrypted_volume> <new_image>

<unencrypted_volume> を、暗号化されていないボリュームの名前または ID に置き換え
ます。

<new_image> を新しいイメージの名前に置き換えます。

2. イメージから、そのイメージより 1 GB 大きい新たなボリュームを作成します。

cinder volume create --size <size> --volume-type luks --image <new_image> 
<encrypted_volume_name>

<size> を新しいボリュームのサイズに置き換えます。この値は、暗号化されていない古い
ボリュームのサイズよりも 1 GB 大きくする必要があります。

<new_image> を、暗号化されていないボリュームから作成したイメージの名前に置き換え
ます。
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<encrypted_volume_name> を新しい暗号化ボリュームの名前に置き換えます。

4.10. RED HAT CEPH STORAGE バックエンドにおけるスナップショット
の保護と保護解除

Red Hat Ceph Storage(RHCS)を Red Hat OpenStack Platform(RHOSP)デプロイメントのバックエン
ドとして使用する場合には、バックエンドでスナップショットを 保護 に設定できます。削除に失敗す
るため、RHOSP Dashboard または cinder snapshot-delete コマンドを使用して保護されているス
ナップショットを削除しないでください。

これが発生すると、RHCS バックエンドでスナップショットを 保護解除 に設定します。その後、通常
通りに RHOSP を使用してスナップショットを削除できます。

関連情報

スナップショットの保護に関する詳細は、「ブロックデバイススナップショット の保護」およ
び「ブロックデバイススナップショット の保護解除」を 参照してください。
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第5章 OBJECT STORAGE サービス (SWIFT) の設定
Red Hat OpenStack Platform Object Storage (swift) は、コンテナー内にそのオブジェクトまたはデー
タを格納します。コンテナーはファイルシステムのディレクトリーと似ていますが、ネスト化すること
はできません。コンテナーは、あらゆるタイプの非構造化データを格納する簡単な方法をユーザーに提
供します。たとえば、オブジェクトには写真、テキストファイル、イメージなどが含まれます。格納さ
れるオブジェクトは圧縮されません。

5.1. オブジェクトストレージリング

Object Storage service (swift) は、リングと呼ばれるデータ構造を使用して、パーティション領域をク
ラスター内に分散します。このパーティション領域は、Object Storage サービスのデータ永続性エンジ
ン (data durability engine) の中核となります。リングを使用すると、Object Storage サービスはクラス
ター全体に各パーティションを迅速かつ簡単に同期できます。

リングには、オブジェクトストレージのパーティションについての情報、およびパーティションがさま
ざまなノードおよびディスクにどのように分散されるかについての情報が含まれます。Object Storage
のコンポーネントがデータと対話する場合、リング内をローカルで素早く検索して、各オブジェクトが
保管されているはずのパーティションを特定します。

Object Storage サービスには、以下の種類のデータを保存するリングが 3 つあります。

アカウント情報

コンテナー（アカウント下のオブジェクトの整理を容易にする）

オブジェクトレプリカ

5.1.1. オブジェクトストレージリングのリバランス

ストレージ容量、ノード、またはディスクを追加または削除して Object Storage (swift) 環境を変更す
る場合、リングのリバランスが必要になります。openstack overcloud deploy コマンドを実行してリ
ングを再分散することができますが、この方法によりオーバークラウド全体が再デプロイされます。こ
の作業は非常に複雑になる可能性があります (特に、オーバークラウドが大規模な場合)。その代わり
に、リングを手動でリバランスします。

手順

1. アンダークラウドノードに stack ユーザーとしてログインします。

2. source コマンドで stackrc 認証情報ファイルを読み込みます。

3. swift_ring_rebalance.yaml Ansible Playbook を実行します。

ansible-playbook -i /usr/bin/tripleo-ansible-inventory
/usr/share/openstack-tripleo-common/playbooks/swift_ring_rebalance.yaml

5.1.2. クラスターの健全性の確認

長期のデータ可用性、耐久性、および永続性を確保するために、Object Storage サービスではバックグ
ラウンドで多くのプロセスが実行されます。以下に例を示します。

auditors は定期的にデータベースおよびオブジェクトファイルを再読み取りし、チェックサム
を使用してそれらを比較して、サイレントビットロットがないことを確認します。チェックサ
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ムと一致しなくなったデータベースまたはオブジェクトファイルは隔離され、そのノードでは
読み取ることができなくなります。この場合、replicators は他のレプリカのいずれかをコピー
して、再びローカルコピーが利用できる状態にします。

ディスクやノードを置き換えた場合、またはオブジェクトが隔離された場合、オブジェクトお
よびファイルが消失することがあります。この場合、replicators は欠けているオブジェクトま
たはデータベースファイルを他のノードのいずれかにコピーします。

Object Storage サービスには swift-recon と呼ばれるツールが含まれています。このツールは、すべて
のノードからデータを収集してクラスターの全体的な健全性を確認します。

手順

1. コントローラーノードのいずれかにログインします。

2. 以下のコマンドを実行します。

[root@overcloud-controller-2 ~]# sudo podman exec -it -u swift swift_object_server 
/usr/bin/swift-recon -arqlT --md5

======================================================================-
-> Starting reconnaissance on 3 hosts (object)
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking async pendings
[async_pending] - No hosts returned valid data.
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking on replication
[replication_failure] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
[replication_success] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
[replication_time] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
[replication_attempted] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 
3
Oldest completion was 2018-12-14 14:55:39 (7 seconds ago) by 172.16.3.186:6000.
Most recent completion was 2018-12-14 14:55:42 (4 seconds ago) by 172.16.3.174:6000.
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking load averages
[5m_load_avg] low: 1, high: 2, avg: 2.1, total: 6, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
[15m_load_avg] low: 2, high: 2, avg: 2.6, total: 7, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
[1m_load_avg] low: 0, high: 0, avg: 0.8, total: 2, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking ring md5sums
3/3 hosts matched, 0 error[s] while checking hosts.
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking swift.conf md5sum
3/3 hosts matched, 0 error[s] while checking hosts.
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking quarantine
[quarantined_objects] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 3
[quarantined_accounts] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, reported: 
3
[quarantined_containers] low: 0, high: 0, avg: 0.0, total: 0, Failed: 0.0%, no_result: 0, 
reported: 3
======================================================================
[2018-12-14 14:55:47] Checking time-sync
3/3 hosts matched, 0 error[s] while checking hosts.
======================================================================
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3. 必要に応じて、--all オプションを使用して、追加の出力を返します。
このコマンドは、リング上のすべてのサーバーに対して、以下のデータのクエリーを実行しま
す。

Async pendings: クラスターの負荷が非常に高くプロセスがデータベースファイルを十分な
速度で更新できない場合、一部の更新は非同期で行われます。これらの数は徐々に減少し
ます。

Replication metrics: レプリケーションのタイムスタンプを確認します。完全なレプリケー
ションパスは、いくつかのエラーで頻繁に発生します。たとえば、6 カ月前のタイムスタ
ンプを持つエントリーの場合は、ノードのレプリケーションが過去 6 ヶ月間完了していな
いことを示します。

Ring md5sums: これにより、すべてのノードですべてのリングファイルの一貫性が確保さ
れます。

swift.conf md5sums: これにより、すべてのノードですべての設定ファイルの一貫性が確保
されます。

Quarantined files: すべてのノードについて、隔離されたファイルがない、またはほとんど
ないファイルでなければなりません。

Time-sync: すべてのノードが同期されている必要があります。

5.1.3. リングパーティションのべき乗の増加

リソース (アカウント、コンテナー、またはオブジェクト等) がマッピングされるパーティションは、リ
ングパーティションのべき乗により決定されます。パーティションは、リソースがバックエンドのファ
イルシステムに保管されるパスに含まれます。したがって、パーティションのべき乗を変更すると、リ
ソースをバックエンドファイルシステムの新しいパスに再配置する必要があります。

稼働率の高いクラスターでは、再配置のプロセスに時間がかかります。ダウンタイムを回避するには、
クラスターが稼働している間にリソースを再配置します。データへの一時的なアクセス不能やプロセス
(レプリケーションや監査) のパフォーマンス低下を起こさずに、この操作を行う必要があります。リン
グパーティションのべき乗を増やす場合には、Red Hat サポートにお問い合わせください。

5.1.4. カスタムリング

技術が進歩し、ストレージ容量への要求が高まる今日、カスタムリングを作成することが、既存の
Object Storage クラスターを更新する手段となっています。

新規ノードをクラスターに追加する場合、それらの特性が元のノードとは異なる可能性があります。カ
スタムの調整を行わないと、大容量の新規ノードが使用されない可能性があります。あるいは、リング
で重みが変わると、データの分散が不均等になり、安全性が低下します。

自動化が将来の技術トレンドと整合しなくなることも考えられます。たとえば、現在使用されている旧
式の Object Storage クラスターの中には、SSD が利用可能になる前に作られたものもあります。

リングビルダーは、クラスターの規模拡大および技術の進化に合わせてオブジェクトストレージを管理
するのに役立ちます。カスタムリングの作成については、Red Hat サポートにお問い合わせください。

5.2. OBJECT STORAGE サービスのカスタマイズ

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 環境の要件によっては、デプロイメントのパフォーマンスを最
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Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) 環境の要件によっては、デプロイメントのパフォーマンスを最
適化するために、Object Storage サービス (swift) のデフォルト設定の一部をカスタマイズする必要が
ある場合があります。

5.2.1. fast-post の設定

デフォルトでは、オブジェクトメタデータの一部にでも変更があると、Object Storage サービスは必ず
オブジェクト全体をコピーします。fast-post 機能を使用することでこれを回避できます。fast-post 機
能は、複数の大きなオブジェクトのコンテンツ種別を変更する際の時間を短縮します。

fast-post 機能を有効にするには、Object Storage プロキシーサービスの object_post_as_copy オプ
ションを無効にします。

手順

1. swift_params.yaml を編集します。

cat > swift_params.yaml << EOF
parameter_defaults:
    ExtraConfig:
      swift::proxy::copy::object_post_as_copy: False
EOF

2. オーバークラウドをデプロイまたは更新する際に、パラメーターファイルを指定します。

openstack overcloud deploy [... previous args ...] -e swift_params.yaml

5.2.2. 保存データ暗号化の有効化

デフォルトでは、Object Storage サービス (swift) にアップロードされるオブジェクトは暗号化されま
せん。したがって、ファイルシステムからオブジェクトに直接アクセスすることが可能です。このた
め、ディスクを破棄する前に適切に消去しなかった場合には、セキュリティーリスクとなってしまいま
す。

OpenStack Key Manager (barbican) を使用して、保存されている swift オブジェクトを暗号化すること
ができます。詳しい情報は、「Encrypt at-rest swift objects」を参照してください。

5.2.3. スタンドアロンの Object Storage クラスターのデプロイ

コンポーザブルロールの概念を採用して、最小限の追加のサービス (例: Keystone、HAProxy) を実装し
たスタンドアロンの Object Storage サービス (swift) クラスターをデプロイすることができます。
『オーバークラウド の高度なカスタマイズ』の「 roles_data ファイル の作成」セクションに、ロール
についての情報が記載されています。

手順

1. /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates から roles_data.yaml をコピーします。

2. 新規ファイルを編集します。

3. 不要な Controller ロールを削除します (例: Aodh*、Ceilometer*、Ceph*、Cinder*、Glance*、
Heat*、Ironic*、Manila*、Mistral*、Nova*、Octavia*、Swift*)。

4. roles_data.yaml 内で ObjectStorage を見つけます。
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5. このロールを、同じファイル内の新しいロールにコピーして、ObjectProxy という名前を付け
ます。

6. このロールの SwiftStorage は SwiftProxy に置き換えます。
以下の roles_data.yaml ファイルの例には、サンプルのロールを記載しています。

- name: Controller
  description: |
 Controller role that has all the controller services loaded and handles
 Database, Messaging and Network functions.
  CountDefault: 1
  tags:
 - primary
 - controller
  networks:
 - External
 - InternalApi
 - Storage
 - StorageMgmt
 - Tenant
  HostnameFormatDefault: '%stackname%-controller-%index%'
  ServicesDefault:
 - OS::TripleO::Services::AuditD
 - OS::TripleO::Services::CACerts
 - OS::TripleO::Services::CertmongerUser
 - OS::TripleO::Services::Clustercheck
 - OS::TripleO::Services::Docker
 - OS::TripleO::Services::Ec2Api
 - OS::TripleO::Services::Etcd
 - OS::TripleO::Services::HAproxy
 - OS::TripleO::Services::Keepalived
 - OS::TripleO::Services::Kernel
 - OS::TripleO::Services::Keystone
 - OS::TripleO::Services::Memcached
 - OS::TripleO::Services::MySQL
 - OS::TripleO::Services::MySQLClient
 - OS::TripleO::Services::Ntp
 - OS::TripleO::Services::Pacemaker
 - OS::TripleO::Services::RabbitMQ
 - OS::TripleO::Services::Securetty
 - OS::TripleO::Services::Snmp
 - OS::TripleO::Services::Sshd
 - OS::TripleO::Services::Timezone
 - OS::TripleO::Services::TripleoFirewall
 - OS::TripleO::Services::TripleoPackages
 - OS::TripleO::Services::Vpp

- name: ObjectStorage
  CountDefault: 1
  description: |
 Swift Object Storage node role
  networks:
 - InternalApi
 - Storage
 - StorageMgmt
  disable_upgrade_deployment: True
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  ServicesDefault:
 - OS::TripleO::Services::AuditD
 - OS::TripleO::Services::CACerts
 - OS::TripleO::Services::CertmongerUser
 - OS::TripleO::Services::Collectd
 - OS::TripleO::Services::Docker
 - OS::TripleO::Services::FluentdClient
 - OS::TripleO::Services::Kernel
 - OS::TripleO::Services::MySQLClient
 - OS::TripleO::Services::Ntp
 - OS::TripleO::Services::Securetty
 - OS::TripleO::Services::SensuClient
 - OS::TripleO::Services::Snmp
 - OS::TripleO::Services::Sshd
 - OS::TripleO::Services::SwiftRingBuilder
 - OS::TripleO::Services::SwiftStorage
 - OS::TripleO::Services::Timezone
 - OS::TripleO::Services::TripleoFirewall
 - OS::TripleO::Services::TripleoPackages

- name: ObjectProxy
  CountDefault: 1
  description: |
 Swift Object proxy node role
  networks:
 - InternalApi
 - Storage
 - StorageMgmt
  disable_upgrade_deployment: True
  ServicesDefault:
 - OS::TripleO::Services::AuditD
 - OS::TripleO::Services::CACerts
 - OS::TripleO::Services::CertmongerUser
 - OS::TripleO::Services::Collectd
 - OS::TripleO::Services::Docker
 - OS::TripleO::Services::FluentdClient
 - OS::TripleO::Services::Kernel
 - OS::TripleO::Services::MySQLClient
 - OS::TripleO::Services::Ntp
 - OS::TripleO::Services::Securetty
 - OS::TripleO::Services::SensuClient
 - OS::TripleO::Services::Snmp
 - OS::TripleO::Services::Sshd
 - OS::TripleO::Services::SwiftRingBuilder
 - OS::TripleO::Services::SwiftProxy
 - OS::TripleO::Services::Timezone
 - OS::TripleO::Services::TripleoFirewall
 - OS::TripleO::Services::TripleoPackages

7. 通常の openstack deploy コマンドで、新規ロールを指定して、オーバークラウドをデプロイ
します。

openstack overcloud deploy --templates -r roles_data.yaml -e [...]

5.2.4. 外部 SAN ディスクの使用
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デフォルトでは、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director が Object Storage サービス (swift)
をデプロイする際に、独立したローカルディスクを使用するように Object Storage が設定、最適化さ
れます。この設定により、負荷がすべてのディスクに分散されるようになります。その結果、ノードに
障害が発生した場合やその他のシステム異常時にパフォーマンスへの影響を最小限に抑えることができ
ます。

パフォーマンスに影響を及ぼす類似のイベント発生時に、1 つの SAN を使用する環境では、すべての
LUN でパフォーマンスが低下する可能性があります。Object Storage サービスは、SAN ディスクを使
用する環境で生じるパフォーマンスの問題を軽減することができません。

したがって、Red Hat では、パフォーマンスおよびディスク容量に対する要求を満たすために、Object
Storage 用に SAN ディスクの代わりに追加のローカルディスクを使用することを強く推奨します。詳
しくは、『Deployment Recommendations for Specific Red Hat OpenStack Platform
Services』の「Configuration recommendations for the Object Storage service (swift)」 を参照してく
ださい。

Object Storage 用に外部 SAN を使用する場合は、ケースごとに評価する必要があります。詳細は、
Red Hat のサポートにお問い合わせください。

重要

Object Storage 用に外部 SAN を使用する場合、以下の条件に注意してください。

デフォルトでは、Object Storage サービスは Telemetry データおよび Image
サービス (glance) のイメージを保管します。glance のイメージはより多くの
ディスク容量を必要としますが、パフォーマンスの観点からは、glance のイ
メージを保管することの影響は、Telemetry データを保管することの影響よりは
軽微です。Telemetry データの保管と処理には、より高いパフォーマンスが必要
です。Object Storage 用に外部 SAN を使用した結果パフォーマンスに関する問
題が生じた場合、Red Hat はこの問題に対するサポートを提供しません。

Red Hat は、コアの Object Storage サービスオファリングの外部で生じる問題
に対するサポートを提供しません。高可用性およびパフォーマンスに関するサ
ポートは、ストレージベンダーにお問い合わせください。

Red Hat は、Object Storage サービスと SAN ソリューションの組み合わせをテ
ストしません。サードパーティー製品の互換性、ガイダンス、およびサポートに
関する詳細は、ストレージベンダーにお問い合わせください。

Red Hat では、実際のデプロイメントでパフォーマンスの要求を評価してテスト
することを推奨します。お使いの SAN デプロイメントがテストおよびサポート
され、パフォーマンス要求を満たしていることを確認するには、ストレージベン
ダーにお問い合わせください。

手順

以下のテンプレートは、Object Storage 用に 2 つのデバイス（/dev/mapper/vdb および 
/dev/mapper/vdc）を使用する方法の例になります。

parameter_defaults:
  SwiftMountCheck: true
  SwiftUseLocalDir: false
  SwiftRawDisks: {"vdb": {"base_dir":"/dev/mapper/"}, "vdc": {"base_dir":"/dev/mapper/"}}

5.3. 新規 OBJECT STORAGE ノードの追加
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クラスターに新規 Object Storage (swift) ノードを追加するには、ノード数を増やし、リングを更新
し、変更を同期させる必要があります。以下に示す手順の例では、3 つのノードを 4 つに増やしていま
す。

手順

1. アンダークラウドノードに stack ユーザーとしてログインし、source コマンドで stackrc 認証
情報ファイルを読み込みます。

$ source ~/stackrc

2. ObjectStorageCount パラメーターを使用して、Object Storage のカズを 1 増やします。この
パラメーターは、通常ノード数を指定する環境ファイルの node-info.yaml ファイルに含まれて
います。

parameter_defaults:
  ObjectStorageCount: 4

3. 新規ノードの IP アドレスを node-info.yaml ファイルの ObjectStorageIPs パラメーターに追
加します。

ObjectStorageIPs: <ip_address>

4. 環境ファイル (例: hostname-map.yaml) を作成し、新規ストレージノードのホスト名 (例: 
overcloud-objectstorage-4) を HostnameMap パラメーターに追加します。

parameter_defaults:
  HostnameMap:
    overcloud-objectstorage-4: overcloud-objectstorage-4

5. 新しいノードのハードウェアと電源管理の詳細を、ノード定義テンプレートに追加します。
ノード定義テンプレートは、オーバークラウドの初期設定時にオーバークラウドノードを登録
するために手動で作成されたファイルです。たとえば、テンプレートは 
/home/stack/nodes.json のようになります。以下の例では JSON 形式が使われていますが、
ご自分のテンプレートが YAML ファイルであれば、YAML 形式および属性にしたがって情報を
追加します。ノード定義のテンプレートに関する詳しい情報は、『 director のインストールと
使用方法』 の「オーバークラウドノードの登録 」を参照してください。

"ports":[
"bb:bb:bb:bb:bb:bb"
],
"name":"node01",
"cpu":"4",
"memory":"6144",
"disk":"40",
"arch":"x86_64",
"pm_type":"pxe_ipmitool",
"pm_user":"admin",
"pm_password":"p@55w0rd!",
"pm_addr":"192.168.24.205"

6. 新しいノードの機能の詳細を、ノード定義テンプレートに追加します。

"capabilities": "profile:swift-storage,boot_option:local,boot_mode:uefi,node:objectstorage-4",
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7. ノードをオーバークラウドにインポートして、ノードでイントロスペクションを実施します。

$ openstack overcloud node import ~/nodes.yaml
$ openstack overcloud node introspect objectstorage-4 --provide

8. 新しいノードにルートディスクのシリアル番号を追加します。

$ openstack baremetal introspection data save objectstorage-4 | jq ".inventory.disks"
$ openstack baremetal node set --property root_device='{"serial": "<disk_serial_num>"}' 
<node_UUID>

新規ノードに応じて <disk_serial_num> および <node_UUID> を置き換えます。

9. ご自分の環境に該当するその他の環境ファイルと共に、作成した新しいノード設定が含まれる
環境ファイルをデプロイメントコマンドに追加します。

$ openstack overcloud deploy \
--templates \
…
-e <existing_overcloud_environment_files> \
-e node-info.yaml \
-e hostname-map.yaml \

5.3.1. オブジェクトストレージリングの更新およびリバランス

新しいストレージノードをデプロイして既存のコントローラーおよびオブジェクトストレージを置き換
えるために、Object Storage service (swift) はリングファイルのコピーをアンダークラウドに保管しま
す。このコピーを使用してオーバークラウドのリングファイルを変更して、それらをノード全体に配布
します。

手順

1. アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインし、stackrc 認証情報ファイルを読み込み
ます。

$ source ~/stackrc

2. 以下のディレクトリーを作成します。

$ mkdir temp && cd temp/

3. オーバークラウドのリングビルダーファイルを新しいディレクトリーにダウンロードします。

$ openstack object save overcloud-swift-rings swift-rings.tar.gz

4. リングを抽出します。

$ tar xzvf swift-rings.tar.gz

5. 元のバージョンのリングをバックアップするためのディレクトリーを作成します。
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$ mkdir backup && cp swift-rings.tar.gz backup/

Object Storage リングファイルは、etc/swift フォルダーにあります。

6. デバイス情報にしたがって、以下の変数の値を収集します。

<device_name>:

$ openstack baremetal introspection data save <node_name> | jq ".inventory.disks"

<node_ip>:

 openstack server show <node_name>

<port> デフォルトポートは 600x です。デフォルトを変更している場合は、該当するポー
トを使用します。

<builder_file> 手順 3 のビルダーファイル名。

<weight> および <zone> 変数はユーザーが定義します。

7. swift-ring-builder を使用して、新しいノードを既存のリングに追加して更新します。デバイス
情報に応じて、変数を置き換えます。

$ swift-ring-builder etc/swift/<builder_file> add <zone>-<node_ip>:<port>/<device_name> 
<weight>

8. 変更したリングファイルを、アンダークラウドの Object Storage サービスにアップロードしま
す。

$ tar cvzf swift-rings.tar.gz etc/
$ openstack object create overcloud-swift-rings swift-rings.tar.gz

5.3.2. ノード変更の同期およびデータの移行

変更したリングファイルを正しいフォルダーにコピーしたら、新しいリングファイルを Object Storage
(swift) コンテナーに配布する必要があります。

重要

すべてのデータを同時に移行しないでください。10% ずつデータを移行してください。たとえば、
移行元デバイスの重みを 90.0 に、移行先デバイスを 10.0 に設定します。次に、移行元デバイスの
重みを 80.0 に、移行先デバイスを 20.0 に設定します。プロセスが完了するまで、段階的にデータ
の移行を続けます。移行時にすべてのデータを同時に移動すると、古いデータは移行元デバイスに
ありますが、すべてのレプリカについてリングは新しい移行先デバイスをポイントします。レプリ
ケーターがすべてのデータを移行先デバイスに移動するまで、データにアクセスすることができま
せん。

重要

移行時に、オブジェクトストレージリングはデータの場所を再割当てし、続いてレプリケーターが
データを新しい場所に移動します。クラスターのアクティビティーが増えると、負荷が増加するた
め、レプリケーションの処理が遅くなります。クラスターが大きいほど、レプリケーションのパス
が完了するのにかかる時間が長くなります。これは想定された動作ですが、クライアントが現在移
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動しているデータにアクセスする場合に、ログファイルに 404 エラーが記録される可能性がありま
す。プロキシーが新しい場所からデータの取得を試みる際に、データがまだ新しい場所にない場
合、swift-proxy レポートはログファイルに 404 エラーを記録します。
移行が段階的な場合には、プロキシーは移動していないレプリカにアクセスし、エラーは発生しま
せん。なお、プロキシーが代替レプリカからデータの取得を試みると、ログファイルの 404 エラー
は解決されます。レプリケーションプロセスが実行中であることを確認するには、レプリケーショ
ンログを参照してください。Object Storage サービスは、レプリケーションログを 5 分ごとに発行
します。

手順

1. 以下の例のようなスクリプトを使用して、アンダークラウドノードから指定したコントロー
ラーノードにリングファイルを配布し、それらのノードで Object Storage サービスコンテナー
を再起動します。

cd etc/swift/
for j in 8 11 23; do
  ssh heat-admin@192.168.24."$j" "rm *.ring.gz"
  for i in account.ring.gz container.ring.gz object.ring.gz; do
    scp $i heat-admin@192.168.24."$j":~/
    ssh heat-admin@192.168.24."$j" "sudo cp -f "$i" /var/lib/config-data/puppet-
generated/swift/etc/swift/"
    ssh heat-admin@192.168.24."$j" "sudo chown root:root /var/lib/config-data/puppet-
generated/swift/etc/swift/"$i""
    ssh heat-admin@192.168.24."$j" "sudo restorecon /var/lib/config-data/puppet-
generated/swift/etc/swift/"$i""
  done
  ssh heat-admin@192.168.24."$j" "rm *.builder"
  for i in account.builder container.builder object.builder; do
    scp $i heat-admin@192.168.24."$j":~/
    ssh heat-admin@192.168.24."$j" "cat "$i" | sudo tee  /var/lib/config-data/puppet-
generated/swift/etc/swift/"$i" >/dev/null"
  done
  ssh heat-admin@192.168.24."$j" 'for k in `sudo podman ps --format "{{.Names}}" | grep 
swift`; do sudo podman restart $k; done'
done
cd ../../

2. データが新しいディスクに移動されていることを確認するには、新規ストレージノードで以下
のコマンドを実行してください。

$  sudo grep -i replication  /var/log/container/swift/swift.log

5.4. OBJECT STORAGE ノードの削除

Object Storage (swift) ノードを削除する方法は 2 つあります。クラスターの複雑さや、そこに含まれ
るデータの量に応じて、以下のいずれかのオプションを選択します。

単純な削除: この方法は 1 つのアクションでノードを削除し、データの量が少なく効率的に動作
しているクラスターに適しています。「1 つのアクションでの Object Storage ノードの削
除」を参照してください。

段階的削除: 削除するノード上のディスクの重みを減らすようにリングを変更します。この方法
は、ストレージネットワークの使用への影響を最小限に抑える場合、またはクラスターに大量
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のデータが含まれる場合に適しています。「リング変更による Object Storage ノードの段階的
な削除」を参照してください。

5.4.1. 1 つのアクションでの Object Storage ノードの削除

データの量が少なく効率的に動作しているクラスターのノードを削除するには、この方法を使用しま
す。以下に示す手順の例では、4 つのノードを 3 つに減らしています。

手順

1. アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインし、stackrc 認証情報ファイルを読み込み
ます。

$ source ~/stackrc

2. ObjectStorageCount パラメーターを使用して、Object Storage のカズを 1 減らします。この
パラメーターは、通常ノード数を指定する環境ファイルの node-info.yaml に含まれています。

parameter_defaults:
  ObjectStorageCount: 3

3. node-info.yaml ファイルの ObjectStorageIPs パラメーターから削除したノードの IP アドレ
スを削除します。

ObjectStorageIPs: <ip_address>

4. 環境ファイル (例: remove-object-node.yaml) を作成します。このファイルは、指定したオブ
ジェクトストレージノードを特定し、削除します。以下のコンテンツ例では overcloud-
objectstorage-1 の削除を指定しています。

parameter_defaults:
  ObjectStorageRemovalPolicies:
    [{'resource_list': ['1']}]

5. デプロイメントコマンドに node-info.yaml ファイルと remove-object-node.yaml ファイルの
両方を含めます。

$ openstack overcloud deploy \
--templates \
…
-e <existing_overcloud_environment_files> \
-e node-info.yaml \
-e remove-object-node.yaml \
…

director は、オーバークラウドからオブジェクトストレージノードを削除して、オーバークラ
ウド上の残りのノードを更新し、ノードの削除に対応します。

6. アクティブなノードを一覧表示し、正しいノードが削除されたことを確認します。

$ openstack server list

7. アンダークラウドノードで remove-object-node.yaml ファイルを削除して、今後の再デプロイ
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7. アンダークラウドノードで remove-object-node.yaml ファイルを削除して、今後の再デプロイ
に含まれないようにします。

$ rm <file_path>/remove-object-node.yaml

5.4.2. リング変更による Object Storage ノードの段階的な削除

ノードを削除する際にストレージネットワークへの影響を最小限に抑える必要がある場合、またはクラ
スターに大量のデータが含まれる場合は、この方法を使用します。ストレージのリングを変更して、削
除するノード上のディスクの重みを減らすには、まず「前提条件」に記載されている手順を行います。
以下の例では、ノードを 4 つから 3 つに減らします。

前提条件

Object Storage リングを更新およびリバランスしている。「オブジェクトストレージリングの
更新およびリバランス」を参照してください。

Object Storage リングの変更が同期されている。「変更の同期およびデータの移行」を参照し
てください。

手順

1. アンダークラウドに stack ユーザーとしてログインし、stackrc 認証情報ファイルを読み込み
ます。

$ source ~/stackrc

2. ObjectStorageCount パラメーターを使用して、Object Storage のカズを 1 減らします。この
パラメーターは、通常ノード数を指定する環境ファイルの node-info.yaml に含まれています。

parameter_defaults:
  ObjectStorageCount: 3

3. node-info.yaml ファイルの ObjectStorageIPs パラメーターから削除したノードの IP アドレ
スを削除します。

ObjectStorageIPs: <ip_address>

4. 環境ファイル (例: remove-object-node.yaml) を作成します。このファイルは、指定したオブ
ジェクトストレージノードを特定し、削除します。以下のコンテンツ例では overcloud-
objectstorage-1 の削除を指定しています。

parameter_defaults:
  ObjectStorageRemovalPolicies:
    [{'resource_list': ['1']}]

5. デプロイメントコマンドに node-info.yaml ファイルと remove-object-node.yaml ファイルの
両方を含めます。

$ openstack overcloud deploy \
--templates \
…
-e <existing_overcloud_environment_files> \
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-e node-info.yaml \
-e remove-object-node.yaml \
…

director は、オーバークラウドからオブジェクトストレージノードを削除して、オーバークラ
ウド上の残りのノードを更新し、ノードの削除に対応します。

6. アクティブなノードを一覧表示し、正しいノードが削除されたことを確認します。

$ openstack server list

7. アンダークラウドノードで remove-object-node.yaml ファイルを削除して、今後の再デプロイ
に含まれないようにします。

$ rm <file_path>/remove-object-node.yaml

5.5. オブジェクトストレージノードの置き換え

本項の手順で、クラスターの整合性に影響を与えずにオブジェクトストレージノードを置き換える方法
を説明します。以下の例では、3 台のノードで構成されるオブジェクトストレージクラスター
で、overcloud-objectstorage-1 ノードを置き換えます。この手順の目的は、ノードを 1 台追加し、そ
の後 overcloud-objectstorage-1 ノードを削除することです。overcloud-objectstorage-1 ノードが新
しいノードに置き換えられます。

手順

1. ObjectStorageCount パラメーターを使用してオブジェクトストレージ数を増やします。この
パラメーターは、通常ノード数を指定する環境ファイルの node-info.yaml に含まれています。

parameter_defaults:
  ObjectStorageCount: 4

ObjectStorageCount パラメーターで、環境内のオブジェクトストレージノードの数を定義し
ます。今回の例では、オブジェクトストレージノードの数を 3 から 4 にスケーリングします。

2. 更新した ObjectStorageCount パラメーターを使用して、デプロイメントコマンドを実行しま
す。

$ source ~/stackrc
(undercloud) $ openstack overcloud deploy --templates -e node-info.yaml 
<environment_files>

デプロイメントコマンドの実行が完了すると、オーバークラウドには追加のオブジェクトスト
レージノードが含まれるようになります。

3. 新しいノードにデータを複製します。ノードを削除する前に (ここでは overcloud-
objectstorage-1)、複製のパスが新規ノードで完了するのを待ちます。/var/log/swift/swift.log
ファイルで複製パスの進捗を確認することができます。パスが完了すると、Object Storage
サービスは以下の例のようなエントリーをログに残します。

Mar 29 08:49:05 localhost *object-server: Object replication complete.*
Mar 29 08:49:11 localhost *container-server: Replication run OVER*
Mar 29 08:49:13 localhost *account-server: Replication run OVER*

4. リングから不要になったノードを削除するには、ObjectStorageCount パラメーターの数を減
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4. リングから不要になったノードを削除するには、ObjectStorageCount パラメーターの数を減
らして不要になったノードを削除します。この例では、ObjectStorageCount パラメーターを 
3 に減らします。

parameter_defaults:
  ObjectStorageCount: 3

5. 新規環境ファイル (remove-object-node.yaml) を作成します。このファイルでオブジェクトス
トレージノードを特定し、そのノードを削除します。以下の内容では overcloud-
objectstorage-1 の削除を指定します。

parameter_defaults:
  ObjectStorageRemovalPolicies:
    [{'resource_list': ['1']}]

6. デプロイメントコマンドに node-info.yaml ファイルと remove-object-node.yaml ファイルの
両方を含めます。

(undercloud) $ openstack overcloud deploy --templates -e node-info.yaml 
<environment_files> -e remove-object-node.yaml

director は、オーバークラウドからオブジェクトストレージノードを削除して、オーバークラウド上の
残りのノードを更新し、ノードの削除に対応します。

重要

オーバークラウドの初回作成時に使用した環境ファイルおよびオプションをすべて含め
ます。これには、コンピュート以外のノードに対する同様のスケジューリングパラメー
ターが含まれます。

5.6. OBJECT STORAGE サービスにおける基本的なコンテナー管理

Object Storage サービス (swift) の整理を容易にするには、擬似フォルダーを使用できます。これらの
フォルダーは、オブジェクトを格納することができる論理デバイスで、入れ子が可能です。たとえば、
画像を保管する Images フォルダーや、ビデオを保管する Media フォルダーなどを作成することがで
きます。

各プロジェクトに 1 つまたは複数のコンテナーを作成することができます。また、各コンテナーには、1
つまたは複数のオブジェクトまたは擬似フォルダーを作成することができます。

5.6.1. Object Storage サービスでのコンテナーの作成

Dashboard を使用してコンテナーを作成します。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > オブジェクトストア > コンテナー を選択します。

2. コンテナーの作成 をクリックします。

3. コンテナー名 を指定して、コンテナーアクセス フィールドで以下のいずれかのオプションを選
択します。
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型 説明

プライベート アクセスを現在のプロジェクトのユーザーに制
限します。

パブリック パブリックの URL を使用して API アクセスを全
員に許可します。ただし、Dashboard では、プ
ロジェクトユーザーには、他のプロジェクトの
パブリックコンテナーおよびデータは表示され
ません。

4. コンテナーの作成 をクリックします。

5. (オプション) 新しいコンテナーはデフォルトのストレージポリシーを使用します。複数のスト
レージポリシーが定義されている場合には (たとえば、デフォルトポリシーと Erasure Coding
を有効にする別のポリシーなど)、デフォルト以外のストレージポリシーを使用するようにコン
テナーを設定することができます。

# swift post -H "X-Storage-Policy:<policy>" <container_name>

<policy> を、コンテナーが使用するポリシーの名前またはエイリアスに置き換
え、<container_name> をコンテナーの名前に置き換えます。

5.6.2. Object Storage サービスでのコンテナー用の擬似フォルダーの作成

Dashboard を使用してコンテナーの擬似フォルダーを作成します。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > オブジェクトストア > コンテナー を選択します。

2. 擬似フォルダーを追加するコンテナーの名前をクリックします。

3. 疑似フォルダーの作成 をクリックします。

4. 疑似フォルダー名 フィールドに名前を指定し、作成 をクリックします。

5.6.3. Object Storage サービスでのコンテナーの削除

Dashboard を使用してコンテナーを削除します。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > オブジェクトストア > コンテナー を選択します。

2. コンテナー のセクションの一覧を参照して全オブジェクトが削除されていることを確認しま
す。詳細は、「オブジェクトの削除」を参照してください。

3. 対象のコンテナーの矢印メニューで コンテナーの削除 を選択します。

4. コンテナーの削除 をクリックして、コンテナーを削除する操作を確定します。
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5.6.4. Object Storage サービスへのオブジェクトのアップロード

実際のファイルをアップロードしない場合でも、後でファイルをアップロードするのに使用できるプ
レースホルダーとしてオブジェクトは作成されます。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > オブジェクトストア > コンテナー を選択します。

2. アップロードしたオブジェクトを配置するコンテナーの名前をクリックします。コンテナーに
擬似フォルダーがすでに存在する場合は、その名前をクリックします。

3. ファイルをブラウズして オブジェクトのアップロード をクリックします。

4. オブジェクト名 フィールドに名前を指定します。

/ の文字 (例: Images/myImage.jpg) を使用して、名前に擬似フォルダーを指定できます。
指定したフォルダーがまだ存在していない場合には、オブジェクトのアップロード時に作
成されます。

名前がその場所で一意ではない場合 (オブジェクトがすでに存在している場合)、そのオブ
ジェクトのコンテンツは上書きされます。

5. オブジェクトのアップロード をクリックします。

5.6.5. Object Storage サービス内のオブジェクトのコピー

Dashboard を使用してオブジェクトをコピーします。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > オブジェクトストア > コンテナー を選択します。

2. オブジェクトのコンテナーまたはフォルダーの名前をクリックします (オブジェクトを表示しま
す)。

3. オブジェクトのアップロード をクリックします。

4. コピーするファイルを参照し、矢印メニューで コピー を選択します。

5. 以下の項目を設定します。

フィールド 説明

宛先コンテナー 新規プロジェクトの宛先コンテナー

パス 宛先コンテナーの擬似フォルダー。フォルダー
が存在しない場合は、作成されます。

宛先オブジェクト名 新規オブジェクト名。その場所で一意ではない
名前を使用した場合 (オブジェクトがすでに存在
している場合)、そのオブジェクトの以前のコン
テンツは上書きされます。
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6. オブジェクトのコピー をクリックします。

5.6.6. Object Storage サービスからのオブジェクトの削除

Dashboard を使用してオブジェクトを削除します。

手順

1. Dashboard で プロジェクト > オブジェクトストア > コンテナー を選択します。

2. 一覧を参照して対象のオブジェクトを特定し、矢印メニューで オブジェクトの削除 を選択しま
す。

3. オブジェクトの削除 をクリックして、オブジェクトを削除する操作を確定します。
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第6章 SHARED FILE SYSTEMS サービス (MANILA) の設定
Shared File Systems サービス (manila) により、複数のコンピュートインスタンス、ベアメタルノー
ド、またはコンテナーで消費可能な共有ファイルシステムをプロビジョニングすることができます。ク
ラウド管理者は共有種別を作成してファイル共有サービスの準備を行い、エンドユーザーがファイル共
有を作成および管理できるようにします。

前提条件

Shared File Systems サービスを使用するために、エンドユーザーには少なくとも 1 つの共有種
別が必要です。

driver_handles_share_servers=False と設定したバックエンドの場合には、クラウド管理者
は Shared File System バックエンドで動的にネットワークを設定するのではなく、必要なネッ
トワークを事前に設定します。

NFS バックエンドに CephFS を使用する場合、クラウド管理者は分離ネットワーク、環境引
数、およびカスタム network_data ファイルを使用して Red Hat OpenStack Platform
(RHOSP) director をデプロイし、NFS エクスポート用の分離 StorageNFS ネットワークを作成
します。デプロイ後オーバークラウドを使用する前に、管理者は対応する Networking サービス
(neutron) StorageNFS 共有プロバイダーネットワークを作成して、データセンターの分離
StorageNFS ネットワークにマッピングします。

コンピュートインスタンスをこの共有プロバイダーネットワークに接続するためには、ユー
ザーは新たな neutron ポートを追加する必要があります。

6.1. SHARED FILE SYSTEMS サービスのバックエンド

Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director を使用して Shared File Systems サービス (manila) を
デプロイする場合、クラウド管理者は以下に示すサポート対象のバックエンドの 1 つまたは複数を選択
することができます。

NFS バックエンドへの CephFS の使用。詳しくは、「 ネイティブ CephFS を使用した Shared
File Systems サービスのデプロイ 」を参照してください。

ネイティブ CephFS。詳しくは、『CephFS Back End Guide for the Shared File System
Service』を参照してください。

NetApp。詳しくは、NetApp のドキュメント「Shared Filesystems Service (Manila)」を参照し
てください。

Dell EMC Unity、Dell VNX、または Dell PowerMax。詳しくは、Dell のドキュメント『Dell
EMC Manila Backend Deployment Guide for Red Hat OpenStack Platform 16』を参照してくだ
さい。

サポート対象のバックエンドアプライアンスおよびドライバーの完全な一覧は、「Component, Plug-In,
and Driver Support in Red Hat OpenStack Platform」を参照してください。

6.1.1. 複数のバックエンドの使用

バックエンドは、ファイルシステムをエクスポートする Shared File Systems サービス (manila) ドライ
バーとペアとなるストレージシステムまたはテクノロジーです。Shared File Systems サービスでは、少
なくとも 1 つのバックエンドが動作している必要があります。多くの場合、1 つのバックエンドで十分
です。ただし、単一の Shared File Systems サービスインストールで複数のバックエンドを使用するこ
ともできます。

重要
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重要

現在、Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) では、Shared File Systems サービスのデ
プロイメントに対する同じバックエンドの複数インスタンスはサポートされていませ
ん。たとえば、同じデプロイメント内に 2 つの Ceph Storage クラスターをバックエン
ドとして追加することはできません。選択するバックエンドは異種である必要がありま
す。CephFS ネイティブと NFS バックエンドに CephFS を使用する構成は、異なるプロ
トコルの 1 つのバックエンドとみなされます。

Shared File Systems サービスのスケジューラーは、ファイル共有作成要求の宛先バックエンドを決定し
ます。Shared File Systems サービスの 1 つのバックエンドは、複数のストレージプールを公開すること
ができます。

複数のバックエンドを設定する場合、スケジューラーは 1 つのストレージプールを選択し、設定された
すべてのバックエンドで公開されるすべてのプールからリソースを作成します。これは、エンドユー
ザーから抽象化されます。エンドユーザーは、クラウド管理者が公開する機能のみを認識します。

6.1.2. 複数のバックエンドのデプロイ

デフォルトでは、標準の Shared File Systems デプロイメント環境ファイルには、単一のバックエンド
があります。以下の手順例を使用して、複数のバックエンドを Shared File Systems サービス (manila)
に追加し、CephFS-Ganesha および NetApp バックエンドを使用する環境をデプロイします。

前提条件

2 つ以上のバックエンド

バックエンドにカスタムコンテナーが必要な場合は、標準の Shared File Systems サービスコン
テナーではなく、Red Hat Ecosystem Catalog  からのコンテナーを使用する必要があります。
たとえば、Ceph と共に Dell EMC Unity ストレージシステムバックエンドを使用する場合は、
カタログから Dell EMC Unity コンテナーを選択します。

手順

1. ストレージのカスタマイズ用の YAML ファイルを作成します。このファイルは、お使いの環境
に適した値やオーバーライドを指定するのに使用できます。

$ vi /home/stack/templates/storage_customizations.yaml

2. ストレージのカスタマイズ用の YAML ファイルを設定し、複数のバックエンドを有効にするな
ど、すべてのオーバーライドを含めます。

parameter_defaults:
  ManilaEnabledShareProtocols:
    - NFS
  ManilaNetappLogin: '<login_name>'
  ManilaNetappPassword: '<password>'
  ManilaNetappServerHostname: '<netapp-hostname>'
  ManilaNetappVserver: ‘<netapp-vserver>’
  ManilaNetappDriverHandlesShareServers: 'false'

注記
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注記

ManilaEnabledShareProtocols パラメーターについての詳細は、「許可される
NAS プロトコルの上書き」 を参照してください。

3. openstack overcloud deploy コマンドでバックエンドテンプレートを指定します。以下の設
定例では、NetApp バックエンドおよび NFS バックエンドに CephFS を使用する Shared File
Systems サービスを有効にします。

$ openstack overcloud deploy \
  --timeout 100 \
  --stack overcloud \
  --templates /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates \
  -n /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/network_data_ganesha.yaml \
  -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/ceph-ansible/ceph-mds.yaml \
  -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/ceph-ansible/ceph-
ansible.yaml \
  -r /home/stack/templates/roles/roles_data.yaml \
  -e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/manila-cephfsganesha-
config.yaml \
-e /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/environments/manila-netapp-config.yaml \
-e /home/stack/templates/storage_customizations.yaml \

...

注記

デプロイメントコマンドについての詳しい情報は、『 director のインストールと
使用方法』 を参照してください。

6.1.3. 複数バックエンドのデプロイメントの確認

manila service-list コマンドを使用して、バックエンドが正常にデプロイされたことを確認します。複
数のバックエンドでヘルスチェックを使用する場合、バックエンドの 1 つが応答しなくても ping テスト
は応答を返すため、ping テストはデプロイメントを検証する信頼できる方法ではありません。

手順

1. アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。

2. source コマンドで overcloudrc 認証情報ファイルを読み込みます。

$ source ~/overcloudrc

3. Shared File Systems サービスのバックエンドの一覧を確認します。

$ manila service-list

+----+--------+--------+------+---------+-------+----------------------------+
| Id | Binary | Host | Zone | Status | State | Updated_at |
+----+--------+--------+------+---------+-------+----------------------------+
| 2 | manila-scheduler | hostgroup | nova | enabled | up | 2021-03-24T16:49:09.000000 |
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| 5 | manila-share | hostgroup@cephfs | nova | enabled | up | 2021-03-24T16:49:12.000000 |
| 8 | manila-share | hostgroup@tripleo_netapp | nova | enabled | up | 2021-03-
24T16:49:06.000000 |

正常にデプロイされた各バックエンドのステータスは enabled になり、状態が として表示さ 
れ ます。

6.1.4. 許可される NAS プロトコルの上書き

Shared File Systems サービスは、NFS、CIFS、または CEPHFS などの数多くのネットワーク接続スト
レージ (NAS) プロトコルのいずれかでファイル共有をエクスポートできます。デフォルトでは、
Shared File Systems サービスは、デプロイメント内のバックエンドがサポートする NAS プロトコルを
すべて有効にします。

Red Hat OpenStack Platform(RHOSP)の管理者は、ManilaEnabledShareProtocols パラメーターを上
書きし、クラウドで許可するプロトコルのみを一覧表示することができます。

たとえば、デプロイメントのバックエンドが NFS と CIFS の両方をサポートする場合、デフォルト値を
上書きして 1 つのプロトコルのみを有効にすることができます。

手順

1. アンダークラウドホストに stack ユーザーとしてログインします。

2. source コマンドで overcloudrc 認証情報ファイルを読み込みます。

3. ストレージのカスタマイズ用の YAML ファイルを作成します。このファイルは、お使いの環境
に適した値やオーバーライドを指定するのに使用できます。

$ vi /home/stack/templates/storage_customizations.yaml

4. 必要な値を使用して ManilaEnabledShareProtocols パラメーターを設定します。

parameter_defaults:
  ManilaEnabledShareProtocols:
    - NFS
    - CEPHFS

5. -e オプションを使用して、openstack overcloud deploy に新しいコンテンツが含まれる環境
ファイルを追加します。デプロイメントに該当するその他すべての環境ファイルを追加するよ
うにしてください。

 openstack overcloud deploy \
 ...
 -e /home/stack/templates/storage_customizations.yaml

注記

デプロイメントは設定を検証しません。割り当てる NAS プロトコルは、Shared
File Systems サービスのデプロイメントのバックエンドによりサポートされる必
要があります。

6.1.5. バックエンド機能の表示
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Shared File Systems サービス (manila) のスケジューラーコンポーネントは、複数の要素に基づいて高
度な配置決定を行います。これには、容量、プロビジョニング設定、配置ヒント、およびバックエンド
ストレージシステムドライバーが検出および公開する機能などが含まれます。

手順

利用可能な機能を表示するには、以下のコマンドを実行します。

$ manila pool-list --detail
+------------------------------------+----------------------------+
| Property                           | Value                      |
+------------------------------------+----------------------------+
| name                               | hostgroup@cephfs#cephfs    |
| pool_name                          | cephfs                     |
| total_capacity_gb                  | 1978                       |
| free_capacity_gb                   | 1812                       |
...
| driver_handles_share_servers       | False                      |
| snapshot_support                   | True                       |
| create_share_from_snapshot_support | False                      |
| revert_to_snapshot_support         | False                      |
| mount_snapshot_support             | False                      |
...
+------------------------------------+----------------------------+
+------------------------------------+-----------------------------------+
| Property                           | Value                             |
+------------------------------------+-----------------------------------+
| name                               | hostgroup@tripleo_netapp#aggr1_n1 |
| pool_name                          | aggr1_n1                          |
| total_capacity_gb                  | 6342.1                            |
| free_capacity_gb                   | 6161.99                           |
...
| driver_handles_share_servers       | False                             |
| mount_snapshot_support             | False                             |
| replication_type                   | None                              |
| replication_domain                 | None                              |
| sg_consistent_snapshot_support     | host                              |
| ipv4_support                       | True                              |
| ipv6_support                       | False                             |
+------------------------------------+-----------------------------------+
+------------------------------------+-----------------------------------+
| Property                           | Value                             |
+------------------------------------+-----------------------------------+
| name                               | hostgroup@tripleo_netapp#aggr1_n2 |
| pool_name                          | aggr1_n2                          |
| total_capacity_gb                  | 6342.1                            |
| free_capacity_gb                   | 6209.26                           |
...
| snapshot_support                   | True                              |
| create_share_from_snapshot_support | True                              |
| revert_to_snapshot_support         | True                              |
| driver_handles_share_servers       | False                             |
| mount_snapshot_support             | False                             |
| replication_type                   | None                              |
| replication_domain                 | None                              |
| sg_consistent_snapshot_support     | host                              |
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| ipv4_support                       | True                              |
| ipv6_support                       | False                             |
+------------------------------------+-----------------------------------+

関連情報

配置の決定に影響を及ぼすには、管理者はファイル共有種別および追加の仕様を使用できます。共有種
別に関する詳しい情報は、「共有種別の作成」を 参照してください。

6.2. 共有種別の作成

共有種別は、配置の決定を行う Shared File Systems サービスのスケジューラーへのヒントとして機能
します。Red Hat OpenStack Platform (RHOSP) director は default という名前のデフォルト共有種別
で Shared File Systems サービスを設定しますが、共有種別を作成する訳ではありません。

重要

Shared File Systems サービスを使用するために、エンドユーザーには少なくとも 1 つの共有種別が
必要です。

手順

1. オーバークラウドをデプロイしたら、クラウド管理者として以下のコマンドを実行して共有種
別を作成します。

# manila type-create default <spec_driver_handles_share_servers>

<spec_driver_handles_share_servers> パラメーターはブール値で、以下のように設定しま
す。

NFS バックエンドに CephFS を使用する構成またはネイティブ CephFS の場合、値は
false です。

他のバックエンドの場合、値はtrueまたはfalseになりま
す。Manila<backend>DriverHandlesShareServers パラメーターの値と一致するように 
<spec_driver_handles_share_servers> を設定します。たとえば、NetApp バックエンド
を使用する場合、パラメーターは ManilaNetappDriverHandlesShareServers と呼ばれま
す。

2. デフォルトの共有種別に仕様を追加するか、または複数のバックエンドが設定された環境で使
用するために追加の共有種別を作成します。たとえば、デフォルトの共有タイプを構成して、
CephFS バックエンドと、NetApp driver_handles_share_servers=True バックエンドを使用
する追加の共有タイプを選択します。

(overcloud) [stack@undercloud-0 ~]$ manila type-create default false --extra-specs 
share_backend_name='cephfs'
(overcloud) [stack@undercloud-0 ~]$ manila type-create netapp true --extra-specs 
share_backend_name='tripleo_netapp'

注記
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注記

デフォルトでは共有種別はパブリックなので、すべてのクラウドプロジェクトが認識し
て使用することができます。ただし、特定プロジェクト用にプライベートの共有種別を
作成することもできます。プライベートの共有種別を作成する、または追加の共有種別
オプションを設定する方法についての詳細は、『Security and Hardening Guide』を参照
してください。

6.2.1. 共有種別の一般的な機能

ファイル共有の種別は、ファイル共有の一般的な機能を定義します。共有種別の一般的な機能を確認
し、ファイル共有での操作について理解するようにしてください。

表6.1 共有種別の機能

機能 値 説明

driver_handles_share_server
s

true または false 共有ネットワークを使用してファ
イル共有を作成する権限を付与し
ます。

snapshot_support true または false ファイル共有のスナップショット
を作成する権限を付与します。

create_share_from_snapshot
_support

true または false 共有スナップショットのクローン
を作成する権限を付与します。

revert_to_snapshot_support true または false ファイル共有を最新のスナップ
ショットに戻す権限を付与しま
す。

mount_snapshot_support true または false スナップショットをエクスポート
およびマウントする権限を付与し
ます。

replication_type dr 障害復旧用のレプリカを作成する
権限を付与します。1 度に許可さ
れるアクティブなエクスポートは
1 つだけです。

readable 読み取り専用レプリカを作成する
権限を付与します。1 度に許可さ
れる書き込み可能なアクティブな
エクスポートは 1 つだけです。

writable 読み取り/書き込みレプリカを作
成する権限を付与します。共有ご
とに 1 度に任意の数のアクティブ
なエクスポートが許可されます。
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availability_zones 1 つまたは複数のアベイラビリ
ティーゾーンの一覧

一覧表示されるアベイラビリ
ティーゾーンでのみ共有を作成す
る権限を付与します。

機能 値 説明

6.2.2. 共有種別の検出

クラウドユーザーは、ファイル共有の作成時に共有種別を指定する必要があります。

手順

1. 利用可能な共有種別を検出します。

$ manila type-list

コマンド出力には、共有種別の名前と ID が一覧表示されます。

6.3. ファイル共有の作成

データの読み取りと書き込みを行うための共有を作成します。

ファイル共有を作成するには、以下のようなコマンドを使用します。

$ manila create [--share-type <sharetype>] [--name <sharename>] proto GB

以下の値を置き換えてください。

sharetype は、指定された共有タイプに関連付けられた設定を適用します。

オプション: 指定しない場合には、default 共有種別が使用されます。

sharenameは共有の名前です。

(オプション) ファイル共有名は必須ではありません。また、名前は一意でなくても構いま
せん。

protoは、使用する共有プロトコルです。

NFSを使用するCephFSの場合、protoはnfsです。

CephFSネイティブの場合、proto は cephfs です。

NetApp および DellEMC ストレージバックエンドの場合、proto は nfs または cifs です。

GB は、ファイル共有のサイズ (GB 単位) に置き換えます。

たとえば、「共有種別の作成」 では、クラウド管理者は CephFS バックエンドを選択する default 共有
種別および NetApp バックエンドを選択する netapp という名前の別の共有種別を作成しました。

手順

1. 共有種別の例を使用して CephFS バックエンド上に share-01 という名前の 10 GB の NFS 共有
を作成します。以下の例では、NFS バックエンドに CephFS を使用しています。
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(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila create --name share-01 nfs 10

2. オプションとして、NetApp バックエンド上に share-02 という名前の 20 GB の NFS 共有を作
成します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila create --name share-02 --share-type netapp --share-
network mynet nfs 20

6.3.1. ファイル共有とエクスポート情報の一覧表示

ファイル共有が正常に作成されていることを確認するには、以下の手順を実施します。

手順

1. ファイル共有を一覧表示します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila list

+--------------------------------------+----------+-----+-----------+           | ID                                   | 
Name     | ... | Status    ...
+--------------------------------------+----------+-----+-----------+
| 8c3bedd8-bc82-4100-a65d-53ec51b5fe81 | share-01 | ... | available ...
+--------------------------------------+----------+-----+-----------+

2. ファイル共有のエクスポート場所を表示します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila share-export-location-list share-01

 +------------------------------------------------------------------
 | Path
 |  172.17.5.13:/volumes/_nogroup/e840b4ae-6a04-49ee-9d6e-67d4999fbc01
 +------------------------------------------------------------------

3. ファイル共有のパラメーターを表示します。

manila share-export-location-show <id>

注記

この情報は、「ファイル共有のマウント」でファイル共有をマウントする際に使
用します。

6.4. 共有ファイルシステムのネットワーク

共有ファイルシステムには、ネットワーク経由でアクセスします。エンドユーザークライアントが Red
Hat OpenStack Platform (RHOSP) 仮想マシン、ベアメタルサーバー、およびコンテナーで実行される
ワークロードに共有を接続できるように、クラウド上のネットワークのプランニングを行うことが重要
です。

エンドユーザーに必要なセキュリティと分離のレベルに応じて、管理者は 
driver_handles_share_servers パラメーターをtrueまたはfalseに設定できます。

第6章 SHARED FILE SYSTEMS サービス (MANILA) の設定

95



driver_handles_share_servers パラメーターを true に設定すると、サービスは、分離された共有サー
バーを使用して、エンドユーザー定義の共有ネットワークに共有をエクスポートできるようになりま
す。

driver_handles_share_servers パラメーターが true の場合、ユーザーはセルフサービス共有ネット
ワークでワークロードをプロビジョニングできます。これにより、専用のネットワークセグメント上の
完全に分離された NAS ファイルサーバーにより共有がエクスポートされるようになります。

エンドユーザーが使用する共有ネットワークは、作成可能なプライベートプロジェクトネットワークと
同じになります。管理者は、分離ネットワークをマッピングする物理ネットワークがストレージインフ
ラストラクチャーに拡張するようにする必要があります。

また、プロジェクトネットワークによるネットワークのセグメント化スタイルが、使用するストレージ
システムによりサポートされるようにする必要もあります。NetApp ONTAP および Dell EMC
PowerMax、Unity、ならびに VNX 等のストレージシステムは、GENEVE または VXLAN 等の仮想オー
バーレイセグメント化スタイルをサポートしません。

代替として、オーバーレイネットワークをトップオブラックのスイッチで終端し、プロジェクトネット
ワークに VLAN 等のよりプリミティブなネットワーク形式を使用することができます。さらに別の方法
として、共有プロバイダーネットワーク上の VLAN セグメントを許可するか、ストレージシステムにす
でに接続されている既存のセグメント化ネットワークへのアクセスを提供することもできます。

driver_handles_share_servers パラメーターを false に設定すると、ユーザーは自分の共有ネット
ワーク上に共有を作成できなくなります。代わりに、クライアントをクラウド管理者が設定したネット
ワークに接続する必要があります。

driver_handles_share_servers パラメーターが false に等しい場合、directorは専用の共有ストレージ
ネットワークを作成できます。たとえば、標準の director テンプレートを使用してネイティブ CephFS
バックエンドをデプロイする場合、director は Storage と呼ばれる共有プロバイダーネットワークを作
成します。NFSバックエンドを介してCephFSを展開する場合、共有プロバイダーネットワーク
はStorageNFSと呼ばれます。エンドユーザーは、共有にアクセスするためにクライアントを共有スト
レージネットワークに接続する必要があります。

すべての共有ファイルシステムのストレージドライバーが、両方のモードの操作に対応しているわけで
はありません。選択したモードに関係なく、サービスはハードデータパスのマルチテナンシー分離の保
証を確保します。

セルフサービスモデルの一部としてテナントワークロードにハードネットワークパスマルチテナンシー
分離保証を提供する場合は、driver_handles_share_servers ドライバーモードをサポートするバック
エンドを使用してデプロイする必要があります。

ファイル共有へのネットワーク接続に関する情報は、「ファイル共有へのネットワーク接続の確保」を
参照してください。

6.4.1. ファイル共有へのネットワーク接続の確保

ファイル共有に接続する必要のあるクライアントには、そのファイル共有の 1 つまたは複数のエクス
ポート場所へのネットワーク接続が必要です。

Shared File Systems サービスと共にネットワークを設定する方法は、ネットワークプラグインの使用を
含め多数あります。

共有タイプの driver_handles_share_servers パラメーターがtrueの場合、クラウドユーザーは、コン
ピューティングインスタンスが接続されているネットワークの詳細を使用して共有ネットワークを作成
し、共有を作成するときにそれを参照できます。

共有タイプの driver_handles_share_servers パラメーターがfalseに等しい場合、クラウドユーザーは
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共有タイプの driver_handles_share_servers パラメーターがfalseに等しい場合、クラウドユーザーは
コンピューティングインスタンスを共有ストレージネットワークに接続する必要があります。

共有ネットワークへのネットワーク接続を設定して検証する方法の詳細は、「ファイル共有にアクセス
するための共有ネットワークへの接続」を参照してください。

6.4.2. ファイル共有にアクセスするための共有ネットワークへの接続

driver_handles_share_servers パラメーターがfalseに等しい場合、共有は、管理者が使用可能にした
共有プロバイダーネットワークにエクスポートされます。エンドユーザーは、ファイル共有にアクセス
するために、コンピュートインスタンス等のクライアントを共有プロバイダーネットワークに接続する
必要があります。

以下の手順例では、共有プロバイダーネットワークは StorageNFS という名前です。StorageNFS は、
director が NFS バックエンドに CephFS を使用する Shared File Systems サービスをデプロイする際に
設定されます。クラウド管理者が利用可能にするネットワークに接続するには、同様の手順に従いま
す。

注記

この手順の例では、クライアントの IP アドレスファミリーバージョンは重要ではありま
せん。この手順のステップでは IPv4 アドレス設定を使用していますが、IPv6 でもス
テップは同一です。

手順

1. StorageNFS ポート用のセキュリティーグループを作成し、ポートから外部に出るパケットは
許可するが、未確立接続からの着信パケットは拒否します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ openstack security group create no-ingress -f yaml
created_at: '2018-09-19T08:19:58Z'
description: no-ingress
id: 66f67c24-cd8b-45e2-b60f-9eaedc79e3c5
name: no-ingress
project_id: 1e021e8b322a40968484e1af538b8b63
revision_number: 2
rules: 'created_at=''2018-09-19T08:19:58Z'', direction=''egress'', ethertype=''IPv4'',
 id=''6c7f643f-3715-4df5-9fef-0850fb6eaaf2'', updated_at=''2018-09-19T08:19:58Z''

 created_at=''2018-09-19T08:19:58Z'', direction=''egress'', ethertype=''IPv6'',                                                          
id=''a8ca1ac2-fbe5-40e9-ab67-3e55b7a8632a'', updated_at=''2018-09-19T08:19:58Z'''
updated_at: '2018-09-19T08:19:58Z'

2. no-ingress セキュリティーグループによりセキュリティーを確保し、StorageNFS ネットワー
ク上にポートを作成します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ openstack port create nfs-port0 --network StorageNFS --
security-group no-ingress -f yaml

admin_state_up: UP
allowed_address_pairs: ''
binding_host_id: null
binding_profile: null
binding_vif_details: null
binding_vif_type: null
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binding_vnic_type: normal
created_at: '2018-09-19T08:03:02Z'
data_plane_status: null
description: ''
device_id: ''
device_owner: ''
dns_assignment: null
dns_name: null
extra_dhcp_opts: ''
fixed_ips: ip_address='172.17.5.160', subnet_id='7bc188ae-aab3-425b-a894-863e4b664192'
id: 7a91cbbc-8821-4d20-a24c-99c07178e5f7
ip_address: null
mac_address: fa:16:3e:be:41:6f
name: nfs-port0
network_id: cb2cbc5f-ea92-4c2d-beb8-d9b10e10efae
option_name: null
option_value: null
port_security_enabled: true
project_id: 1e021e8b322a40968484e1af538b8b63
qos_policy_id: null
revision_number: 6
security_group_ids: 66f67c24-cd8b-45e2-b60f-9eaedc79e3c5
status: DOWN
subnet_id: null
tags: ''
trunk_details: null
updated_at: '2018-09-19T08:03:03Z'

注記

StorageNFSSubnet では、nfs-port0 に IP アドレス 172.17.5.160 が割り当てられ
ています。

3. コンピュートインスタンスに nfs-port0 を追加します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ openstack server add port instance0 nfs-port0
(user) [stack@undercloud-0 ~]$ openstack server list -f yaml
- Flavor: m1.micro
  ID: 0b878c11-e791-434b-ab63-274ecfc957e8
  Image: manila-test
  Name: demo-instance0
  Networks: demo-network=172.20.0.4, 10.0.0.53; StorageNFS=172.17.5.160
  Status: ACTIVE

プライベートアドレスおよび Floating IP アドレスに加えて、コンピュートインスタンスに
StorageNFS ネットワークのポート (IP アドレス: 172.17.5.160) が割り当てられ、該当するファ
イル共有のアドレスへのアクセスが許可されると、NFS 共有のマウントに使用することができ
ます。

注記

このアドレスのインターフェースをアクティブ化するには、コンピュートインス
タンスのネットワーク設定の調整やサービスの再起動が必要になる場合がありま
す。
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6.4.3. ネットワークとインスタンス間の IPv6 インターフェースの設定

ファイル共有をエクスポートする共有ネットワークが IPv6 アドレス設定を使用する場合、セカンダ
リーインターフェースの DHCPv6 で問題が発生する可能性があります。以下の手順に従って、インス
タンスで IPv6 インターフェースを手動で設定します。詳細な情報は、BZ#1859695 を参照してくださ
い。

前提条件

ファイル共有にアクセスするための共有ネットワークへの接続

手順

1. インスタンスにログインします。

2. IPv6 インターフェースアドレスを設定します。

$ ip address add fd00:fd00:fd00:7000::c/64 dev eth1

3. インターフェースをアクティベートします。

$ ip link set dev eth1 up

4. ファイル共有のエクスポート場所にある IPv6 アドレスに ping を行い、インターフェースの接
続をテストします。

$ ping -6  fd00:fd00:fd00:7000::21

5. あるいは、Telnet を使用して NFS サーバーに到達できることを確認します。

$ dnf install -y telnet
$ telnet fd00:fd00:fd00:7000::21 2049

6.5. ファイル共有に対するアクセス権限の付与

コンピュートインスタンス等のクライアントにファイル共有をマウントする前に、以下のようなコマン
ドを使用して、クライアントがファイル共有にアクセスできるようにする必要があります。

# manila access-allow <share> <accesstype> --access-level <accesslevel>  <clientidentifier>

以下の値を置き換えてください。

share: 「ファイル共有の作成」 で作成したファイル共有の名前または ID

accesstype: ファイル共有で要求されるアクセスの種別。以下に種別の例を示します。

user: ユーザーまたはグループ名で認証する場合に使用します。

ip: IP アドレスでインスタンスを認証する場合に使用します。

cephx: ネイティブCephFSクライアントユーザー名による認証に使用します。

注記
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注記

アクセスの種別は、ファイル共有のプロトコルにより異なります。NFS 共有
の場合は、許可されるのは ip アクセス種別だけです。CIFS の場合は、user
アクセス種別が適切です。ネイティブ CephFS ファイル共有の場合
は、cephx を使用する必要があります。

accesslevel: オプションの設定で、デフォルトは rw です。

rw: ファイル共有への読み取り/書き込みアクセスが許可されます。

ro: ファイル共有への読み取りアクセスのみが許可されます。

clientidentifier -accesstypeによって異なります。

ip accesstype のための IP アドレスを使用してください。

user accesstypeには CIFS ユーザーまたはグループを使用します。

cephx accesstypeにはユーザー名文字列を使用します。

6.5.1. ファイル共有へのアクセスの付与

ユーザーがファイル共有からデータの読み取りと書き込みを可能にするように、エンドユーザークライ
アントにファイル共有へのアクセス権限を付与する必要があります。

以下の手順に従って、インスタンスの IP アドレスを使用して、クライアントのコンピュートインスタ
ンスに NFS 共有へのアクセス権限を付与します。CIFS 共有の user ルールと CephFS 共有の cephx
ルールは同様のパターンに従います。user および cephx アクセスタイプでは、必要に応じて、複数の
クライアントで同じ clientidentifier を使用できます。

注記

この手順の例では、クライアントの IP アドレスファミリーバージョンは重要ではありま
せん。この手順のステップでは IPv4 アドレス設定を使用していますが、IPv6 でもス
テップは同一です。

手順

1. ファイル共有をマウントする予定のクライアントコンピュートインスタンスの IP アドレスを取
得します。ファイル共有に到達できるネットワークに対応する IP アドレスを選択してくださ
い。以下の例では、StorageNFS ネットワークの IP アドレスを使用します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ openstack server list -f yaml
- Flavor: m1.micro
  ID: 0b878c11-e791-434b-ab63-274ecfc957e8
  Image: manila-test
  Name: demo-instance0
  Networks: demo-network=172.20.0.4, 10.0.0.53;
  StorageNFS=172.17.5.160
  Status: ACTIVE

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila access-allow share-01 ip 172.17.5.160

注記
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注記

ファイル共有へのアクセスには、独自の ID (accessid) が指定されています。

+-----------------+---------------------------------------+
| Property        | Value                                 |
+-----------------+---------------------------------------+
| access_key      | None
| share_id        | db3bedd8-bc82-4100-a65d-53ec51b5cba3
| created_at      | 2018-09-17T21:57:42.000000
| updated_at      | None
| access_type     | ip
| access_to       | 172.17.5.160
| access_level    | rw
| state           | queued_to_apply
| id              | 875c6251-c17e-4c45-8516-fe0928004fff
+-----------------+---------------------------------------+

2. アクセス設定が正常に完了したことを確認します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila access-list share-01

+--------------+-------------+--------------+--------------+--------+ ...
| id           | access_type | access_to    | access_level | state  | ...
+--------------+-------------+--------------+--------------+--------+
| 875c6251-... | ip          | 172.17.5.160 | rw           | active | ...
+--------------+------------+--------------+--------------+---------+ ...

6.5.2. ファイル共有へのアクセスの取り消し

ファイル共有の所有者は、何らかの理由でファイル共有へのアクセスを無効にすることができます。以
前に付与したファイル共有へのアクセス権限を取り消すには、以下の手順を実施します。

手順

1. ファイル共有へのアクセスを取り消します。

# manila access-deny <share> <accessid>

注記

<share> を共有名または共有IDに置き換えます。

以下は例になります。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila access-list share-01
+--------------+-------------+--------------+--------------+--------+
| id           | access_type | access_to    | access_level | state  | ...
+--------------+-------------+--------------+--------------+--------+ ...
| 875c6251-... | ip          | 172.17.5.160 | rw           | active | ...
+--------------+-------------+--------------+--------------+--------+

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila access-deny share-01 875c6251-c17e-4c45-8516-
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fe0928004fff

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila access-list share-01

+--------------+------------+--------------+--------------+--------+ ...
| id           | access_type| access_to    | access_level | state  | ...
+--------------+------------+--------------+--------------+--------+ ...
+--------------+------------+--------------+--------------+--------+ ...

注記

読み取り/書き込み権限を持つ既存のクライアントがあり、クライアントに読み取り専用
の権限を付与する場合は、ファイル共有へのアクセスを無効にし、読み取り専用のルー
ルを追加する必要があります。

6.6. コンピュートインスタンスへのファイル共有のマウント

クライアントにアクセスを付与したら、共有をマウントしてクライアントによる使用が可能になりま
す。クライアントへのネットワーク接続があれば、任意のクライアント種別がファイル共有にアクセス
できます。

仮想コンピュートインスタンスに NFS 共有をマウントするのに使用する手順は、ベアメタルのコン
ピュートインスタンスに NFS 共有をマウントする手順と類似しています。OpenShift コンテナーに
ファイル共有をマウントする方法の詳細は、OpenShift Container Platform の製品ドキュメント  を参照
してください。

注記

ファイル共有をマウントするコンピュートインスタンスに、異なるプロトコル用のクラ
イアントパッケージをインストールする必要があります。たとえば、NFS バックエンド
に CephFS を使用する Shared File Systems サービスの場合には、NFS クライアント
パッケージが NFS 4.1 をサポートしている必要があります。

6.6.1. ファイル共有のエクスポート場所の一覧表示

ファイル共有をマウントできるように、ファイル共有のエクスポート場所を取得します。

手順

1. ファイル共有のエクスポート場所を取得します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ manila share-export-location-list share-01

複数のエクスポート場所が存在する場合には、preferred メタデータフィールドの値が True の
ものを選択します。希望するエクスポート場所が存在しない場合は、任意のエクスポート場所
を使用できます。

6.6.2. ファイル共有のマウント

クライアントにファイル共有をマウントして、データへのアクセスを可能にします。

ファイル共有の作成およびファイル共有へのアクセス権限の付与についての情報は、以下の手順を参照
してください。
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「ファイル共有の作成」

「ファイル共有に対するアクセス権限の付与」

手順

1. インスタンスにログインし、以下のコマンドを実行します。

(user) [stack@undercloud-0 ~]$ openstack server ssh demo-instance0 --login root
# hostname
demo-instance0

2. エクスポート場所を使用して、IPv4 ネットワークにファイル共有をマウントします。

# mount -t nfs -v  172.17.5.13:/volumes/_nogroup/e840b4ae-6a04-49ee-9d6e-67d4999fbc01 
/mnt

6.7. ファイル共有の削除

Shared File Systems service (manila) は、データの削除を防ぐ保護機能を提供しません。Shared File
Systems サービスは、クライアントが接続されているか、またはワークロードが実行されているかを確
認しません。ファイル共有を削除する場合は、ファイル共有を取得することはできません。

警告

ファイル共有を削除する前にデータをバックアップします。

手順

1. ファイル共有を削除します。

# manila delete <share>

注記

上記コマンド例の <share> は、ファイル共有の名前または ID のどちらかを指定
することができます。

以下に例を示します。

# manila delete share-01

6.8. SHARED FILE SYSTEMS サービスのデフォルトクォータの変更

気付かぬままにシステムリソースをすべて消費してしまうのを防ぐために、クラウド管理者はクォータ
を設定することができます。クォータとは、運用上の制限です。

6.8.1. クォータの一覧表示

クラウド管理者は、manila quote-show コマンドを使用して、プロジェクトまたはユーザーのクォー
タを一覧表示できます。オプションの --user パラメーターを指定すると、指定したプロジェクトでそ
のユーザーに設定されたクォータを表示することができます。このパラメーターを省略した場合には、
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指定したプロジェクトに設定されたクォータが表示されます。

クォータは、更新や削除が可能です。shares、snapshots、gigabytes、snapshot-gigabytes、share-
networks、share_groups、share_group_snapshots、および share-type のクォータを更新することがで
きます。

手順

1. 使用方法に関する説明を表示するには、以下のコマンドを実行します。

# manila help quota-show
# manila help quota-update
# manila help quota-delete

6.9. エラーのトラブルシューティング

ファイル共有の作成やファイル共有グループの作成などの Shared File Systems (manila) の操作が非同
期に失敗する場合には、エンドユーザーはコマンドラインからクエリーを実行してエラーについての詳
細を取得することができます。

6.9.1. ファイル共有作成またはファイル共有グループ作成の失敗の修正

この例では、ユーザーは複数の仮想マシンにソフトウェアライブラリーをホストするファイル共有を作
成しようとします。この例では、ファイル共有の作成を 2 度意図的に失敗させ、コマンドラインを使用
してユーザーサポートメッセージを取得する方法を説明します。

手順

1. ファイル共有を作成するには、ファイル共有に割り当てる機能を指定する共有種別を使用しま
す。クラウド管理者は共有種別を作成することができます。利用可能な共有種別を表示しま
す。

clouduser1@client:~$ manila type-list
+--------------------------------------+-------------+------------+------------+------------------------------
--------+--------------------------------------------+-------------+
| ID                                   | Name        | visibility | is_default | required_extra_specs                 | 
optional_extra_specs                       | Description |
+--------------------------------------+-------------+------------+------------+------------------------------
--------+--------------------------------------------+-------------+
| 1cf5d45a-61b3-44d1-8ec7-89a21f51a4d4 | dhss_false  | public     | YES        | 
driver_handles_share_servers : False | create_share_from_snapshot_support : True  | None        
|
|                                      |             |            |            |                                      | 
mount_snapshot_support : False             |             |
|                                      |             |            |            |                                      | 
revert_to_snapshot_support : False         |             |
|                                      |             |            |            |                                      | snapshot_support : 
True                    |             |
| 277c1089-127f-426e-9b12-711845991ea1 | dhss_true   | public     | -          | 
driver_handles_share_servers : True  | create_share_from_snapshot_support : True  | None        
|
|                                      |             |            |            |                                      | 
mount_snapshot_support : False             |             |
|                                      |             |            |            |                                      | 
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revert_to_snapshot_support : False         |             |
|                                      |             |            |            |                                      | snapshot_support : 
True                    |             |
+--------------------------------------+-------------+------------+------------+------------------------------
--------+--------------------------------------------+-------------+

この例では、2 つの共有種別が使用可能です。

2. driver_handles_share_servers=True 機能を指定する共有種別を使用するには、ファイル共有
をエクスポートするファイル共有ネットワークを作成する必要があります。プライベートプロ
ジェクトネットワークから、ファイル共有ネットワークを作成します。

clouduser1@client:~$ openstack subnet list
+--------------------------------------+---------------------+--------------------------------------+----------
-----------+
| ID                                   | Name                | Network                              | Subnet              |
+--------------------------------------+---------------------+--------------------------------------+----------
-----------+
| 78c6ac57-bba7-4922-ab81-16cde31c2d06 | private-subnet      | 74d5cfb3-5dd0-43f7-b1b2-
5b544cb16212 | 10.0.0.0/26         |
| a344682c-718d-4825-a87a-3622b4d3a771 | ipv6-private-subnet | 74d5cfb3-5dd0-43f7-
b1b2-5b544cb16212 | fd36:18fc:a8e9::/64 |
+--------------------------------------+---------------------+--------------------------------------+----------
-----------+

clouduser1@client:~$ manila share-network-create --name mynet --neutron-net-id 74d5cfb3-
5dd0-43f7-b1b2-5b544cb16212 --neutron-subnet-id 78c6ac57-bba7-4922-ab81-
16cde31c2d06
+-------------------+--------------------------------------+
| Property          | Value                                |
+-------------------+--------------------------------------+
| network_type      | None                                 |
| name              | mynet                                |
| segmentation_id   | None                                 |
| created_at        | 2018-10-09T21:32:22.485399           |
| neutron_subnet_id | 78c6ac57-bba7-4922-ab81-16cde31c2d06 |
| updated_at        | None                                 |
| mtu               | None                                 |
| gateway           | None                                 |
| neutron_net_id    | 74d5cfb3-5dd0-43f7-b1b2-5b544cb16212 |
| ip_version        | None                                 |
| cidr              | None                                 |
| project_id        | cadd7139bc3148b8973df097c0911016     |
| id                | 0b0fc320-d4b5-44a1-a1ae-800c56de550c |
| description       | None                                 |
+-------------------+--------------------------------------+

clouduser1@client:~$ manila share-network-list
+--------------------------------------+-------+
| id                                   | name  |
+--------------------------------------+-------+
| 6c7ef9ef-3591-48b6-b18a-71a03059edd5 | mynet |
+--------------------------------------+-------+

3. ファイル共有を作成します。
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clouduser1@client:~$ manila create nfs 1 --name software_share --share-network mynet --
share-type dhss_true
+---------------------------------------+--------------------------------------+
| Property                              | Value                                |
+---------------------------------------+--------------------------------------+
| status                                | creating                             |
| share_type_name                       | dhss_true                            |
| description                           | None                                 |
| availability_zone                     | None                                 |
| share_network_id                      | 6c7ef9ef-3591-48b6-b18a-71a03059edd5 |
| share_server_id                       | None                                 |
| share_group_id                        | None                                 |
| host                                  |                                      |
| revert_to_snapshot_support            | False                                |
| access_rules_status                   | active                               |
| snapshot_id                           | None                                 |
| create_share_from_snapshot_support    | False                                |
| is_public                             | False                                |
| task_state                            | None                                 |
| snapshot_support                      | False                                |
| id                                    | 243f3a51-0624-4bdd-950e-7ed190b53b67 |
| size                                  | 1                                    |
| source_share_group_snapshot_member_id | None                                 |
| user_id                               | 61aef4895b0b41619e67ae83fba6defe     |
| name                                  | software_share                       |
| share_type                            | 277c1089-127f-426e-9b12-711845991ea1 |
| has_replicas                          | False                                |
| replication_type                      | None                                 |
| created_at                            | 2018-10-09T21:12:21.000000           |
| share_proto                           | NFS                                  |
| mount_snapshot_support                | False                                |
| project_id                            | cadd7139bc3148b8973df097c0911016     |
| metadata                              | {}                                   |
+---------------------------------------+--------------------------------------+

4. ファイル共有のステータスを表示します。

clouduser1@client:~$ manila list
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+--------+-----------+----------
-------+------+-------------------+
| ID                                   | Name           | Size | Share Proto | Status | Is Public | Share Type 
Name | Host | Availability Zone |
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+--------+-----------+----------
-------+------+-------------------+
| 243f3a51-0624-4bdd-950e-7ed190b53b67 | software_share | 1    | NFS         | error  | False     
| dhss_true       |      | None              |
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+--------+-----------+----------
-------+------+-------------------+

この例では、ファイル共有の作成中にエラーが発生しています。

5. ユーザーサポートメッセージを表示するには、message-list コマンドを実行します。--
resource-id を使用して、確認したい特定のファイル共有に絞り込みます。

clouduser1@client:~$ manila message-list
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+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+
| ID                                   | Resource Type | Resource ID                          | Action ID | User 
Message                                                                                             | Detail ID | Created At                 
|
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+
| 7d411c3c-46d9-433f-9e21-c04ca30b209c | SHARE         | 243f3a51-0624-4bdd-950e-
7ed190b53b67 | 001       | allocate host: No storage could be allocated for this share request, 
Capabilities filter didn't succeed. | 008       | 2018-10-09T21:12:21.000000 |
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+

User Message コラムに、機能の不一致により Shared File Systems サービスがファイル共有の
作成に失敗したことが表示されています。

6. より多くのメッセージ情報を表示するには、message-showコマンドを実行してか
ら、message-listコマンドからのメッセージのIDを実行します。

clouduser1@client:~$ manila message-show 7d411c3c-46d9-433f-9e21-c04ca30b209c
+---------------+-----------------------------------------------------------------------------------------------
-----------+
| Property      | Value                                                                                                    |
+---------------+-----------------------------------------------------------------------------------------------
-----------+
| request_id    | req-0a875292-6c52-458b-87d4-1f945556feac                                                                 
|
| detail_id     | 008                                                                                                      |
| expires_at    | 2018-11-08T21:12:21.000000                                                                               
|
| resource_id   | 243f3a51-0624-4bdd-950e-7ed190b53b67                                                                     
|
| user_message  | allocate host: No storage could be allocated for this share request, 
Capabilities filter didn't succeed. |
| created_at    | 2018-10-09T21:12:21.000000                                                                               
|
| message_level | ERROR                                                                                                    |
| id            | 7d411c3c-46d9-433f-9e21-c04ca30b209c                                                                     
|
| resource_type | SHARE                                                                                                    |
| action_id     | 001                                                                                                      |
+---------------+-----------------------------------------------------------------------------------------------
-----------+

7. クラウドユーザーは共有種別により機能を確認することができるので、利用可能な共有種別を
確認することができます。2 つの共有種別の違いは、driver_handles_share_servers の値で
す。

clouduser1@client:~$ manila type-list
+--------------------------------------+-------------+------------+------------+------------------------------
--------+--------------------------------------------+-------------+
| ID                                   | Name        | visibility | is_default | required_extra_specs                 | 
optional_extra_specs                       | Description |
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+--------------------------------------+-------------+------------+------------+------------------------------
--------+--------------------------------------------+-------------+
| 1cf5d45a-61b3-44d1-8ec7-89a21f51a4d4 | dhss_false  | public     | YES        | 
driver_handles_share_servers : False | create_share_from_snapshot_support : True  | None        
|
|                                      |             |            |            |                                      | 
mount_snapshot_support : False             |             |
|                                      |             |            |            |                                      | 
revert_to_snapshot_support : False         |             |
|                                      |             |            |            |                                      | snapshot_support : 
True                    |             |
| 277c1089-127f-426e-9b12-711845991ea1 | dhss_true   | public     | -          | 
driver_handles_share_servers : True  | create_share_from_snapshot_support : True  | None        
|
|                                      |             |            |            |                                      | 
mount_snapshot_support : False             |             |
|                                      |             |            |            |                                      | 
revert_to_snapshot_support : False         |             |
|                                      |             |            |            |                                      | snapshot_support : 
True                    |             |
+--------------------------------------+-------------+------------+------------+------------------------------
--------+--------------------------------------------+-------------+

8. 利用可能な他の共有種別でファイル共有を作成します。

clouduser1@client:~$ manila create nfs 1 --name software_share --share-network mynet --
share-type dhss_false
+---------------------------------------+--------------------------------------+
| Property                              | Value                                |
+---------------------------------------+--------------------------------------+
| status                                | creating                             |
| share_type_name                       | dhss_false                           |
| description                           | None                                 |
| availability_zone                     | None                                 |
| share_network_id                      | 6c7ef9ef-3591-48b6-b18a-71a03059edd5 |
| share_group_id                        | None                                 |
| revert_to_snapshot_support            | False                                |
| access_rules_status                   | active                               |
| snapshot_id                           | None                                 |
| create_share_from_snapshot_support    | True                                 |
| is_public                             | False                                |
| task_state                            | None                                 |
| snapshot_support                      | True                                 |
| id                                    | 2d03d480-7cba-4122-ac9d-edc59c8df698 |
| size                                  | 1                                    |
| source_share_group_snapshot_member_id | None                                 |
| user_id                               | 5c7bdb6eb0504d54a619acf8375c08ce     |
| name                                  | software_share                       |
| share_type                            | 1cf5d45a-61b3-44d1-8ec7-89a21f51a4d4 |
| has_replicas                          | False                                |
| replication_type                      | None                                 |
| created_at                            | 2018-10-09T21:24:40.000000           |
| share_proto                           | NFS                                  |
| mount_snapshot_support                | False                                |
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| project_id                            | cadd7139bc3148b8973df097c0911016     |
| metadata                              | {}                                   |
+---------------------------------------+--------------------------------------+

この例では、試みた 2 番目のファイル共有作成は失敗します。

9. ユーザーサポートメッセージを表示します。

clouduser1@client:~$ manila list
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+--------+-----------+----------
-------+------+-------------------+
| ID                                   | Name           | Size | Share Proto | Status | Is Public | Share Type 
Name | Host | Availability Zone |
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+--------+-----------+----------
-------+------+-------------------+
| 2d03d480-7cba-4122-ac9d-edc59c8df698 | software_share | 1    | NFS         | error  | False     
| dhss_false      |      | nova              |
| 243f3a51-0624-4bdd-950e-7ed190b53b67 | software_share | 1    | NFS         | error  | False     
| dhss_true       |      | None              |
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+--------+-----------+----------
-------+------+-------------------+

clouduser1@client:~$ manila message-list
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+
| ID                                   | Resource Type | Resource ID                          | Action ID | User 
Message                                                                                             | Detail ID | Created At                 
|
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+
| ed7e02a2-0cdb-4ff9-b64f-e4d2ec1ef069 | SHARE         | 2d03d480-7cba-4122-ac9d-
edc59c8df698 | 002       | create: Driver does not expect share-network to be provided with 
current configuration.                  | 003       | 2018-10-09T21:24:40.000000 |
| 7d411c3c-46d9-433f-9e21-c04ca30b209c | SHARE         | 243f3a51-0624-4bdd-950e-
7ed190b53b67 | 001       | allocate host: No storage could be allocated for this share request, 
Capabilities filter didn't succeed. | 008       | 2018-10-09T21:12:21.000000 |
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+

サービスは、使用した共有種別のファイル共有ネットワークに対応していません。

10. 管理者に相談することなく、管理者が利用可能にしたストレージバックエンドではプライベー
ト neutron ネットワークにファイル共有を直接エクスポートする操作がサポートされない、と
いうことを明らかにすることができます。share-network パラメーターを指定せずに、ファイ
ル共有を作成します。

clouduser1@client:~$ manila create nfs 1 --name software_share --share-type dhss_false
+---------------------------------------+--------------------------------------+
| Property                              | Value                                |
+---------------------------------------+--------------------------------------+
| status                                | creating                             |
| share_type_name                       | dhss_false                           |
| description                           | None                                 |
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| availability_zone                     | None                                 |
| share_network_id                      | None                                 |
| share_group_id                        | None                                 |
| revert_to_snapshot_support            | False                                |
| access_rules_status                   | active                               |
| snapshot_id                           | None                                 |
| create_share_from_snapshot_support    | True                                 |
| is_public                             | False                                |
| task_state                            | None                                 |
| snapshot_support                      | True                                 |
| id                                    | 4d3d7fcf-5fb7-4209-90eb-9e064659f46d |
| size                                  | 1                                    |
| source_share_group_snapshot_member_id | None                                 |
| user_id                               | 5c7bdb6eb0504d54a619acf8375c08ce     |
| name                                  | software_share                       |
| share_type                            | 1cf5d45a-61b3-44d1-8ec7-89a21f51a4d4 |
| has_replicas                          | False                                |
| replication_type                      | None                                 |
| created_at                            | 2018-10-09T21:25:40.000000           |
| share_proto                           | NFS                                  |
| mount_snapshot_support                | False                                |
| project_id                            | cadd7139bc3148b8973df097c0911016     |
| metadata                              | {}                                   |
+---------------------------------------+--------------------------------------+

11. ファイル共有が正常に作成されたことを確認します。

clouduser1@client:~$ manila list
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+-----------+-----------+-------
----------+------+-------------------+
| ID                                   | Name           | Size | Share Proto | Status    | Is Public | Share Type 
Name | Host | Availability Zone |
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+-----------+-----------+-------
----------+------+-------------------+
| 4d3d7fcf-5fb7-4209-90eb-9e064659f46d | software_share | 1    | NFS         | available | 
False     | dhss_false      |      | nova              |
| 2d03d480-7cba-4122-ac9d-edc59c8df698 | software_share | 1    | NFS         | error     | False     
| dhss_false      |      | nova              |
| 243f3a51-0624-4bdd-950e-7ed190b53b67 | software_share | 1    | NFS         | error     | 
False     | dhss_true       |      | None              |
+--------------------------------------+----------------+------+-------------+-----------+-----------+-------
----------+------+-------------------+

12. ファイル共有およびサポートメッセージを削除します。

clouduser1@client:~$ manila message-list
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+
| ID                                   | Resource Type | Resource ID                          | Action ID | User 
Message                                                                                             | Detail ID | Created At                 
|
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+
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| ed7e02a2-0cdb-4ff9-b64f-e4d2ec1ef069 | SHARE         | 2d03d480-7cba-4122-ac9d-
edc59c8df698 | 002       | create: Driver does not expect share-network to be provided with 
current configuration.                  | 003       | 2018-10-09T21:24:40.000000 |
| 7d411c3c-46d9-433f-9e21-c04ca30b209c | SHARE         | 243f3a51-0624-4bdd-950e-
7ed190b53b67 | 001       | allocate host: No storage could be allocated for this share request, 
Capabilities filter didn't succeed. | 008       | 2018-10-09T21:12:21.000000 |
+--------------------------------------+---------------+--------------------------------------+-----------+---
-------------------------------------------------------------------------------------------------------+--------
---+----------------------------+

clouduser1@client:~$ manila delete 2d03d480-7cba-4122-ac9d-edc59c8df698 243f3a51-
0624-4bdd-950e-7ed190b53b67
clouduser1@client:~$ manila message-delete ed7e02a2-0cdb-4ff9-b64f-e4d2ec1ef069 
7d411c3c-46d9-433f-9e21-c04ca30b209c

clouduser1@client:~$ manila message-list
+----+---------------+-------------+-----------+--------------+-----------+------------+
| ID | Resource Type | Resource ID | Action ID | User Message | Detail ID | Created At |
+----+---------------+-------------+-----------+--------------+-----------+------------+
+----+---------------+-------------+-----------+--------------+-----------+------------+

6.9.2. ファイル共有のマウント失敗のデバッグ

ファイル共有をマウントする際に問題が発生した場合は、以下の検証手順に従って、問題の根本的な原
因を特定します。

手順

1. ファイル共有のアクセス制御リストを確認し、クライアントに対応するルールが正しく適用さ
れ、正常に適用されていることを確認します。

$ manila access-list share-01

成功したルールでは、state 属性は active に等しくなります。

2. 共有種別パラメーターが driver_handles_share_servers=False に設定されている場合には、
エクスポート場所からホスト名または IP アドレスをコピーし、これに ping して NAS サーバー
への接続を確認します。

# ping -c 1 172.17.5.13
PING 172.17.5.13 (172.17.5.13) 56(84) bytes of data.
64 bytes from 172.17.5.13: icmp_seq=1 ttl=64 time=0.048 ms--- 172.17.5.13 ping statistics --
-
1 packets transmitted, 1 received, 0% packet loss, time 0ms
rtt min/avg/max/mdev = 7.851/7.851/7.851/0.000 ms
If using the NFS protocol, you may verify that the NFS server is ready to respond to NFS rpcs 
on the proper port:
# rpcinfo -T tcp -a 172.17.5.13.8.1 100003 4
program 100003 version 4 ready and waiting

注記
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注記

IP アドレスは汎用アドレスフォーマット (uaddr) で書かれているので、NFS
サービスのポート 2049 を表すのに 2 つのオクテット (8.1) が追加されていま
す。

これらの検証手順が失敗した場合は、ネットワーク接続に問題があるか、共有ファイルシステムのバッ
クエンドストレージが失敗している可能性があります。ログを収集し、Red Hat サポートにお問い合わ
せください。
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